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第一章








　ここは、大手医療機器メーカー『カワムラ』の営業部。あと三十分で定時を迎えようとしているオフィスは、決算月を迎えていて緊張した空気が張り詰めていた。

　営業に出ている課長の外との崎さき明あき彦ひこの帰りを今か今かと、同部署内の人間が祈るように待っている。予算を達成できるかは、ＭＲＩなどの大型医療機器を担当している彼の結果次第なのだ。

　高額な商品であるため、購入につながるまでには相当な苦労がある。医師を説得するだけではなく、病院の経営陣にも商品の導入価値を理解させる必要があり、誰でもできることではない。

　そんな大きな仕事を任されていてかっこいいとも思うし、心から尊敬している。 

（きっと明彦さんならやってくれる）

　水みな瀬せ真ま由ゆも彼が帰社するのを心待ちにしていた。

　営業課の事務補佐として総務部から派遣され一ヶ月が過ぎ、業務に少しずつ慣れてきたところである。

　彼女は『カワムラ』に絶対に入社したかった。なぜなら、憧れの人が勤めているからだ。ただ、妹を溺愛している六歳上の兄の陸斗と同じ会社に勤めるのは抵抗があった。しかし、片想いの相手と一緒に働いて、少しでも近づきたかった。

　その意中の人こそ、明彦である。

　営業として働いていた兄が『営業職はかなり大変だから、入社したいなら事務職を目指したほうがいい』とアドバイスをくれたので、事務系の仕事に役立つ資格習得に学生時代から励んでいた。

　大学を卒業した二年前。

　念願叶って同じ会社に入社はできたが、総務部の所属になった。

　明彦とは同じ部署にはならずほぼ対面しなかったが、彼が社内外でかなりモテていることを知ることになった。

　ある日、ランチを終えて化粧室でメイクを直していたときのこと。

　少し離れたところに美人なお局様の集団がいた。色気があって羨ましいと思いつつ鏡を見る。

　自分は大きな二重に小さな口で、少し子供っぽく見える容姿だ。

　社会人になってからは、メイクを研究し大人っぽく見せようと頑張っていた。

　最後にセミロングの髪の毛を整えていると噂話が聞こえてくる。

『外崎さん、また営業成績がトップだったらしいよ』

『あんなにかっこよくて仕事ができるなんて、たまらないんだけど。私、狙っちゃおうかな？』

『やめときなさいって。彼はかなり競争率が高いから。営業先のナースとかから合コンを持ちかけられることも多いみたい』

『へぇー。たしかに簡単に手に入る存在ではなさそう』

　己と明彦は不釣り合いなのだと思い知らされた。

　久しぶりに廊下で姿を見たと思えば、つねに女子社員に囲まれている。それも美女ばかりだ。

　彼は常に成績優秀で会社の役員からも一目置かれている存在だった。

　容姿も抜群によく、背が高くて肩幅が広い。

　学生時代は野球をやっていてピッチャーだったそうで、スポーツで引き締められた体は健康的。

　サラサラの黒髪で額が見える爽やかなヘアスタイル。綺麗な二重と高い鼻に形のいい唇。

　リーダーシップが取れて、明るくて、いろんな人に気配りできる、マイナス要素が見当たらない本当に素敵な男性だ。

　そしてスーツもとても似合っている。そんな彼のことを女性陣が放っておくはずがない。社内外からとにかく人気が高かった。

　彼の口から恋人がいるという話は聞いたことがない。しかし、あの人気者の隣に立つのは、かなり難しいことなんだと悟った。だから遠くから見ているだけでいいと思っていた。

　

　真由が彼のことを知ったのは入社前。兄と明彦は同期だった。

　入社式で隣の席になり、配属された部署も同じ。最寄り駅が同じことから兄と明彦は仲よくなったらしい。家も歩いて約十五分で行ける距離で、新入社員の頃から苦楽を共に過ごしてきた仲間である。そんな二人がプライベートでも意気投合するのには時間がかからなかった。

『同期を連れて帰るから、いつもよりたくさん料理を作っといてくれ』

　メッセージが届いた真由は眉間に皺を寄せた。

（女性だろうか？　それとも男性？）

　当時女子高生だったが、女子校から共学になったばかりでほとんど男子がおらず、異性と話したことがなかった。

　男性だったら緊張しそうだと考えながら、急いで食事の準備に取りかかる。

　真由は両親を大型台風のときに事故で失い、兄と二人で暮らしていた。そのため家事全般をこなしながら学生生活を送っていた。家事の中では、料理が大好きだ。

『ただいまー！』

　兄が帰ってきたので玄関に迎えにいくと、そこには背が高くてとてもハンサムな、まるで王子様かと思うような男性が立ってニッコリと笑っていた。

『初めまして！　外崎明彦です』

『可愛い自慢の妹、真由だ。な？　可愛いだろう？』

『ああ、噂通り。ほんと可愛い』

　可愛いなんて兄以外に言われたことがなかったので、心臓が激しく鼓動を打ち耳の奥でキーンと音がした。

　綺麗な瞳で見つめられると、倒れそうになってしまう。頬が真っ赤に染まりこれ以上見つめ合うのは難しいと判断し、台所に逃げるように走った。

　その日をきっかけに、明彦はたまに遊びに来るようになった。お腹を空かせてやってくる。その度に二人とも男子学生のようにいっぱい食べて、美味しいと喜んでくれる。

『ただいまー！』

『お邪魔します』

　リビングに入ってくると出来上がっている食事を見て、すぐにでもがっつきそうだった。

『ちゃんと手を洗ってから食べてくださいね』

　素直に言うことを聞いて手を洗いに行ってくれる。

　戻ってきた二人に山盛りの白米を出す。おかずは得意な和食を出すことが多く、明彦は真由の作る甘い卵焼きが大好物で、毎回彼のために作って出していた。

『真由ちゃんの料理って本当に美味いんだよね。奥さんにしたら幸せだろうな』

　何気ない一言だったかもしれないが、もし明彦と結婚したらどんな家庭になるのだろうと想像してしまった。

　恋愛感情がどんなものなのかわからなかったが、彼のことを考えると胸がドキドキする。会える日が楽しみで入念に髪の毛を梳かしてリップクリームを塗ってお洒落をした。

　

　明彦を本格的に好きになったのは、台風の日の夜だった。

　両親を台風の日に亡くしたことがきっかけで、強い風の音と暗闇が苦手になった。

　兄が出張のため一人で留守番しなければいけないときがあり、そんな日に限って天候が大きく荒れて、停電になってしまったのだ。

　用意しておいたランプをつけて、小さく体を丸めて電気が通るのを待つ。不安で怖くて呼吸が荒くなっていた。早く朝になってほしい。

（……お兄ちゃん、帰ってきて）

　一人で怯えていると、家のチャイムが鳴った。

（こんなときに誰だろう）

『はい……』

　震える声で返事をした。

『俺、外崎だ』

（明彦さん？）

　扉を開くとそこに立っていたのは明彦だった。

『大丈夫か？　今日水瀬は出張だったから……一人で怖がっているんじゃないかと思って』

　姿を見ると安心して涙が溢れてくる。真由は反射的に彼の胸にしがみついた。

『怖かったな。遅くなってごめん』

　呼吸が落ち着くまで背中を擦ってくれた。そのうちに部屋の電気がつき、涙も止まった。

『眠くない？』

　時計は二十三時を回ったところ。眠気はなく一人になる恐怖のほうが大きく、彼にまだ帰ってほしくなかった。

『ババ抜きしよう』

　負けた人が勝った人の言うことを聞くという罰ゲーム付きで、トランプをすることになった。

　勝負に勝ったのは明彦だった。

『罰ゲーム、何にしようかな』

　茶化すように言って笑顔で顔を覗き込んでくる。

　二人きりという状況に、目の前にいる人が異性だと意識した。友人の恋愛話を聞き、漫画を読んでいたので、男女が二人ですることの知識を持ち合わせていた。

　急に顔が強張り、固まってしまう彼女を見て明彦はクスクスと笑い出した。

『そうだな。いつも作ってくれる料理が美味しいから、これからも食べさせてほしい』

『そんなの、罰ゲームでもなんでもないじゃないですか』

『いいんだよ』

　優しく笑って大きな手のひらで頭を撫でられた。そのときは胸がキュンキュンしすぎて呼吸がおかしくなるかと思った。

『元気になったみたいだから、帰る』

『え？』

『俺がここに来たということは兄貴には秘密にしとけよ。何かあったと疑われたら困るからな』

　その言葉を聞いて、自発的に来てくれたのだと知った。てっきり出張中の兄にお願いされて訪問したのだと思っていた。

　そのタイミングで兄から電話がきて耳に当てると、目の前にいる明彦は人差し指を口に当てて『ここにいることは秘密にしてくれ』と言っているようだった。

　電話越しの兄は違う地域にいた。そのためネットニュースで東京が停電になっていると気づいたらしく、慌てて連絡をくれたのだ。

　話し終えると明彦が慈愛に満ちた瞳をこちらに向けていた。

　そのとき完全に、真由は心が奪われてしまったのである。

　それから明彦のことしか考えられなくなり、将来は同じ会社で働きたいと思うようになった。

　勉強に励み同じ会社に就職。入社してまだ間もない頃は、たまにランチに誘ってくれた。近くの美味しいと評判の定食屋を教えてくれたり、安くて量がたくさんある老舗の喫茶店に連れて行ってくれたり。あまり洒落ている店ではなかったが、兄と妹のような関係の二人にはちょうどよかったのかもしれない。

　憧れは胸にしまっておこうと考え始めたとき、総務部から出向という形で明彦と同じ営業部で働くことになった。

　営業職の社員の事務処理補佐が仕事であり、所属は総務部なので仕事の評価をするのはあくまでも総務部の人間だ。明彦はあまりにも素敵すぎるので、彼が直属の上司ではなくて助かったと思っている。スーツ姿の彼と二人きりで面談などを行う必要があったら、きっと頭が真っ白になり、話が入ってこないだろう。

　働き始めてまだ一ヶ月程度だが、仕事している彼の姿を間近で見ていると、好きがどんどんと膨れ上がっていく。

　どうしてこんなにも好きなのだろうと思い悩んでしまうほどだ。そして告白する勇気もないまま一緒に過ごしている。

「ただいま」

　低くてよく通る声が聞こえてきた。振り返ると、営業先から戻ってきた明彦の姿がある。

「どうでしたか？」

　近づいてくる社員らに彼はとびきりの笑顔を向けた。

「取れたぞ！」

「おめでとうございます」

　拍手と歓声が沸き上がった。

　部署内が体育会系男子の部活部屋のように盛り上がる。

　真由も立ち上がって一緒に拍手を送った。

　優秀な営業の中心にいる課長を見るといつも以上に輝いているように見えた。

「本当に課長ってかっこいいよね」

　一緒に事務の補佐をやっている先輩社員の山やま田だ遥はるかが耳打ちしてきた。彼女はいつも化粧をしっかりしていて、まつ毛が上がっている切れ長の瞳がトレードマークの美しい女性だ。

　真由は自分の感情がバレないように、曖昧な笑顔を浮かべながら頷いた。もう一度彼のほうを見ると、明彦もこちらを見てニコッと笑ってくれた。それだけで心臓が飛び出てしまいそうだ。

　明彦は大型医療機器の営業を担当しているので、売上の金額も半端ない。彼の成績によって全社員のボーナスが変わってくるという噂まである。

「今日は予算達成の祝いにみんなで飲みに行こう」

「おー！」

　男性社員が拳を突き上げて喜んでいる。

「水瀬も参加できるか？」

　仕事の延長だとはいえ、彼からの誘いを断るはずもない。

　手を上げて「行けます！」と答えようとしたところ、背が高くてモデル体型の若手社員である菅すが谷や涼りょう介すけが茶化すような視線を向けてきた。

「お兄様のお許しが出るか？」

　真由がこちらの部署に来る半年前まで、広報部に異動した兄がここで働いていたのを知る社員は、妹への溺愛も知っているのだ。デスクには妹の写真を飾り、いつも妹自慢をしていたらしい。そのせいでこうしてからかわれることがよくある。

「大丈夫です、説得します」

　顔を真っ赤にして答えると、部署内が笑いに包まれた。

　定時になり、社員らが立ち上がる。

　営業部は女性二人の事務補佐員を入れて、全員で十二名の部署である。そのうち八名が本日の飲み会に参加することになった。

　いつも使っているらしい座敷席の居酒屋。真由の歓迎会もここだった。訪れるのは二回目だが、食事はどれも美味しくてまた来たいなと思っていた。　

　遥は憧れの課長と一緒に飲みに行きたかったそうだが、先約があったため泣く泣く断った。そのせいで女性一人の参加となってしまったけれど、真由は一秒でも長く明彦と一緒に過ごしたかった。

「水瀬は、ここおいで」

　どこに座ろうか迷う真由に気がついた明彦が手招きして、自分の隣に座らせた。肩がぶつかりそうな距離に心臓がドキドキする。

　大きなジョッキが運ばれてきて乾杯をしようと持ち上げた。そのとき、明彦に手で止められ驚いて視線を向ける。

「え？」

「いや、ごめん」

　苦笑いをしながら頭をぽりぽりと掻く彼は、恥ずかしそうに口を開いた。

「女子高生だった頃のイメージがまだ抜けなくて。だからアルコールを飲ませたらいけないと思ったんだけど、もう大人になったんだよなと思って」

　大爆笑が巻き起こる。部署内のメンバーは兄と明彦が友人関係にあることも承知済みだ。

（いつまで私は子供扱いされるのかな）

「さ、飲みましょうよ、課長。乾杯の音頭をお願いします」

「本当にみんなのおかげで予算達成することができた。おめでとう！」

　グラスを突き上げて乾杯を交わす。

　飲み会が始まり和気あいあいとした雰囲気で進んでいく。真由はあんまりアルコールが強いほうではないが、大人数で楽しく飲んだり食べたりするのは大好きだ。

　料理が次々に運ばれてきて、真由は取り分けるのに大忙し。そんな彼女の様子を見た明彦が『真由ちゃんもしっかりと食べろよ』と小さな声で呟き、取り分けるのを手伝ってくれた。

　こういうふうに些細な気遣いをされると心臓に悪い。彼はすごく気がつく人だから、無意識でやっているのかもしれないけれど。

　食事とアルコールが進んでくると、明彦は営業で医師とどのように人間関係を深め契約まで結びつけたか熱く語っていた。

「初めの頃は忙しいと言ってほとんど会ってくれなかったんだ。それでも諦めないで通い続けた。話を聞いてもらえるまでかなり時間がかかったぞ」

「そうは言っても課長は人の心を掴むのが上手ですよね」

　涼介が興味深そうに話を聞いている。

「医師がどんなものが好きなのか、趣味は何かと徹底的にリサーチしたからな。心を開いてくれたらうちの商品は患者様にとってプラスになるものだと思うから、それを自信持って伝えるだけだ」

「きっと意中の女性を仕留めるのも上手なんでしょうね」

　少しだけ皮肉るように言った涼介の言葉に、明彦はビールを呷りながら頭を左右に振る。

「それが好きな人にはなかなか振り向いてもらえないんだ」

　その言葉に、真由は思わずハッと息を詰めた。片想いの相手がいると知り、残念な感情が胸を支配していく。

（きっと完璧な人なんだろうな）

　仕事柄、営業先が病院ばかりなので、相手は看護師の可能性もある。看護師といえば、患者の命を救うため日々奮闘している聡明な女性が多いイメージだ。しかもきっと明彦が選ぶ人は素敵だと予想がつく。

（私には絶対に勝ち目がない……）

　落ち込む心を押し流すようにビールを飲んだ。

「え、じゃあ、課長ってフリーなんですか？　意外だなぁ」

「悪かったな」

　少し口を尖らせているそんな表情すら可愛いと思ってしまう。いつもは男臭いのに、こういう表情を見せるところも惚れる要素だ。

　兄の彼女の里さと美みに相手を伏せて相談したとき『うかうかしていると結婚しちゃう年齢だよ』と言われたことを思い出す。

　何とか二人きりになって距離を縮めなければ、もっと手の届かないところに行ってしまうかもしれない。

　自分のことを妹のような存在としてではなく女性として意識してもらえるように持っていかなければ、大きな後悔をするかもしれない。

　今日の飲み会に参加するまでは、遠くから見つめているだけでもいい、それだけで充分だと思うようにしていたが、好きな人がいると聞いてしまったら、そわそわと落ち着かなくなった。

　きっと大好きすぎて嫉妬しているのだ。己だけの明彦になってほしいと思う、こんな汚い感情があることに自分でも驚いていた。

「ほら、ポテト好きだろ」

　明彦は黙り込んでいる真由に料理を取り分けて目の前に置いてくれる。そしてニコッと微笑んだ。

（心臓が壊れちゃいそう）

　ハンサムで仕事ができて優しいときたらモテモテになってしまうのは仕方がないこと。不釣り合いだと思いつつ、誰にも渡したくないと胸がいっぱいになる。

　もし告白をしてうまくいかなければ、同じ職場なのでかなり気まずいだろう。そう思う一方で、恋人ができるところを想像すると胸が苦しい。

　彼の心に自分が入り込む隙間は一ミリもないのか。

　隣にいるとどんどん悲しくなってくるので、紛らわせるためにアルコールを一気に流し込む。おかわりを注文すると目の前に座っている涼介がこちらを見て笑みを浮かべていた。

「水瀬さんって彼氏いるの？」

　質問され慌てて首を横に振る。

「いません」

「そうなんだ。課長、うちの会社って社内恋愛禁止じゃないですよね？」

「社内恋愛で結婚して夫婦で働いている人もいるし、禁止じゃないな」

「ラッキー。じゃあ水瀬さん、俺とデートしようよ。背が低くて大きな瞳をしている女の子がタイプなんだよね」

　そう言ってくれる涼介には申し訳ないが、軽い感じの人はタイプではない。あまり気にしないようにして笑顔で流すが、隣に座っている明彦が制する。

「水瀬は駄目だ」

「何でですか？」

「だってあの兄貴がいるんだぞ？」

　少し想像したのだろうか、何とも言えない表情を浮かべて身震いをさせている。

「あの溺愛兄貴の妹じゃ、俺には対処できないっす」

「だろ？」

　部屋の中が大爆笑に包まれた。たしかに兄の溺愛はすごい。高校生のときも男女グループで遊びに行くことがあったが、その中に何人男性がいるのかとか、門限はしっかりと守れるかなどと聞かれ、かなり厳しかった。

　結婚相手は俺が決めてやるとまで言っている。兄の存在はとてもありがたいが少し重たい。万が一明彦のことが好きだということがバレたら、絶対に反対してくるだろう。

『友人としてはいいが恋人にするとなるとモテすぎるから、真由が苦労する。俺はお前が悲しむ姿を見たくないんだ』と言ってきそうだ。

　それか逆に『あいつなら文句ない』とか大賛成する可能性もある。

　そんなことを考えながらアルコールを嗜んでいると、二時間の飲み会はあっという間に終わった。場所を移して飲み直そうという話になっていたが、そんな気分じゃない。

（明彦さんに好きだと思われている女性がすごく羨ましい。考えているだけで落ち込んできちゃう）

　輪から抜けて駅に向かって歩いた。少し飲みすぎてしまったかもしれない。火照っている頬を夜風が撫でていく。

「真由ちゃん！」

　名前を呼ばれて振り返ると、そこには明彦がいた。

「送っていく」

「明彦さん。あっ、……ごめんなさい。課長、ですよね」

「今はプライベートだと思ってくれていいよ。同じ方向だし一緒に帰ろう」

　同じ部署で働くようになっても、彼はたまに家に遊びに来る。職場では敬語、プライベートのときは下の名前で呼び合いタメ口で話す。そんな暗黙のルールが二人の間には出来上がっていた。

　ただ、今は二人きりだが職場の飲み会の帰り道なので、どちらの口調で話せばいいのかわからなくなってしまったのだ。

　周りには誰もいないので、彼に言われたようにタメ口で会話することにした。

「課のみなさんと一緒に行かなくていいの？」

「真由ちゃんを一人にしておくのは心配だから」

「ありがとう。でも、もう子供じゃないし」

　頬を膨らませると彼は笑って人差し指で突っついてきた。顔を覗き込んで穏やかな瞳を向けてくる。

「子供だなんて思っていない。とても綺麗な女性に成長したと思ってる」

　一瞬真面目な表情になって射抜くように見つめられたので、心臓が過剰に鼓動を打つ。

「き、綺麗だなんて。明彦さんは口が上手。そうやってナースさんのことも口説いているんでしょ？　あっ、もしかして、さっき言ってた好きな人も看護師さんなの？」

　皮肉めいた口調で言うと楽しそうにクスクスと笑い出す。

「もしかして、ヤキモチ焼いてくれた？」

「まさか！　そんなわけない」

　本気で怒っているのに愉快そうな表情を浮かべている。もう少し『女』として見られたい。

　ずっと想いを隠して過ごしてきたけど、このままだったら本当に彼女ができて届かないところに行ってしまう。

　勇気を出してアピールしなければ前に進めないのかもしれない。

「そんなにムッとした表情をするな。じゃあ帰ろうか」

　怖いけれど想いを伝えなければ、後悔する。しかし家に遊びに来ているときは、いつも兄がいるので告白なんかできる状態ではない。

　そう考えると今二人きりというのは絶好のチャンスなのではないか。

　歩き出した彼のコートの裾を反射的に掴んでいた。明彦は驚いてこちらを肩越しに振り返っている。

「どうかしたか？」

　次にどういう行動に移ればいいのかわからない。今まで誰とも付き合ったことがなく、恋愛の駆け引きは作られたストーリーでしか見たことがないのだ。自分が実際にその主人公になってしまい困惑する。

　黙り込んでいる様子を見て彼は心配そうに眉間に皺を寄せた。

「もしかして、飲み過ぎたか？」

「もう少し……」

　一緒にいたい。

　その一言が言えなくてもどかしい。こんな自分が告白なんてできるのだろうか。いや、まだまだ相当な勇気が必要だ。

「もう少し……飲んで帰りたい気分なの」

「でもあまりアルコールは強くないだろ？」

　適当な理由を見つけることができれば、きっと一緒に飲みに行ってくれる。小さな頭でぐるぐると考えて出した答えはこうだった。

「予算達成、私なりにすごく嬉しくて。今日はお祝いしたい」

　同じ時間を過ごしたいがための口実だが、予算達成したことに感激しているのは本音だ。あの部署で働いてまだ短いが、営業社員の頑張りを目の当たりにしてきて、わが社の商品のよさを第一線で伝えてきてくれる人たちの働きぶりに感動していた。

「よし、今日は気分もいいし、もう一軒飲みに行こう」

「ありがとう！」

「みんなと一緒じゃなくてもいいのか？」

「うん。二人のほうが気兼ねなく飲めるから」

「わかった」

　満面の笑みを浮かべると、明彦は口元をほころばせて頭を撫でてくれた。

　

「綺麗な夜景」

　感動しながら呟く。明彦は隣で穏やかに微笑んでいる。

　彼が連れてきてくれたのは、ホテルの最上階にある夜景が見えるバーだった。カウンター席に並んで座り、東京の夜景が一望できる特等席。細いグラスに入ったオレンジ色のカクテルが運ばれてくる。彼はビールを注文していた。チーズやナッツと一緒に運ばれてきたグラスをぶつけ、乾杯をする。

「いつもこんな素敵なバーで飲んでるの？　もしかして営業先の病院で知り合った素敵な女性を連れてきてるんじゃない？」

「気になる？」

「気になるよ」

「どうして？」

　好きだからなんて素直に言えない。

　答えに困りながらグラスを持って甘いお酒を喉に流し込む。話題を変えようと考えてから口を開いた。

「こうして二人で飲みに来たことってなかったよね」

「たしかに。いつも陸斗がいるから」

　先ほども結構な量を飲んでいたので、いつもよりもふわふわとしていた。自分では緊張しているだけで、あんまり酔っていないような感じがしたが、気がつかないだけで結構、酔っ払っているのかもしれない。

　こうして一緒に並んでお酒を飲むのが嬉しくて、ついつい進んでしまう。

「うちの部署には慣れたか？」

「そうだねぇ。いつもみなさん忙しそうだから、少しでも役に立てるようにと思ってるけど」

「仕事が早い社員だと評判だぞ。できれば長い間、営業課で働いてほしい」

　彼がこちらを向いて微笑むので心臓がドクンと跳ねた。

　つい先ほどまでは二人きりで過ごせる幸福感のほうが大きかったが、想い人がいるという話を思い出して黒いものが胸に広がる感覚に陥った。

「……明彦さんって、好きな人いたんだね」

「あ、え？　……うん、まあな」

　質問すると、明彦はとたんに焦りだした。ビールを飲み込んで話を逸らそうとでもしているようだ。その様子から本気で好きなのだということがわかる。

「どんな人なの？」

「……すごく可愛い。世界一」

　いつも堂々としている彼が耳を赤くして、好きな人の話をしている姿を見て嫉妬してしまう。

（どうにかして、明彦さんに振り向いてもらわなきゃ）

　話していても上の空で、彼に振り向いてもらうことばかり考える。兄の彼女が言っていた『後悔する』の言葉が、頭の中でぐるぐる回っていた。

　

「もうこんな時間だ。送っていく」

　その後も心ここにあらずで会話を交わしながらお酒を飲み進めているうちに時間が経過し、腕時計を見て明彦が呟く。

　別れの時間が来てしまったが、結局何もアピールできていない。

　真由は捨てられた子犬のような悲しそうな顔で彼を見つめた。

「そんな顔……するなって」

　温顔を浮かべながら明彦が頭を撫でる。大きな手のひらに触れられるだけでこんなにも幸せで頬が熱くなる。

　仕方がなく切なさを飲み込んで立ち上がるが、自分が思っていたよりも酔っ払っていたようだ。足元がおぼつかない。

「危ない」

　彼が倒れそうになった真由を長い腕で支え顔を近づけてくる。

（顔、近いよ。……心臓飛び出ちゃう！）

　様子を窺うための行為だとわかっている。しかし、好きな人の顔をドアップで見ると、押さえ込んでいた感情が溢れてきた。

「顔、赤いけど大丈夫か？」

「……楽しくて、つい飲み過ぎちゃった」

　満面の笑みを浮かべると慈愛に満ちた瞳を向けてくる。

　きっと彼は誰にでも寛大なのだろう。

　このまま帰ってしまえば、なかなか二人きりになるチャンスはない。そんなことを考えていると、だんだんと気分が悪くなってきた。

「顔色、悪いな……。休んでいったほうがいいかもしれない」

「そうしたい」

　深いことは考えないで返事をした。

　誘導されるままホテルのロビーのソファーに腰をかける。

　明彦は真由が座ったのを確認すると、その場を離れフロントに向かったようだった。

（少し休んだら楽になったかも。でもせっかく部屋を取ってくれているようだし、帰るのは申し訳ないな……）

　ぼんやり考えていると、明彦が戻ってくる。

「ロイヤルツインしか空いてなくて、そこ取ってきた」

「ありがとう」

「ただ、一人で宿泊するのは禁止されているみたいで」

「そうなんだ」

「……まずは部屋に行こう。早く休んだほうがいい」

　真由を立ち上がらせて、抱えるようにエレベーターへと向かう。

　先ほどまで吐き気を催していたのに、今は普通に歩けるほど回復している。

（帰れそうだけど、今日は休んいこう）

　心配そうに腰に手を回して体を支えてくれていることが幸せで、吐き気が吹っ飛んでしまった。

　三十二階でエレベーターを降りて部屋へ向かう。毛の短い絨毯が足音を吸い込むため、誰もいない通路は静まり返っていた。

　部屋の前に到着しカードキーをかざして中に入ると、短い廊下があった。そこを抜けるとかなり広いリビングがあり、窓からは東京の夜景が見下ろせる。

「わぁ！　綺麗……」

　先ほどのバーとは違う景色が広がっている。遠くにスカイツリーが見えた。 

「思ったよりも大丈夫そうだな？」

「ちょっと休んでいたら治ってきたみたい。せっかくお部屋を取ってくれたのに、ごめんね」

　申し訳ないと彼を見上げると、柔らかい表情で頭を左右に振っている。

「元気になってくれたらそれでいいんだ」

「明彦さんって、本当に優しいね」

「当たり前だろ？　真由ちゃんは陸斗の妹なんだから」

　一線を引かれているような気がして胸が痛くなる。特別な女性ではないと牽制されたようだ。切なさが胸いっぱいに広がっていく。どうしても自分のことを一人の女性として見てほしい。

　きっとこの先、こんなふうに二人きりになるチャンスなんてなかなか訪れないだろう。これは自分に与えられた絶好の機会なのだ。

　精一杯勇気を出して真由は意を決し、明彦の腕を掴んだ。彼は驚いたように目を大きく見開く。

「え？　……ど、どうした？」

　声を震わせながら真由を凝視し、やんわりと腕を解こうと身動ぎをした。

「私、もう大人になったんだよ」

「そ、そうだな」

　真由は顔を真っ赤に染めて口を開く。

「ずっと憧れていた人に子供扱いされるのは本当に悲しいの」

「ごめん、そんなつもりじゃなかったんだけど」

「じゃあ……」

　彼の腕を掴む指に力が入る。

「私のこと、抱いて」

　まさかこんなことを言われると思わなかったのか、明彦は完全にフリーズし、真由に負けないぐらい顔を赤く染めていた。

　二人の間に甘い空気が流れ始める。

　ところがそれを制するように肩を掴まれて距離を離された。

「まずは落ち着こう。体調は大丈夫か？」

「大丈夫。お願い。どうしても……今ここで抱かれたいの」

　大胆な発言をしているかもしれない。それはアルコールの力も手伝ってだろう。しかし今の彼女は本気だった。

　瞳を潤ませながら必死で明彦を見つめる。すると彼が手を伸ばし両手で頬を包み込んだ。キスをしてくれるのかもしれないと真由は期待に満ちた瞳を向けるが、そのまましばらく見つめ合うものの彼は一向に手を出してこない。

　唾をごくんと飲み込むだけでその場で固まっている。

「明彦さん？」

「俺はずっと、陸斗の妹だからと思って……くそ」

　彼女の耳にその呟きは届いておらず、何を言ったのだろうと真由は小首を傾げた。

　この場で絶対に抱いてもらわなければ一生後悔する気がして、焦りの感情が沸き上がってくる。

「……真由ちゃん」

　とても葛藤しているようだ。それは大事な友人の妹だから安易に手を出せないということか。苦しめているのはわかるが、こちらも諦めるわけにはいかない。

「明彦さん、お願い」

　自分ができる精一杯の色っぽい声を出しておねだりして、真剣な目で見つめる。

「そんな目で見つめても駄目だ」

「お願い、明彦さんとしたい」

　その言葉に彼の中の何かが切れたのか、表情が少し変わった。

「キスだけだぞ。キスしたら眠ること！」

　真由は特に返事をせずに、まずはキスと思い静かに目を閉じた。

　顔がゆっくりと近づいてきて唇が重なる。少し触れるだけのキス。

　実は初めてのキスであり、喜びと恥ずかしさで頭の中が沸騰してしまいそうになる。触れた唇がじんじんと熱くなるような感触がした。

　幸福感が大きくて、このまま永遠に時間が続けばいいとさえ思った。

　ところがすぐに離れようとしたので、慌てて彼に手を回した。多少バランスを崩した彼の唇とさらに強く重なり合う形になってしまう。

　明彦は観念したように口の中に舌を入れこんでくる。先ほどまで飲んでいたアルコールの味がした。

　肉厚な舌が絡まり、歯の形をたしかめるように舐められ、頬の内側や上顎を刺激してきた。舌の根本をしごかれ、濡れた音が静かな部屋に響く。

　明彦とキスするシーンを密かに想像していた。今、その夢が叶い、好きな人とキスをしているのだと思うと感動で胸が震えた。

　恋愛小説や漫画で読んだことのあるシーンだが、リアルでするキスの感触は思い描いていたものとまったく違う。想像よりも甘美で体が蕩けていきそうだ。

　角度を変えて唇に吸いつくようなキスをしたり、口の中をまんべんなく舐められたり、夢中になって口づけをしていた二人の呼吸がだんだんと速くなっていく。

　このままキスに溺れていくのかもしれない。

　体が熱くなりしっとりと汗をかき始めた頃、彼は我に返ったように真由から離れた。

「キスだけ……だから。はい、もう終わり。寝るぞ」

「そんなの嫌。やめないで……。体が熱くなって、なんか変なの。明彦さん、収めてよ……」

　目尻に涙を浮かべながら見つめると、困ったように頭をぽりぽりと掻いている。そして体を回転させられ、長い腕で後ろから抱きしめられた。

「そんなに誘惑して。いつから悪い子になったんだ」

　ため息混じりの声が色気を含んでいた。首元に顔を埋めて困ったような声を出される。

「本当に後悔しないか？」

「しないよ」

　肩越しに振り向いた真由は真剣な瞳を向けた。

　何年も片想いをしていて、願っていた状況なのだ。

　真由を妹のような存在としか思えないかもしれないが、それでもいい。まずは真由が女性だという意識を持ってほしかった。

　答えを聞いた明彦は頷いた。サラサラのセミロングの髪の毛を耳にかけられ、真っ赤に染まっている耳たぶに柔らかく唇を押し当ててきた。

「なるべく優しくする」

　甘いセリフが耳に流れ込み、息が詰まった。耳の輪郭を這うようにゆっくりと舌で嬲る。

「んっ……」

　くすぐったくて思わず甘い声が漏れた。

「耳弱いのか？」

「……たぶん。初めてだからわかんない」

「初体験が俺で本当にいいのかよ」

「明彦さんじゃなきゃ、嫌」

　自分でも驚いてしまうほど甘えるような声が出た。後ろにいる彼の息を呑むような気配が伝わる。

　首筋に唇が降りてきてチュッチュと小さなリップ音を立てながら吸いつかれ、体のラインをたしかめるように手のひらで優しく全身を擦ってくる。

「んっ……」

　その手が遠慮がちに真由の胸の膨らみにたどり着いた。様子を窺うようにしながら、五本の指で力を込めて揉み上げてくる。

　どういう反応をしていいのかわからない。ふわふわとして体温が上昇する。

　彼の手が後ろからカーディガンのボタンを外していく。その指先がとても淫らに見えてしまい妙な興奮を覚えた。

　中に着ているのはノースリーブのワンピースだ。カーディガンが脱がされると、肩が露わになって肌が空気にさらされる。

　明彦とは兄も含めて一緒に海に行ったことがあるので、水着姿を見せたことはあるが、このような状況で肌を露出するのは恥ずかしい。

　彼はワンピースの上から双丘を包み込むように触れてきた。

「怖くないか？」

「ちょっと緊張するけど……嬉しいよ」

　照れながら素直に伝えると、胸を揉みしだく力が若干強くなった。

　彼は肩に唇を押しつけると、肌の感触をたしかめるように唇を滑らせてきた。

「真由ちゃんってすごく肌が綺麗だな。スベスベしてる」

「……っ、ありがとう」

　性感帯を触れられているわけではないのに、大好きな人に腕をくすぐられると体が熱くなるのだと初めて知った。

　肩に口づけをしながら首の後ろのホックに指が掛けられる。これ以上脱ぐのは恥ずかしかったが、どうしても大好きな人を繋ぎ止めたくて抵抗することはなかった。

　ファスナーが下ろされると、ワンピースは素肌を滑り、下に落ちた。ブラジャーとショーツ、ストッキングにヒールだけの格好になった。こんなことになるなんて想像もしていなかったから、使いやすくて気に入っている桃色の下着セットを身に着けていた。レースとリボンがついており、明彦に見られてもぎりぎりセーフかなと思う。

「俺も脱ぐ」

　彼は真由の後ろに回って脱ぎ始めた。羞恥心に襲われて振り返えれず、胸の前で不安げに自分の手を握って小さくなっていることしかできなかった。

（自分から抱いてとお願いしておいて怖気づくなんて……。子供だと思われちゃうかも）

　後ろからスーツのジャケットを脱ぐ音がした。いよいよ、二人とも裸になってことが進んでいくのだと考えると心臓が激しく動き出す。

　願っていたことなのに、初体験の真由には覚悟が必要だった。

　ネクタイを外す音が聞こえ真由がそちらを見ると、近くにあったソファーの背もたれに外したそれがかけられた。続いてワイシャツも脱いでいるようだ。その動きは真由の火照りが消える時間すら与えないくらい素早い。あっという間に上半身裸になり、背後からもう一度抱きしめられた。

　肌と肌が重なり、先ほどよりも二人の距離が一気に縮まったような気がする。

（男の人の肌ってこんなふうに固いんだ……）

　そんなことを考えながら立っていると、両方の手首を頭上に持っていかれ彼の手で固定される。

「な、何？」

　抵抗ができなくなってしまった真由に、うっとりとしたような口調で話しかけてくる。

「とても綺麗な体のラインをしている。触れてしまうのがもったいないぐらいだ。このまま眺めていたい」

　背後からじっくりと視線を向けられているのだと思うと、体の内側から羞恥心と一緒に快楽が湧き上がってくる。

　手首を掴まれて立たされただけなのに感じてしまうなんて、自分は変態なのかもしれない。

　ブラジャーの上に手のひらが添えられて、包み込まれた。大きな手だがそれでもはみ出てしまうほど胸は成長している。

　すぐに固定していた手から解放された。

　後ろから抱きしめていた手が徐々に胸に移動する。両方の胸が同時に円を描くように動かされる。

　節くれ立った男の指だが、意外にも繊細に胸を揉んでくる。まるで壊れ物を触るかのようだ。想像ではもっと荒々しく触られるのかと思っていたが予想外だった。

　体の力が抜けて頬が赤くなり、いつしか呼吸が荒くなっていた。

　初めての経験だったのでわからなかったが、きっとこれは感じてしまっているのだろう。

　揉まれている胸に意識を取られているうちに、ブラジャーのホックに手をかけられ、外されていた。

　慣れている手つきに、今までも他の女性とこういうことをしてきたのだろうかと頭の片隅で考える。知らない女性と体を重ねているところを想像し憎悪に胸が支配される。見えない相手に嫉妬して泣きそうになったとき、露わになった胸の膨らみを両方の手のひらで包んできた。

　ダイレクトに触れられる感触に全身が粟立つ。揉まれた胸に男の指が埋まる光景は、あまりにも淫らで目を背けたくなった。

　明彦が胸を揉みながら耳たぶにキスをする。

「ひゃっ……ん」

　耳の輪郭に沿って舌が艶かしく動く。胸と同時に与えられる刺激に体が溶けそうになった。

「んっ……ん、……あぁぁっ」

　人差し指で乳輪を優しく撫でられていると、段々と胸の先の色が濃くなっていく。先端にはまだ触れていないのに、何かに期待して芯を持ち始めた蕾が硬く立ち上がる。

「……あぁぁっ……うっ」

　人差し指でそれを弾かれると、水を得た魚のように体がビクンと跳ねた。その反応が面白いのか、彼はクスクスと笑っている。

「真由ちゃんは本当に敏感な体だ。とても可愛い」

　可愛いと褒められて気分が高揚し、頬がさらに真っ赤に染まっていく。

　ふと視線を動かすとガラス越しに二人の姿が映っていた。上半身裸の彼に触れられている様子を見て、好きな人に抱かれているのだと実感した。

「夢みたい」

　つい呟くと彼は不思議そうな声で尋ねてくる。

「これは現実なんだけど？　もしかして酔っぱらってる？　後で記憶がないとか言わないでくれよ」

　楽しそうに笑って胸の先端を人差し指の腹で執拗に責めてくる。そのたびに疼痛が走り甘い声を漏らす。

「あっ……あっ」

　あまりにも喘いでしまうので羞恥心に襲われてしまう。

「もっと強くしてもいい？」

「え？」

　力なく返事をすると責められていたそこが指で挟まれた。甘美な刺激に真由は唇を噛み締める。

「んんっ」

　立っているのが辛くなってきて倒れそうになり、窓の枠に手をついた。

　体を支えることで必死になっている真由の背中に唇を押し当ててくる。

「はっ、……ぁっ……んっ」

　ゾクゾクと這い上がってくる感覚に打ち震えていた。

　手をついたことで尻を突き出すような格好になったことに真由は気がついていない。丸みに沿ってストッキング越しに撫でられ慌てて腰を引っ込める。

「ストッキングの上から撫でられると、気持ちがいいと聞いたことがあるんだけど、本当にそうなのか？」

　たしかめるようにヒップラインから太もも、膝裏まで擦ってくる。薄っぺらな布越しに触られる感覚は、表現が難しいが、くすぐったくて体の力が抜けていく。ピクピクと体を動かしていると、彼は答えを聞いていないのに納得したようだ。

「なるほどね……。いい反応する」

　しゃがんでいた彼が立ち上がる。

「ベッド行こう」

　手を差し出されたので、思わず乗せてしまった。

　ゆっくりゆっくりと歩いていくこの時間ですら官能的だった。

　ベッドに腰をかけると、片膝をついてヒールを脱がしてくれる。まるで王子に足を差し出している姫のようだ。

　自分の思考はなんて乙女チックなのだろうと呆れてしまう。しかしそれは仕方がないことだ。

　王子を連想させるほど明彦の容姿が優れているから。

　喉仏や美しい鎖骨、逞しい上腕二頭筋、胸の筋肉、割れた腹筋。スーツを脱ぐと彼のスタイルのよさがかなり際立っている。

　体が大きくて鍛えられていると思ったが、裸になった姿を見るとそれがさらによくわかった。

　そっと押し倒されてベッドに寝かされる。ロイヤルツインのベッドはふかふかで体がよく沈む。

　組み敷いてきた彼の肩越しに天井が見えた。鼓動が耳の奥で鳴り響いている。自分から誘っておいて緊張しているからだろう。

　明彦が微笑みかけて、背中に手を回して抱き締めてくれた。ちょうど彼の胸の辺りに顔がくっつく形になり、心臓の鼓動が聞こえてくる。

（私だけじゃなくて、明彦さんもドキドキしてくれているみたい）

　落ち着く。ウットリとその音を聞いているとキスをしてくれた。

　口づけを交わしながらも胸への刺激は止まらない。丸みを帯びている下乳を持ち上げるように手で動かす。

「気持ちいいなら我慢しなくていいぞ。このホテル壁がしっかりしてるから、他には聞こえないさ」

　蕾がつままれ、根元から先端に向かってしごかれると体が勝手に動いてしまう。

「んっ……ぁ……はっ……んんっ……」

　明彦は、甲高い声で可愛らしく喘ぐ真由を見て嬉しそうにしている。

　愛おしそうにキスをされ、彼の唇が鎖骨へと下がっていき、そのまま胸の膨らみに到達した。

　舌を大きく使ってそこを舐め始める。ザラザラとした肉厚の舌の感触がなんとも言えない。触れられるたびに体がピクピクと動き、胸が揺れる。

「……ぁ……あっ」

　焦らすようにゆっくりと揉まれ、蕾が硬くなっていく。舌で絡め取ってほしいと願ってしまう自分の淫らな心を戒めた。

　自己主張している胸の先端に、視線を感じて羞恥心に襲われる。

「ここも舐めてほしい？」

「……そんなこと、言えないよ」

　恥ずかしくて素直になれずにいると、彼は口元に弧を描いて笑みを浮かべた。そして真っ赤な舌先が伸びてくる。

　これから何をされるのか予想がついて、卑猥な行為を目にするのだと思うと、逃げ出したくなる。

　つい先日までは、片想いの相手と親密な関係になるなんて想像もしていなかった。

「真由ちゃん、本当に可愛い」

「可愛くなんか……いやぁんっ」

　先ほどまで散々焦らされていたのに、突然しゃぶりついてきた。彼の口の中に含まれた胸の先端が舌によって上下左右に動かされ、刺激を与えられる。

「あっ……んっ……ぁっ……んんっ、ぁ……」

　唾液で光る乳頭がより一層硬さを増していく。

　右の胸を舌で嬲り、左の先端は人差し指と親指でつまむ。

　同時に与えられる刺激に頭の中が靄がかってきた。

　今にもとろけてしまいそうな瞳を向けると、明彦も会社では見せないセクシーな目つきをしていた。

（この表情を自分以外の誰にも見せないでほしい。独り占めしたい）

　明彦は胸を充分に可愛がりキスマークをつけられると、唇がだんだんと降りていった。腹の上にも丁寧に口づけていく。

「んっ……あっ……」

　ストッキングが脱がされ、体を隠しているのは小さなショーツのみになり心細い。

　明彦は真由の片足を持ち上げて太もも、膝、ふくらはぎ、つま先と愛撫した。

「汚いよ、そんなところ」

「真由ちゃんに汚いところなんてない」

　歯の浮くようなセリフを言われてふわふわとする。

（夢を見ているみたい）

　彼が真由から一瞬離れると、カチャカチャと金属音がした。スラックスを脱いだようだ。

　再び近づいてきた明彦に足を大きく開かれる。足の間から彼の顔が見えて心臓が飛び出そうになった。

「こんな格好するなんて、恥ずかしい」

「俺しか見てないんだから恥ずかしがることない。汚れてしまうから脱がせるぞ。腰浮かせて」

　言葉とは裏腹に素直に従ってしまい、ついに産まれたままの姿になった。

　真由の上に移動した明彦がじっと見つめてくる。

　心許なくてどうしていいかわからず瞳が潤んできた。そんな様子を見て彼は楽しそうに笑う。

「無理しなくてもいいんだぞ？」

　こんな中途半端なところで終わってしまえば、それこそ一生後悔してしまうだろう。慌てて首を横に振った。

「無理なんかしてないよ」

「そっか。それならいい」

　穏やかに笑うと明彦はボクサーパンツ一枚になった。鍛えられた体躯がダウンライトに照らされて男の魅力を増している。ずっと素敵だと憧れていたがさらに惚れ直してしまう。

　ウットリと見つめていると添い寝される。抱きしめられるような形になり唇を奪われた。口内に入ってくる舌がいろいろなところを刺激してくる。

（キスって……気持ちがいいんだ……）

　さきほどまで呼吸する余裕がなかったけど、だんだんと快楽を感じる余裕が出てきた。

　ディープキスを繰り返しながら、真由の太腿が彼の脚に挟まれて固定される。閉じようとしても大きく足を開いている格好のまま動かせない。

　彼の手が体中を行ったり来たりし、そのうちに内腿に触れた。普段人に触られることがない場所に到達し、敏感に反応してしまう。

「んんんっ……！」

　唇を塞がれているので言葉を発することができない。

　肌の感触を楽しむような手つきに体が小刻みに震える。

　男の手が繊毛を撫でた。まるで子猫を愛でるような手つきだ。

　蠱惑的な手の感触。もっと進んでほしいような、このまま終わってほしいような、経験したことがない感情に陥る。

　足を閉じようとしても動かすことができない。

　唇が離れると、額同士をくっつけて至近距離で見つめ合う。

（好きな人が自分のことだけ見てくれて……とろけちゃいそう）

　チュッと小さなリップ音を立ててキスをしてから、繊毛をクルクルと弄んでいた指が真っ赤に染まっている花びらを優しく撫で上げた。表面を擦られているだけなのに粘着質な液体が男の手を濡らしていく。

　唇が胸の先端に吸いつき、秘部に甘美な刺激を与えてくる。性感帯を同時に刺激され余裕がなくなってきた。

「あっ……明彦さん、んっ……あぁっ……ふっぁあっ」

「本当にいい反応するな？　もっとよくしてやるから」

　今でも物凄い快楽に浸っているというのに、これ以上されたらどうなってしまうのだろう。

　男の指が花びらを開き、花芯を探り当てた。指の腹で上下に擦られると痛みにも似た快感が襲ってきた。

「ひゃう、ああっ……っ」

　あまりにも強い刺激だったので大きな声が出た。

　敏感な部分を執拗に弄られると、どんどんと蜜が溢れてきた。大人の女性向けの官能小説を読んでおり知識は持ち合わせていたので、これが感じたときに出てくる蜜だということはわかっていた。

　しかし、こんなにも濡れるものなのか。異常に洪水を起こしているのかもしれない。

　初めてなのに淫乱だと思われるのは恥ずかしくて、足を閉じたいけれど、しっかりと明彦の足で固定されている。

　真由が羞恥心に襲われていることに気がついたのか、彼はわざと音を立てるようにして蜜口を叩いてくる。

　ピチャピチャ。

　音が耳に届き、穴があったら隠れてしまいたくなった。

「こんなに濡れて……。気持ちいいか？」

「うん……すごい。想像していたよりもずっと、いい……っ」

　感情を隠すことが不可能になってくるほど、彼の指に翻弄されていた。添い寝していた明彦が起き上がって体を移動させる。

「喜んでもらえて光栄だ。じゃあ、これはどう？」

　いたずらっ子のような笑みを浮かべている。いつも余裕たっぷりの大人の男という雰囲気を醸し出しているのに、たまに見せるこういう表情に胸がときめいてしまう。

　きゅんと胸を高鳴らせていると、彼は真由の大切なところに顔を近づけてきた。何をされるのか予想がつき瞳を思いっきり閉じる。

　真由は淫靡な光景を見ていられず困惑していた。これが自分に起きていることだと信じられない。

　期待と興奮が高まっていく。ところが彼は焦らすように内腿に唇を這わせてきた。

「ここにも……つけておくか」

　小さな声で呟いて少し強めに吸いついてくる。鬱血して赤い花びらが内腿に咲いていく。キスマークをつけられたのだ。さきほどから、体のいたるところが吸い付かれている気がする。

　きわどい場所に唇を寄せられ、とき折鼻先が花芯にぶつかる。その小さな刺激ですら過剰反応するほど体が溶かされていた。

（敏感なところをもっと強く刺激してほしい）

　脳内が桃色に染まっていき、普段の自分では考えられないような思考に陥っていく。思ったところに触れてくれず、待ちきれなくなった真由は自然と腰を動かしてしまった。そんな彼女の反応を見て彼は楽しそうに笑っている。

「真由ちゃん、すごくエッチだね。腰が動いている。そしてここからいい匂いがする」

　少し変態チックなことを言われているような気がしたけれど、そんな言葉にも体は反応してしまう。

　すべてをさらけ出したい。大好きな人にすべてを見てもらいたい。

　花びらを開いて舌が縦に動いた。秘裂に沿ってねっとりと、そしてゆっくりと秘所全体を舐め上げてくる。

「あぁ……っ、あっ……んんんっ、明彦さん、濡れてる……、私の大切なところが、溶けちゃうっ……」

　どうしていいのかわからなくなり、素直に言葉を発するが、彼はやめてくれる気配がない。

　逃げようとする真由の腰を明彦がしっかりと掴む。隠れている花芯が自己主張するかのように大きく膨れ上がり、さらに敏感になっていた。

　舌で刺激されると涙が出てしまいそうになる。

「うっ……あぁぁぁあ、あんっ、あぁぁ、そこぉ、駄目……ぇ！」

　飴玉を転がすかのように美味しそうに舐めて、足の間から上目遣いでこちらを見つめられる。その視線があまりにも色気があり心臓が壊れてしまいそうだ。

　溢れる蜜をジュルジュルと音を立てて吸い立てる。空気と合わさり、また違った刺激に翻弄される。

　蜜口に肉厚の舌が入り込んできて、抜いたり挿したりを繰り返される。

「あっ、もう、変になっちゃうっ、んんんっ」

　体中に熱が溜まって弾けそうになったところで、彼は秘所から口を離した。

　中途半端なところで止められてしまい、消化不良。動揺しながら見つめると彼は濡れた唇を舌舐めずりしている。

「かなり柔らかくなったみたいだ。指を挿れてみてもいい？」

　まだ終わったわけじゃないとわかり安心して頷いた。

　足を大きく広げられて、明彦の中指がゆっくりと入り込んでくる。初めて体の中に侵入してくる自分以外のモノに違和感を覚えた。眉間に皺を刻むと心配そうに顔を覗き込んできた。

「大丈夫か？　充分に濡れてるから痛くないはずだけど」

「ちょっと、何と言うか……でもやめないで」 

　懇願するようにお願いすると、緩慢な動きで指を動かす。そのたびに濡れた音が響き、甘酸っぱい香りが部屋中に広がっていた。

　じれったくなるほどの速度で指を奥まで挿れ、蜜をかき出すようだ。

　決して激しくない。

　採掘を楽しむかのように自分の中で男の指が動いている。細く狭い隘路が、少しずつ広げられていく。

「こりゃ狭いな……」

　明彦が独りごちたが、真由の耳には届いていない。

　出し挿れする速度を少しずつ上げていく。いつしか違和感は消えていて、刺激が心地よくなっていた。

　明彦の指を逃さないように媚肉が締めつける。

「……ぁっ、んんっ、あぁ……っ」

「よくなってきた？　真由ちゃん色っぽくて綺麗だぞ」

　好きな人から褒められると、感度が上がってしまう。返事する余裕すらなくなり、甘い声を出していた。

　内側を丁寧に柔らかくほぐしつつ、淫芽への刺激も忘れない。内側と外側の両方を刺激され、理性を保っているのはもう不可能だ。

「真由ちゃん、中がうねってきた。もしかして、イッちゃいそうか？」

「わかんない、あんっ…、はぁ……あぁぁっ」

　壊れてしまわぬように、激しく動かされているわけでもなく、快楽ポイントを的確に弄られていると言ったほうが正しいかもしれない。

　体が大きく食欲が旺盛でいつも豪快な雰囲気の人なのに、すごく繊細で優しいところがある。明彦のセックスは性格を表しているようだった。

　全身の血液が沸騰して体が熱い。一人で体を慰めることもしていなかった真由は、達した経験はないが、その『時』が近づいているということがわかった。

　明彦の指を自分の意識とは別に締めつけていく。指の形がはっきりわかるほど力が入り、つま先がピンと張る。

「あっ、どうしよう、どうしたらいいの？　……はぁんっ、すごい、熱い……の、はぁぁん」

　不安になり彼の腕を掴んだ。筋肉質の腕にいつまでも触れていたいと思う。

　額に薄っすらと汗を浮かべながら、今にも泣き出してしまいそうな真由に、彼は興奮した眼差しを向けてくる。

　好きな人の視線を独り占めできているのだと思うと、嬉しさがこみ上げてきた。

　目の前の彼は髪の毛が少し乱れて前髪が目にかかっている。その姿すら男らしくて胸がドキドキして、どうしようもなくなる。

（明彦さんのことが大好き。他の女性になんか取られたくない）

「明彦さん、んっ……あ、あき、ひこ……さん、あぁあああっ」

　余裕がなくなってくる真由を見て、明彦はとどめとでも言うように動きを加速させた。

　激しくされても痛みはない。飛沫が上がるほど濡れていて、それが潤滑油となって指が滑っていく。

「こわい、あ、あぁぁんっ、変になっちゃうっ……あぁっ！」

　一瞬呼吸が止まり、目の前がチカチカ光った。

　腰が勢いよく跳ね上がり、息を呑む。

「はぁっ！」

　意識が戻ってくるとものすごい快楽に襲われる。

　呼吸が落ち着いてきて冷静になると、彼の腕に真由の爪が食い込んでいた。

「ご、ごめんなさいっ……」

「それだけ夢中だったってことだろ？」

　温かい瞳で見つめられると胸の奥がキュンと痛くなる。

「イケたな。真由ちゃんが可愛くてたまらない」

　近づいてきた明彦が長い腕で思いっきり強く抱きしめてくれる。

　腕枕しながら愛おしそうに髪の毛を撫でてくれた。愛する人に大切にされているような感覚に陥り、とろけてしまいそうになる。

　真由は弛緩した頭でぼんやりと考えていた。ここで明彦に処女を捧げたい。

　好きな人と一つになることが密かな夢だったのだ。本当であれば相思相愛になって、こういうことをしたかったけれど、想い人がいると聞いてしまった。

（私と明彦さんはきっと……両想いになる日は来ない。それなら、自分を好きじゃなくても、忘れられない記憶として刻みつけてほしい）

　初めては激痛だと聞いたことがあり怖いが、自分の覚悟は決まっている。

　緊張と期待が入り混じる中、彼の次の行動を待っていた。しかし、それ以上進もうとはしない。

（……え？　どういうこと？　私の体を見ても反応しないとか……？）

　ずっと妹のように接してきたから、突然女として見てほしいと願ってもそれは無理なことなのかもしれない。

　一緒にベッドに入ればそういう関係になれると思っていた、自分の考えが安易だったのだろうか。切なさが胸にいっぱいに広がる。やっぱり好きじゃない女性とはこういうことはできないのだ。

　せっかく腕枕をしてもらっているが、念の為起き上がって彼の下半身を確認する。ボクサーパンツの中身は盛り上がっているように見える。

　なぜ手を出してこないのだろうか。思わず穴が開くほど見つめてしまった。

「あんまり見ないでくれ」

　恥ずかしそうにして彼は起き上がり、あぐらをかいて隠すようにそこに枕を置いた。

「……最後までしてもいいんだよ？　むしろしてほしい！」

「真由ちゃん、俺をいじめないでくれ」

「いじめてなんかいないよ。本当に、抱いてほしいだけなの」

　膝で立ち上がって彼の首に抱きついた。すると、迷いながらも真由の背中に手を回してくれる。

「すごく気持ちよかったの。だから、明彦さんにもよくなってほしい」

　恥を忍んで精一杯甘い声で誘惑してみるが、明彦に抱きついている腕を解かれてしまった。

「俺もそうしたいけど。残念ながら……ほら、ゴムがない」

　その言葉を聞いてハッとする。避妊具を持っていないということだ。

「真由ちゃんのこと、大事にしたいから」

　明彦は大事に思っているからこそ手を出してこなかったのだ。避妊具というモノが頭になかったことを心から反省する。

「……明彦さん、ごめんね。何も考えずに誘ってしまって」

　もう一度抱きつくと、勢いに倒されて二人はベッドに横になった。明彦の胸にしっかりとしがみつき彼の体温を感じる。

　彼の温もりや鼓動に安心感を覚え、次第にうとうとしてきた。

「でも俺は、ちゃんと覚悟を持ってここまでしたつもりだ。……陸斗の妹に手を出すなんて相当大変なことをしてしまっただろ？　絶対に大切にする……って、え？　真由ちゃん？」

　初めての絶頂を体験したことと、アルコールの力も手伝って、真由は眠りの世界に落ちてしまった。

　そんな彼女を優しく抱きしめて、明彦は額にキスをした。しっかりとパジャマを着せて布団をかけて寝かせる。

　安心して眠っている表情を明彦はニンマリとしながらしばらくの間見つめているのであった。

　

　

　翌朝、目が覚めた真由は頭痛を覚えて顔をしかめた。

　昨日は予算達成した祝いで飲みに行き、アルコールはあまり得意ではないが相当な量を飲んだ。幸い今日は休みだからゆっくり眠っていても大丈夫だ。

「……!?」

　安心して目を閉じたそのとき、背中で何か動いたような気がする。

（後ろに誰かがいる？　え？　どういう状態になってるの？）

　後ろにいる人は寝返りを打ち真由を抱きしめるような格好になった。間違いなく男の手だ。

　心臓が壊れてしまいそうなほどドキッとする。自分は誰と一緒にベッドで眠っていたのだろう。

　昨夜の出来事を思い出そうとしながらも、冷静になることに意識を集中させる。

（そうだ。明彦さんと飲み会の帰り、バーで二人きりで飲んだんだった。……それでこの部屋に来て……そして、どうなったんだっけ……）

「……どうしよう」

　それからのことが思い出せず、思わず心の声が漏れてしまった。

「起きたの？」

　後ろから話しかけられて体がビクンと跳ねる。あまりにも恥ずかしすぎて頷くだけで精一杯。

　緊張しながら体を回転させると、素肌がむき出しの明彦がいた。頭が混乱してしまう。大人の男女がベッドに一緒にいるということは、何もなかったわけがない。全身に流れている血液が沸騰しドクンドクンとこめかみの辺りで鼓動を感じた。

　動揺しすぎて落ち着かない。一方で目の前にいる彼は余裕たっぷりな笑みを浮かべている。

　少し髭が伸びているけれど爽やかだ。寝起きなのに色気がたっぷりで、かっこいいなんてズルすぎる。

「休みなんだから、ゆっくりしたらどうだ？」

「……っ」

「これから予定あるのか？」

「あ……いや、家のこと……いろいろしなきゃいけないから」

「そっか」

　なぜか少し残念そうな声を出された。

　二人でベッドにいつまでもいることに耐えられなくなり、抜け出そうとすると抱きしめられる。心臓が止まりそうなほどドキッとして、体が硬直する。

（キュンキュンしすぎて気絶しちゃいそう）

「もう行っちゃうのか？」

「……う、うん」

　仕方がないというように解放してくれた。ベッドから出た真由はしっかりとパジャマを着ていたことに安堵する。

（酔っ払って眠っちゃっただけだよね。きっと何もなかった！　あ、でも着替えさせてくれたのは明彦さんかな……。裸を見られちゃったのはちょっと恥ずかしい）

　まずは着替えてここから出て頭を冷やそうと思ったときだった。

「真由ちゃん、可愛すぎてやばかったなぁ。声も表情も……」

「……え？」

　男の言葉で、ぼやけていた昨日の出来事を部分的に思い出す。

　明彦に好きな人がいると聞いて嫉妬し、女として見てほしくて、酔っ払った勢いで自分から迫った。

　顔が真っ赤に染まる。

　抱いてほしいとお願いはしたが、付き合ってほしいと言った記憶はない。大事な告白を飛び越えて、なぜか抱かれることを懇願してしまった。

（うわぁ、なんという大失敗なのっ。……で、どこまでしたんだろう？）

　熱くなった両頬を自らの手で押さえながら、おそるおそる彼を見た。

　明彦は何かを思い出しているように笑っている。嬉しそうにこちらに視線を移すので、慌てて目をそらした。

　快楽に包まれていた記憶があるが、バージンを捧げたのか大事なところを覚えていない。

　大好きな人に捧げたい想いが強かったから、途中で止めないでとお願いした確率は高いが、記憶が抜けている。

　ちゃんと告白をしていないのに抱いてほしいとお願いするなんて、軽い女だと思われたかもしれない。

　何も覚えていないと言って、酒癖が悪いと思われてしまうのも悲しい。

　ハンガーにかけてある服を手に取った。これは自分でかけたのではなくてきっと彼がやってくれたのだろう。

「あのさ……」

　明彦が何か言おうとしたとき、真由のスマホのバイブが震えた。ローテーブルに置いてあるスマホを手に持って液晶を確認すると、着信は兄からだとわかった。

　慌てて通話ボタンを押して、明彦に向かって人差し指で『シー』と合図を送った。

「もしもし」

『真由！　お前一体どこにいるんだ。無断で朝帰りなんていい根性じゃないか？　どこの男と一緒にいるんだ？』

「違うの。酔っぱらっちゃって帰るのが大変だったから……ホテルに泊まったの」

『じゃあ俺が迎えにいく』

「大丈夫だよ。これから帰るから」

　通話終了ボタンを押して、慌ててバスルームへと逃げ込んだ。

　冷静になろうと深呼吸をしながらパジャマを脱ぐ。鏡に映し出された姿を見て驚愕した。

　体中にキスマークの花が咲いているのだ。夢を見ていたわけではなく現実にあったことなのだと思い知らされた。

　慌てていても仕方がない。まずはゆっくり考えるためにここを出て、家に帰ろう。

　着替えを済ませて戻ってくると、明彦がソファーの上でぼんやりとこちらを見ている。

「陸斗、怒ってた？」

「あまりお泊りすることがないから心配してるみたい。一緒に泊まったっていうことは絶対に秘密にしてね」

　一緒にいたと言えば明彦の命が危ないかもしれない。というのは大袈裟だが、面倒なことに巻き込んでしまう気がして必死で止めた。

「先に帰る……ね」

　財布からお札を出そうとすると制止される。

「じゃあ近くまで送っていく」

「大丈夫。ゆっくりしていって。じゃあ」

　まずは早く家に帰らなければと思って急いでホテルを出た。

　

　あれから家に帰ると兄は心配そうに根掘り葉掘り聞いてきたが、一人でホテルに泊まったということで押し通した。

　土日に明彦からメールが届いたが、当たり障りのない返事をしただけ。

　真由は明彦に好きな人がいるのに迫ってしまったことに対して、後悔の念を抱いていた。きっと迷惑だっただろう。しかも最後までしてしまったのかどうか、そこだけがどうしても思い出せなかった。
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　土日を浮かない気分で過ごし今日は出勤日を迎えてしまった。

　明彦とどんな顔をして会えばいいのだろうか。緊張しながら会社へと向かった。

　オフィスに入り事務所に行くと、すでに彼は席で仕事をしていた。少し離れた場所にいるが、こちらを向いた彼と目が合ったことがわかった。気のせいかもしれないけれど微笑まれたような感じがする。

　朝から頬が火照るのを感じながら自分の席に腰をかけた。

　会社に来るだけで激しく鼓動を打っていたら身が持たない。パソコンを起動して準備をし終えると朝礼になった。

「今月の予算は達成したが、後半も気合を入れて頑張っていこう」

　課長として挨拶をしている明彦の姿もまた素敵だ。自分の中でどんどん好きという気持ちが大きくなっていく。

　あの夜から明彦に対する愛情が深くなっている。このまま何の進展もなく関係を続けていても、うまくいかないと悟っているはずなのに、彼にもっと触れたくて、近くにいさせてほしいと願う自分がいた。

　朝礼が終わり、涼介が近づいてくる。

「水瀬さん、この書類の整理をお願いしたいんだけど、いいかな？」

「わかりました」

「俺は君のお兄さんが水瀬さんでも諦められないかも」

　真由にしか聞こえないように小声で言って、自分の席に戻っていく。飲み会でタイプだとか言われたことを思い出した。どこまで本気で言っているのか。

　明彦が『あの兄貴がいるんだぞ』と言っていたが、そういう部分でも自分は恋愛対象外なのだろうか。明彦の存在を今まで以上に意識してしまうが、仕事中だから気を引き締めよう。

　仕事をしていれば自分のやることに意識が集中し、日常に戻れるだろうから心配はない。

　大人だからなかったことにすればいい。今まで通り遠くからこっそりと見つめて、片想いを続けよう。

「シュレッダーしてきます」

　書類を抱えてシュレッダーに向かった。紙を機械へいれると、途中まで順調に進んでいたがなぜか詰まってしまう。しゃがんで機械を確認し、中に詰まっていた紙を取り除いたら直ったので胸を撫で下ろした。

　続いてデータ入力をし、プリントアウトした。ファイリングしてロッカーに入れにいく。

　扉を開いて上の棚に収納しようとするが少々高い。つま先で立ち上がって手を伸ばしていると、後ろから伸びてきた手が軽々と目的の場所に入れてくれた。

「ありがとうございました」

　親切な人がいて助かったと思いながら振り返ると、至近距離に明彦がいて顔が真っ赤に染まってしまう。

　ロッカーに囲まれているここは、死角になっている。そのせいもあって二人きりの世界にいるみたいだ。そして、先日の夜を思い出し心臓が壊れそうなほど早鐘を打っている。

　手が伸びてきたので、職場で何をするのだと驚きつつ息を潜めた。

「髪の毛に埃がついてる」

　親指と人差し指でつまんで見せてくれた。

　何かされると思って、身構えてしまった自分が恥ずかしくなる。

　目を潤ませながら彼の目を見つめると、柔らかく笑って頭を撫でてくれた。

　そのまま何事もなかったかのように自分の席へ戻っていく。

（あんなことがあったのにどうして普通でいられるの？）

　真由の心臓は、忙しなく動いて、仕事に集中するのがとても大変だった。

　

　それからも、二人きりになることが多く、ドキドキさせられることが何度もあった。

　給湯室でお茶を淹れていると何気なしに彼がやってきて、楽しそうに話しかけてくる。去り際に後ろからそっと抱きしめていなくなった。

　他には、残業になってしまいパソコンに向かっていると甘いココアを買ってきてくれ、仕事が終わるとオフィスに誰もいないのをいいことに唇を奪われた。

　こんなオフィスラブのようなことをしている自分が恥ずかしくなる。

　気のせいかもしれないが、かなりスキンシップが多い。もしかして、少しは自分になびいているのかと、淡い期待を抱いてしまう自分がいた。
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　明彦とホテルで過ごしてから二週間が過ぎた。

　休みの日も会いたいと言ってくれるが、どういうつもりなのか彼の考えがわからず、やんわりと断っていた。

　二人きりじゃなくても、兄を含めてでもいいから家に遊びに行きたいと言われるが、それも拒否をした。彼女との時間を大切にしている兄のデートを邪魔したくないとの、理由をつけて。

　会いたいが一緒に過ごせば好きがもっと膨らんでしまう。諦めようとしているのに、どうしてこんなにも気にかけてくれるのだろう。

　作りかけの書類を作成していく。現在は比較的落ち着いている時期で、ゆっくりと仕事を進めることができた。

　定時になり上がろうとし、課長の席に視線を動かす。明彦は外出していて姿はない。今日はもう会えないまま帰るのかと思えば寂しくなった。

　少しずつ距離を置くのが二人にとってベストのような気がする。友人の妹から迫られてどんな気分だっただろうか。せめてちゃんと付き合ってほしいと告白していればよかったのだけれど、そんな言葉を言った記憶はまったくない。

　彼が好きな人と幸せになるのを陰ながら祈るのが最善策だ。わかっているけれど、学生時代から長い間片想いをしているのでなかなか諦められない。

　帰る準備をして廊下に出た。ハンドバッグに入れてあるスマホが震えたので画面を確認すると、明彦からだった。

『そろそろ帰る時間か？　一緒に夕食でもどう？』

　まさかの誘いに真由は目を大きく見開いた。

　真由が社会人になってからは、仕事で忙しいだろうからと必ず夕食を作らなくてもよくなっている。兄も彼女と食べてくることが多くなり、作っても無駄になってしまうことがあったからだ。なので食事をしてから帰るのは問題ないが、普通に誘われるとどう反応していいのかわからなくなってしまう。

　この前のことはなしにしようと話をされるのかもしれない不安と、声をかけてくれた喜び。いろんな感情が混じった。しかし、やはり会いたい気持ちが強くなる。せっかく土日に会うのを我慢していたのに断れなかった。

『今会社を出たところだよ』

　送信すると今日は直帰らしいので、駅で待ち合わせをしようとのことだった。

　結局食事をして帰る流れになってしまった。付き合える可能性が低いのだから沼にハマってしまう前に距離を置かなければと思いつつ、会えるのだと考えると歩く足取りが軽くなる。

　予想よりも早く到着し、待ちながら考え事をする。こうして誘ってくれるというのは、きっと真由が働きにくくないように気を使ってくれているのだ。

　プライベートで何もなかったかのように過ごして、普通にしたいのかもしれない。明彦は優しい人である。

　大人の女性なんだから、そこは空気を読むべきだ。

　酔っ払った勢いで抱いてほしいと発言したことを再び反省しつつまっすぐ視線を向けると、手を振りながら近づいてくる男が見えた。

　最近、夜になると秋の風が冷たい。長いコートをスーツの上に羽織った、遠くから見ても素敵だとわかる彼に釘付けになる。

　目の前までやってきた明彦にすぐに笑顔で頭を撫でられた。

「待たせて悪かったな。寒かっただろ？」

　いつもこうして気を使ってくれる。そんなところにも心が奪われているのだ。

　真由はなるべく自然に微笑み頭を左右に振った。

「大丈夫だよ。お腹空いちゃった」

「よし、食べに行こう。真由ちゃんに紹介したい居酒屋があって！」

　もしかしたら仕事帰りにデートに誘ってくれたのかもしれないとほんの少しだけ期待はあったけれど、明彦はいつものように居酒屋を提案してきた。顔に落胆の表情を出さないように笑みを浮かべる。

「明彦さんの連れていってくれるところはハズレがないから楽しみ」

「おう、行こう」

　肩を並べて歩き出すと彼の容姿が目立つせいか、すれ違う女性の視線が自分の隣に突き刺さる。そして隣を歩いている女を品定めするように真由に目線を移動させる。

　似合っていないことくらいわかっている。きっと妹と歩いていると思われているのだろう。

　そんなことを気にしながら歩いている真由の隣で、明彦は楽しそうに話をしていた。

「今日の営業先の先生、ものすごいアイドルオタクでさ。いろんな話を聞かせてもらったよ。アイドルって全然わかんないからなぁ……。今度話を合わせるためにライブに行ってみることにしたから、真由ちゃん、一緒に行ってくれないか？」

「え？　……あ、うん。いいよ」

　明彦は仕事熱心だ。大変なときも苦しそうな表情を見せず、楽しそうにしている。そんな彼を部下たちは信頼しているし、上層部からも期待されていて、将来は会社の経営を担っていく一人になるのではないかと言われていた。

　一緒に働くことで、すごい人を好きになったのだと実感し、彼の恋人になるのはますます難しいと思うのだった。

　

　連れてきてくれたのは、扉を開くと煙がモクモクと上がっている居酒屋だった。絶対にここで食事をすると体中に煙の匂いが染みつくとわかるような場所だ。ただこういうところは食事が絶品なので真由は嫌いではない。

　もしここで洒落た店に連れていってくれたなら、女性として意識されているのかもしれないと少しは考える余地もあったが、その線はかなり薄くなった。

　小さなテーブルに二人で向かい合って丸椅子に腰をかけた。

「あまり飲み過ぎないようにな？」

「うん」

　焼き鳥や一品料理の注文をして、二人はビールで乾杯をする。

「仕事終わりの酒は格別に美味いな」

「そうだね。最近、ビールも美味しいかもって思うようになってきた」

　彼が美味しそうに食べている姿を見るのが大好きだ。

　思わずニッコリと微笑むと、明彦は食べる手を止めて口を開けたままこちらを見た。少しだけ耳を赤くして不思議そうな表情を向けている。

「明彦さんって本当に美味しそうにご飯を食べるよね」

「そうか？」

「見ているだけでこっちがお腹いっぱいになってくる。私、明彦さんとご飯を食べに行くことが大好きなの」

「え？　そういうところなの？　ふーん」

　少々話が噛み合ってない気がするが、あまり気にしないようにしてビールを飲んだ。

　楽しく会話をしながら食事をしているとあっという間に時間が過ぎてゆく。

「女の子ってこういう居酒屋に連れて来られても平気なのかな」

　突然そんな質問されたので、好きな人とのデートプランを考えているのかと思った。好きな人が他の女性とデートするところなんて想像したくないが、自分なりにできるアドバイスをしようと口を開く。

「たまにはいいかもしれないけど、お洒落なレストランで食事をするのもいいと思う。この前のバーなんて最高だったよ」

「やっぱり女の子は夜景が好きだよな。どんなところに旅行したいとかある？」

「二人の仲が深まれば客室露天風呂付きの宿なんて素敵だよね」

「二人の仲か」

　感慨深そうに呟いて顎を擦っている。好きな女性のことを考えているのかもしれない。彼はハッとしたようにおもむろに腕時計を見た。

「明日も仕事だからそろそろ帰ろうか」

「そうしよっか」

　すっかりご馳走になってしまい居酒屋を出た。

　外には仕事帰りのサラリーマンが酔っ払いながら歩いている。ここら辺は間違いなく中年男性の溜まり場だ。それでも料理は美味しかったので満足している。

　歩きながら二人は会話を重ねていた。

「真由ちゃん。俺、考えたんだけど……。二人のことはしばらく陸斗には秘密にしておいたほうがいいと思った」

　二人のことというのは、先日ホテルで二人きりであったあんなことやこんなことを指しているのだろう。

　正式に付き合っているわけでもないのだから、真由も兄には一切話さないつもりでいた。

　特別な関係ではないと強調したいために、今日は誘ってくれたのか。

「秘密にしておこう。それが一番だと思う。兄は私のことに関してはすごく心配性だから、明彦さんに迷惑かけちゃうと思うし」

「いや、俺は迷惑だなんて思わない。けどさ、タイミングとかあると思うし」

　彼は彼なりにいろいろ考えてくれているようだけれど、これ以上関係が進展しない以上、わざわざあの夜のことを兄に話す必要はない。

　もしかしたらチャンスがあるかもしれないなんて少しでも思った自分を戒めたくなった。

　彼の提案を聞いて、やはり二人が特別な関係になる確率が低いのだと悟る。

　切なさはあるがあまり気にしないような素振りを見せてニコニコと笑う。

　好きな人が本当に想っている人と結ばれることを願うのが、いい女の条件なのかもしれない。

　自分の想いを押しつけることで、相手を苦しめる場合もある。泣きそうになるのを我慢しながら笑顔を向けた。

「私でよければいつでも誘ってね」

「当たり前だ。これからもたくさん話を聞かせてほしい」

　イケメンで仕事ができるけれど、彼女がいたという話を聞いたことがない。もしかしたら恋に対しては、不器用なのかもしれない。

　そうであれば女性の気持ちを知る機会が少ないだろうから、真由がアドバイザーとして最適なのだ。

　自分の中ではなかったことにできないが、明彦が何もなかったかのように接してくれるのでそこが唯一の救いだった。

　一緒に電車に乗り最寄り駅で降りる。

「居酒屋の料理も美味しかったけど、やっぱり真由ちゃんの作ってくれる飯のほうが数百倍美味しいな」

「また機会があれば……」

「……何だか迷惑そうだな」

　家のすぐ近くにある公園まで送ってもらい、そこで立ち止まった。

「一緒に歩いているところを誰かに見られて変な誤解されたら困るから、ここで大丈夫。ありがとう」

　少しだけ突き放すような言い方をすると、なぜかとても悲しそうな表情をされた。

「……じゃあ、気をつけて帰るんだぞ」

　その場から去ろうとしたとき、腕を掴まれた。長い腕で抱きしめられる。突然のことだったので驚いて固まってしまった。

「……こうやって抱きしめていたら、あの夜のこと思い出す。今度いつ二人きりになれる？」

　まるで恋人のような発言に、真由は何も言えない。二人の間に甘い空気が流れていく。

　じっと見つめられてフリーズしてしまう。

　次の瞬間、明彦が顔を近づけてキスをしてきた。

　数秒の出来事だったが、動揺しすぎて言葉が発せなくなる。唇が離れると彼は名残惜しそうに抱きしめてから、やっと手を離してくれた。

　真由は混乱し明彦と目を合わせることなく、彼から離れて自分のマンションへと向かったのだった。
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　明彦は微妙な表情をしながら、去っていく真由の背中を見つめる。

　高校生だった彼女は、立派な女性になった。出会った頃はただの可愛い女の子だと思っていたが、いつしか気になる存在になっていた。

　作ってくれる食事も美味しいし、いつもいい子でよく気がつく。大人になり同じ会社に入社してきたときはもっと近づきたいと心底思った。しかし仲のいい同期の大事な妹である。

　同期の陸斗は亡くなった親の代わりに育ててきた妹を溺愛しているのだ。簡単には好意を口には出せない。

　自分の覚悟がしっかり決まってからではないといけないと思い、ただの知り合いという関係を続けてきた。しかしあの日の夜、真由はずっと憧れていたという言葉を口にして迫ってきてくれた。

　避妊具を持っていなかったので、残念ながら最後まですることはできなかったが、自分の恋人になってくれたのだという喜びが体の底から湧き上がってきた。しかし、彼女はなんだかよそよそしい。

　恋人になったはずなのに、避けられているような気がする。

「……嫌われることをしたかな？」

　頭を人差し指でかきながら、自分の家に向かって歩き出した。

　付き合ってみたらなんか違うと思われたのかもしれないが、せっかく手に入れた愛しの彼女なのだ。

　自分のことをもっと好きになってもらえるように気合を入れて大切にしていこう。

　そして二人の関係がもう少し深まったときに、陸斗に交際していることを伝えようと思う。







第二章








　仕事を終えて帰るため、真由はエレベーターホールに向かって歩きだした。すると後ろから足音が聞こえてきて、肩を掴まれる。誰だろうと思って振り返ると明彦だった。

「真由ちゃん」

「お疲れ様です」

　突然下の名前で呼ばれて驚いた。会社なので誰かに聞かれているかもしれない。

　変な噂を立てられたら困るのは彼なのだ。慌てて真由は敬語で返事をした。

　陸斗と明彦が同期で仲がいいのを知っている人が多いので、その繋がりで真由とも親しくしてるとわかってくれている人はいるが、他部署の人はそういう事情を知らない。

「誰が聞いているかわからないでしょう？」

　小さな声で咎めると彼は捨てられた子犬のようにショボーンとした。

「悪かった」

「何かあったんですか？」

「お願いがあって。次の土日は絶対に空けてほしい」

「え？」

　突然言われたので予定はどうだったかと考える。たしか兄と兄の彼女が付き合った記念日だとかで、金曜の夜からプチ旅行をしてくると話をしていた。

　今週末は特に友達と約束しているわけでもないし予定は空いている。しかし突然どうしたのだろう。意中の女性とデートをする前に何か調べておきたいことでもあるのかもしれない。

　あまり協力はしたくないが、好きな人が困っているのを目の前にすると断れず、真由は頷いた。

「わかりました」

　明彦は返事を聞いて顔をパッと明るくする。そんなに嬉しいのかと内心思ったが、素直に喜ぶ表情を見ると年上なのに可愛いと思ってしまう。

　好きな人が幸せになる道を応援しよう、自分は身を引こうと思っていたのに、休みは一緒に過ごすことになってしまった。いつまでも好きな想いが消えないのではないかと不安になる。

　同じ会社にいると、顔を合わせることもたくさんあるので、きっと恋愛感情はなかなか消えないかもしれないから、せめて休みの日は会いたくなかった。

「じゃあ、十時に車で迎えにいくから」

「わざわざ迎えに来てもらわなくてもいいよ。どこかの駅で待ち合わせしようか？」

「いや、迎えにいく」

　金曜日の夜から兄もいないし二人でいるところを見られる心配もない。どうしても車で行きたいみたいなので受け入れることにした。

「了解です。ではお待ちしてます」

　よそよそしく頭を下げて彼の前から立ち去った。
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　土曜日の朝。真由は明彦と出かけるため準備をしていた。

　彼には好きな人がいる。わかっているが後悔しないように告白したほうがいいのだろうか。誰かに相談したいが、誰にも言うことができずに悶々と過ごす日々だった。

「どこに行くのかな……」

　目的地を知らされていないので何を着たらいいのか悩む。窓から外を覗くと今日は秋晴れで青空が広がっている。日中は太陽が出そうなので気温は上がりそうだ。脱いだり着たりできる服を羽織るほうがいいだろう。そう思っているとスマホに連絡が入る。

『一泊するから着替えも持ってくるように』

「……ん？　一泊？」

　まさか泊まりなんて考えてもいなかった。

（好きな人と宿泊するまで関係性が進んだの？）

　考えていると頭がパンクしそうになってきた。自分の気持ちに区切りをつけるためにしっかりと告白するべきなのではないかと思い始める。

　ぐるぐると考えていると時間になってしまったので、アンサンブルセットとスカートを組み合わせた。

　着替えはワンピースを選んで旅行用のバッグに入れて慌てて外に出た。

　シルバーの車がマンションの前に停まっている。

　真由の姿を見つけると明彦は車から降りて扉を開いてくれる。カットソーにジャケットとジーンズというラフな格好をしている彼は今日もかっこいい。

「おはよう、真由ちゃん」

「おはよう……」

「まずは乗って」

　言われた通りに助手席に座った。すぐに運転席に乗り込んだ彼が笑みを浮かべてこちらを見ている。

「突然泊まるなんていうからびっくりした」

「悪い。驚かせようと思ってさ」

「どこに連れていくつもり？」

「さぁ？　それは着いてからのお楽しみ」

　楽しそうに笑いながら運転を始める。ラジオからは軽快な音楽が流れていて、デートではないとわかっているのに気分が向上する。

　他愛のない話をしながら運転している彼の横顔を見つめる。近くにいるだけで幸せだ。これが永遠に続けばいいのにと願ってしまう。

　車の進んでいる方向から箱根に向かっているのだとわかった。

「あっちに着いたらランチをしよう」

「うん」

　予想通り車は箱根に到着した。

　今日も大衆的な店に連れていかれるのかと思っていたら、湖の見えるイタリアンレストランだった。明彦はこの店をわざわざ予約をしてくれていたのだ。

　並んで座ると湖が一望できる。

　これは自分のためにしてくれていることではない。不器用な彼のデートの練習に付き合っているだけだとわかっているが、綺麗な景色を見てテンションが上がってしまった。

「天気がいいし、景色がいいね」 

「ああ、デート日和で何よりだ」

「そうだね」

　模擬デートという意味で言っているのだろう。

「真由ちゃん、どれにする？」

「うーん。カルボナーラも美味しそうだけど、ボロネーゼも美味しそうだなぁ。でもピザも美味しそう」

「好きなの頼んでいいよ。残したら全部俺が食べるから」

　ニッコリ微笑まれるとそれでまた胸がキュンとする。本当の恋人だったら幸せなのにとついつい考えてしまうのだ。

　料理を注文して二人で景色を眺めた。休みの日の彼はリラックスしていて、穏やかな表情を浮かべている。誰にでも見せる顔ではないので自分がすぐ近くで見ることができて幸せだ。

　しばらくすると料理が運ばれてきて、食べてみると絶品だった。

「すごく美味しい！」

「だな！」

　やっぱり明彦と一緒に食べるといつもより美味しく感じる。パスタとピザをあっという間に平らげて、湖の周りを散策した。

　太陽の日差しが暖かいので歩きやすい。周りを見てみるとカップルが歩いている。手を繋いでいたりイチャイチャしている姿が、なんだか羨ましい。ぼんやりとしていると突然手が繋がれた。驚いて手を引き抜こうとしたが彼に強く掴まれて動かせない。

「いいだろ。手くらい、繋ごう」

　明彦がどうしてこんなことをしてくるのか、意味がわからず困惑した。

（ただの練習なのにどうして）

　商店街に移動すると、土産を見てぶらぶらと歩く。

「これ、真由ちゃんにそっくりだ」

　そう言って彼が差し出してきたのは、うさぎのキーホルダーだった。

「えー、似てるかな？」

　真由は微妙な表情を浮かべるのに、明彦は楽しそうに笑っている。なぜか今日の彼はいつもよりはしゃいでいるように見えた。

「でも可愛いね」

「気に入ったか？」

　ニッコリと笑うと彼はあっという間にレジを済ませて持ってきた。

「ほれ」

「ありがとう」

　ちょっとしたプレゼントだが、好きな人からもらったものなので、ものすごく嬉しい。つい胸に抱きしめてしまう。そんな様子を見て彼はニコニコと笑っていた。

「喜んでくれて何よりだ」

「お饅頭いかがですか？」

　声をかけられて立ち止まると温泉まんじゅうが売られていた。温泉といえばやっぱり温泉まんじゅうだ。

「買っていくか？」

　一瞬購入しようと思ったが、真由は頭を左右に振る。

「誰にもあげる人いないし……」

「じゃあ、旅館で一緒に食べよう」

　彼は二十個入りを手に取ってレジへ向かう。

　こんなに食べられるのかと疑問に思ったが、食欲旺盛の明彦ならペロッと食べてしまいそうだ。

　饅頭屋を出て商店街を散策した。温泉街らしく木彫りの飾り物や、食べ歩きできるせんべいなどが売られていた。見ているだけでも気分転換になる。

　少し歩き喫茶店で甘いもの食べた。楽しさが募ってくる一方で、これは一体何の時間なのだと考える。

　好きな人の恋愛を成功するための手伝いをしているのだ。

　けれど、目の前であんみつを無邪気に食べている彼を見ると、そんなことはどうでもよくなってきた。

（今がとても楽しいし、せっかくの機会なのだから遊ばなきゃ）

　好きだと思える人と一日中一緒に過ごし、こうしてデートできる機会なんてこの先の未来で何度あるのだろう。

　明彦以外に好きな人ができる日が来れば別の話だが、真由はこのまま長い間片想いしているに違いないと感じていた。

　彼が好きな女性と結婚してしまったら、もうプライベートでは会えなくなるかもしれない。なので思い出として、今日の日を心から楽しもうと思った。

　太陽が沈んできたので、車で移動して旅館へと向かった。

　茅葺の門を抜けると宿に向かう道がある。手入れされた庭があり、建物に入る前にここは高級旅館なのだと実感した。

「ここすごく高いんじゃないの？　お給料出てからの支払いでも大丈夫？」

　心配そうに尋ねると、彼はそんな真由に笑みを向けた。

「そんなこと心配しなくていい」

「だって」

　恋人でもないのに甘えるわけにもいかない。たとえ恋人だったとしても、デート代をすべて支払ってもらうというのは気が引ける。

「そんな、全部お世話になるわけにはいかないよ。ランチも食べさせてくれたし、喫茶店で甘いものもおごってくれたし、お土産だって」

　それでも彼はいらないと言ってずんずん前に進んでいった。

　宿に入ると落ち着いた光が空間を柔らかく包み込んでいる。

　チェックインを済ませ、館内着の色浴衣を選ぶことになった。様々な種類の色や柄の浴衣があり、それに合わせて帯もたくさんある。どれも可愛らしくて目移りしてしまう。ありすぎて選べずに困っていた。

「真由ちゃんはピンクが似合うかな」

「じゃあ、ピンクにする」

　真由はその言葉に喜んでピンクの浴衣を手に取ったが、二人きりで宿に泊まるということは、かなり危険なのではないかと今更真剣に考え始めた。またあの夜のようなことがないとも限らない。

　部屋は立派な和洋室だった。しかも客室露天風呂がついている。

「すごい！　素敵な部屋だね」

「喜んでくれてよかった」

　寝室に視線を動かすとダブルベッドが置かれている。

（せめてツインじゃないの……？）

　そちらに視線を向け、真由は微妙な表情を浮かべてしまった。

「同じベッドで寝るのあまり好きじゃない？」

「誰と誰が同じベッドで寝るの？」

「え？　俺ら」

　あまりにも当たり前のように言うので、ますます彼が何を考えてるのかわからなくなった。どういうつもりで誘っているのか。模擬デートだから、擬似恋人を演じてほしいのかもしれない。けれど、そこまでする必要があるのか。

　こんなにイケメンの男性が模擬デートをしたいなんて、やはり見かけによらず女慣れしていないのだろう。

「もしかして、明彦さんって見た目によらず恋愛初心者？」

　覗き込んだ彼の耳が真っ赤に染まっている。

「交際経験はあるけど、あまり女心がわからない。……ごめん」

　悲しそうな顔をされると何か力になりたいと思ってしまう。こんな自分はバカだ。それでも、好きな人が元気になってくれるなら自分にできることをしたい。

「気にしないで。あ、抹茶セットがある。昔、少しだけお茶の立て方を教えてもらったことがあるの。せっかくだからやってみてもいい？」

「もちろん」

　まだ夕食まで時間があったので抹茶セットでお茶を立てることにした。正座をしてお茶を立ててみる。

　完成し彼に渡すと一口飲んで苦そうに顔をしかめた。

「甘いものと一緒にどうぞ」

「ありがとう」

　ゆっくりと流れるほのぼのとした時間。静かな部屋に二人きりなのに、どうしてこんなにも楽しいのだろう。

「夕食まで時間があるから温泉に浸かって、浴衣に着替えるか？」

「うん、賛成」

　元気よく手を上げると、慈愛に満ちた瞳を向けてくれた。そしてなぜか彼は無言になりじっと見つめてくる。

「……一緒に入るか？」

「嫌！　一人で入る」

「それはさすがにハードルが高いか。初めての旅行だしな。お先にどうぞ」

　真由は逃げるようにして露天風呂に向かった。しっかりと鍵をかけてから服を脱ぐ。

　檜の浴槽が置いてあり、植物に囲まれた素敵なところだ。湯加減が丁度いい。

　これから出てくる夕食も楽しみだが、その後は一緒に眠ることになる。この部屋にはダブルベッドしかなかった。そのことを意識して緊張が押し寄せてくるが、あくまでも模擬デートなのだから、一線を超えるはずはない。

　こちらが意識すると伝わってしまうだろうから、あまり気にしないようにしよう。

　湯船から出て浴衣に着替える。鏡に映っている自分の顔を見ると頬が桃色に染まっていた。

　深呼吸して心を落ち着かせ部屋の中に入る。

「お待たせ」

　明彦はベランダに向かって景色を眺めていた。こちらに視線が向くと、彼は一瞬フリーズする。あまりにも直視されるのでどんな反応すればいいのか困惑してしまった。

「か、可愛い……」

　小さな声で呟いて彼はソワソワとし始める。

（『可愛い』って聞こえたけど、もしかして私のことを言ってくれているのかな？）

　好きな人に褒められて素直に嬉しい。満面の笑みを浮かべようとしたとき。

「女の子の浴衣姿って破壊力すごいね」

「……そう？」

　真由だから可愛いのではなく、女性の浴衣姿が可愛いということだったのだ。ちょっとドキドキさせられてしまったが、落ち込まないようにして座布団に腰を下ろした。

「お湯はどうだった？」

「柔らかくてとてもよかったよ。また後で入ろっかな。明彦さんも入ってきたら？」

「そうだな」

　立ち上がって浴室へと消えた。

　先ほどまで赤く染まっていた空がだんだんと紫色に変わり、夜が近づく。

　夕食の時間になればアルコールを飲むことになるだろうが、飲み過ぎないようにしよう。同じ失敗は繰り返したくない。

　お酒には飲まれないと覚悟が決まったところに、明彦が浴衣姿で出てきた。かっこよくて目のやり場に困ってしまう。

　落ち着かなくなった真由は、彼から離れるように寝室のベッドに腰を下ろした。そして大きな声で何事もなかったかのように話しかける。

「お風呂どうだった？」

「よかった。あれなら二人で入っても狭くないぞ」

「どうしてすぐ二人で入ろうとするの？　変態」

「変態ってなんだよ。好きな人と一緒に来たら入りたくなるもんだろ？」

　そうだった。これは模擬デート。

　真由と一緒に入りたいと言っているわけではなく、彼の想い人と一緒に入りたいと言っているのだ。

　切なくて胸が締めつけられる。

　明彦が好きな人は、どんな女性なのだろう。落ち込んでいると、後ろからガバッと抱きしめられた。

「ちょっと、何……」

「変態が後ろから抱きしめに来た」

　ふざけたような口調で言って長い腕に力を込める。体が温まっているせいでいつもより熱く感じる。それとも好きな人からの包容で体温が上昇してしまったのか。心臓が激しく鼓動を打ち、先日彼の唇や指で快楽を与えられた感覚を思い出してしまう。

　何もされていないのに胸の蕾が硬くなって下着に擦れる。

　敏感になった体をどうすることもできずに黙っていると、ベッドに押し倒され、ふかふかなマットレスに二人の体が沈む。

「真由ちゃん……」

「明彦さん……」

（模擬デートなのにこの先も……しちゃうの？）

　顔が近づいてきて唇が触れそうになる。真由はつい瞳を閉じたが……。

　我に返って必死で彼の胸を押し返す。このまま流されそうになったが、もうすぐ夕食の時間だ。

「駄目！　ご飯食べなきゃ。夜ご飯って、部屋食？」

「うん、そう」

　なぜか彼は少し拗ねたような表情を浮かべる。拒否したことに傷ついているようにも見えたが気のせいだろうか。

「あと三十分ぐらいしたら会席料理が運ばれてくるはずだ」

「そっか楽しみ！　お腹空いちゃった」

　満面な笑顔を浮かべると、頭を撫でてくれた。そしてさり気なく手を繋いでくる。

「ここの旅館、どう思う？」

「すごく素敵。雰囲気もいいし、落ち着く」

「乙女心をとらえることはできるか？」

　一緒にここに来たい女性のことを思い浮かべているのだろう。悲しくて胸が張り裂けそうになったが、真由は元気いっぱい頷いた。

「ここは女心をくすぐること間違いなし！」

「よかった。それじゃあさ……」

　彼は何か言いかけて口を噤んでしまう。

　何を言いたいのだろうと思い真由は顔を覗き込んだ。

「何？」

「……食後のデザートに、真由ちゃんのこと、食べてもいい？」

　真面目な瞳で見つめてくるので、心臓がおかしな動きをする。模擬デートでそこまでのことをしなければいけないのか。それともふざけているのか。

　彼の瞳を見つめ返すが真剣な表情をしたままだ。

「……明彦さん、また変態発言している」

　この空気を変えようと思って、大袈裟に笑ってバシバシと彼の肩を叩いた。

「真由ちゃんを目の前にすると変態になっちゃうんだよね、俺。真由ちゃんが可愛すぎるから」

　まるで恋人がイチャついているようだ。

　もしかしたら、明彦の好きな人は自分なのではないかと錯覚してしまう。穴が開くほど見つめられ頬が熱くなってきた。

「真由ちゃん」

　彼の顔がゆっくりと近づいてくる。

　心臓が激しく暴れだし、耳の奥でキーンと音がする。逃げなければいけない状況なのに、好きな人から真剣な瞳を向けられると動くことができない。まるで魔法にかかってしまったかのようだ。

　明彦が顔の角度を変えた。真由は瞳を閉じる。二人の唇が重なりそうになったとき。

――プルルル

　部屋の電話が鳴る。

　我に返った真由は慌てて目を開いて彼から離れた。明彦は悔しそうな表情を浮かべて電話を取って応対している。

　危なかった。彼には好きな人がいるのに、なぜこのような甘い雰囲気になってしまうのだろう。

「食事を運んでくるって」

「……あ、うん」

　あともう少し遅ければキスをしてしまったかもしれない。真由は胸を撫で下ろした。

　

　運ばれてきた料理はとても豪華だ。海産物や海の幸、肉が食材の旨味を引き出すかのように調理されていて、見た目も美しい。

　料理が美味しいとついついアルコールが進んでしまうが、今日は絶対に失敗を犯してはいけない。

　明彦がビール瓶を持って勧めてくる。

「ウーロン茶にしようかな……」

「もう飲まないのか？　グラス半分しか飲んでないだろ」

　不思議そうな表情を向けられるが、同じ失敗をもうしたくないとは口に出したくなかった。

「ま、いいけど」

「またお湯に浸かりたいし」

「だな。俺は飲むけど」

「明彦さんはお酒強いもん。飲んで、どうぞ」

　お酌をすると喜んでくれる。

（いっそのこと酔っ払って眠ってくれたらいいのに）

　真由は終始明彦のことを意識して落ち着かなかった。

「お腹いっぱい！」

　ゆっくり時間をかけながら食事を済ませて、大満足だ。しかし、食後のデザートに真由を食べたいと言われたことを思い出す。

　あまり意識しないようにしようと他愛のない話をするが、とき折無言の時間が流れる。

　真剣な眼差しを向けられて、視線に捕らわれているようだ。心臓がドキドキして落ち着かない。

　まだまだ夜は長いのだ。心が持つだろうか……。

　視線を動かすとダブルベッドが目に入る。

「本当に美味しかったね」

「あぁ」

　テーブルを挟んで目の前に座っていたが、彼が立ち上がった。自分の鞄の中を漁り始め、一体何を出すのだろうと見ているとトランプだった。

「持ってきたの？」

「温泉といえばトランプかなと思って」

「卓球とかじゃないの？」

「そうかな。二人で部屋でまったりとしながら過ごしたいなと思って」

　そこも意中の女性と来るときのために、シュミレーションしておきたいということなのか。切なくて顔から笑顔が消える。

「負けたほうが相手の言うことを聞く。そんなルールを設けてやらない？」

「明彦さんて罰ゲームが好きだね」

「好きかも」

　子供のように無邪気な表情を向けられる。彼は真由がこんなにも心臓の鼓動を暴れさせていることにきっと気がついていないだろう。

　ババ抜きが始まり、ジョーカーを手にしたのは自分だった。表情に出さないようにするが対戦相手が他にないので、すぐにバレてしまう。

　明彦はその様子を見てクスクスと楽しそうに笑っている。

「笑わないで」

「だって顔にすぐ出るから」

「ほら、引いて」

　わざとジョーカーを真ん中において飛び出させる。それを避けてカードを抜いていく。そして一度も彼の手に渡ることがなく負けてしまった。

「俺の勝ち」

「これは運でしかないね」

「勝った俺の言うことを聞いてもらおうかな？」

　それを条件にトランプをすることになったのだから従わざるを得ない。真由は何を言われるのだろうとじっと彼を見つめていた。

　なぜかみるみるうちに耳が真っ赤に染まっていく。仕事中は『余裕のあるかっこいいサラリーマン』という感じなのに、プライベートで過ごす彼はピュアな男の子に見えることがある。

「そんなにくりくりとした目で見つめるな。可愛すぎるだろ」

「……罰ゲーム、あと三秒以内に言ってくれないと言うこと聞かない」

「え？　じゃあキスして」

「はい？」

　まさかのお願いにフリーズしてしまう。

　明彦は両手を広げてウェルカム状態だが、ふざけてるのだと思って真由は鼻で笑ってトランプに手を伸ばす。

「もう一回勝負しよう」

　カードを配ろうとする手を掴まれて動きを止められ、真剣な表情が間近に迫ってきた。

（まさか本気で言ってるの？）

「そういうのは他の人として」

「……なんでそういう冷たいこと言うんだよ。俺は今、真由ちゃんとしたい」

　他に好きな人がいるのに、なぜそんなことを言うのだろう。

　男性は恋愛感情と性欲は別だと聞いたことがある。体を満たしたいから、問題発言をしてくるのだろうか。その道具にされて悲しいと思いきや、それでも好きな人に求められたら応えてしまいたい自分もいる。

　しかし、キスをしてしまえば、それ以上の関係になってしまうかもしれない。

　真剣な表情になった彼との距離が縮まってくる。

　拒否しなければいけないと、頭ではわかっているのに、期待している自分もいる。

　本当は宿泊すると聞いた時点で、何かあるかもしれないと思っていた。相手には好きな人がいるのに、こんな関係にはまってはいけないのに。

　理解しているつもりでも、歯止めが効かないこともあるのだと実感している。

　好きな人のそばにいたい。そう思ってしまうのが乙女心だ。

　手が伸びてきて頬を包み込まれる。そっと瞳を閉じて彼から与えられるキスを受け入れた。

　上唇をちゅっちゅっと小さな音を立てて吸われ、唇を押しつけてくる。そのまま唇が割られ、舌が入り込んできた。ざらついた肉厚な舌が口内をまさぐる。

　ねっとりとした淫らな動きに、あっという間に翻弄される。

　濡れたキスの音が耳に届き、必死で堪えていた感情が崩壊していくような気がした。

　二人の舌が絡まる。彼は背中に手を回して体を密着させてきた。キスだけで体温が上昇し、鼻から抜ける呼吸が荒くなっていく。

（駄目、これ以上したら……取り返しがつかなくなってしまう）

　離れようとするとさらに舌を差し込んで丁寧に愛撫してくる。

「んんっ……」

　抵抗する気が失せて、そのまま力が抜け畳の上に寝転んだ。組み敷かれ首筋に唇が落ちてきた。

「……ぁ……んっ」

　軽く噛まれて、小さな喘ぎ声を上げてしまう。唇がゆっくりと首筋を伝っていく。きめ細やかな肌を舐められ、鎖骨の形をたしかめるように舌が這う。

　浴衣の上から胸が揉まれ、だんだんと形が崩れていき、胸元がはだけてきた。その隙間から手が入ってきて下着の上から揉まれる。

　すでに蕾が硬く膨れ上がり、ちょっとした刺激でも敏感になっていた。気がつけば腰に巻いている浴衣の帯もゆるめられて、あっという間に素肌が露わになった。

　これ以上進めば、この前の二の舞になる。

　体を許せば、また求められるかもしれない。

　求められたら、応えてしまう。

　そんなことを繰り返し続けていたら、セフレのようになる可能性だってあるのだ。

　好きな人と体の関係だけを持ち続けるのは辛い。

（それに、彼が好きな人とうまくいったら？　自分の元から離れていく彼を、何事もなく受け入れられる？）

　感情の狭間で揺れている間にも、優しく胸が揉みしだかれていく。ブラジャーを上にずらされ、たわわな胸が露わになり熱視線を向けられる。

「本当に綺麗な胸だ」

　ため息交じりに呟き、膨らみを指の関節で撫でる。

「ひゃっ……」

　小さな刺激なのに体がブルブルと震え胸が揺れた。

　乳頭の周りの色の薄いところを指先でくすぐるように刺激され、だんだんと中心に移動してくる。ツンとなった乳首の根元を若干強くつまんで、親指と人差し指で擦り合わせてきた。甘い痛みに涙目になる。

「……いやぁっ、んんっ……はぁっん、つまんじゃ、駄目っ……！」

　その指が根元から先っぽに向かって扱くように動かし始めた。するとさらに硬くなり感度が上がっていく。

「どう？」

「……っ」

「もっと、してやる」

　明彦はニヤリと笑い胸の蕾を舌で嬲ってくる。

「あぁ……っ、んっ……あぁぁっ」

　あまりの快楽に声を我慢することもできない。それでも必死で抵抗しようと頭の片隅では考えている。

「それ以上しちゃ、駄目ぇ……んっ、やめて……」

　一瞬、彼の動きが止まった。やめてくれたのだと安心して見つめると、悲しそうな目をしている。

「どうしてそんなに俺に冷たくするんだよ」

「冷たくなんかしてないよ」

「真由ちゃんの考えてることがわからない」

　こちらは必死で好きな気持ちを封印しているというのに、わかってくれないのは明彦のほうだ。

「俺のことを悲しませるから、ちょっとだけお仕置きする」

　口では怒っているのになぜか甘いキスをされる。体が溶けてしまいそうな口づけに何も言い返すことができなかった。

　帯が解かれて完全に浴衣がはだけてしまった。おもむろに帯を手に持ち、何か企んでいるような表情をしている。真由の両手首を持ってその帯をぐるぐると巻きつけてきた。

「な、何するのっ？」

　驚いたことに帯で手首を縛られてしまったのだ。簡単に外せないが、きつく結ばれたわけではない。しかし手を自由に動かせなくなったことに焦りを感じる。

「真由ちゃんが逃げそうだから」

「逃げるって……逃げられないよ」

　か弱い声で返事をした。好きな人に求められて、逃げられるほど自分は強くない。

　真由の答えを聞いた彼は心なしか嬉しそうな表情を浮かべて真由を横抱きにした。急に体が宙に浮いて驚きながらも、落ちないようにじっとする。

　こんな状況でお姫様抱っこされると思っていなかったので、驚きとときめきが胸を支配し、またわけのわからない感情になっていた。

　ベッドまで運ばれて寝かされ、縛られた手を頭上に持っていかれると胸が露わになった。

　隠したいのに隠せなくて羞恥心に襲われる。彼は美しいものでも見るようなうっとりとした瞳をしていた。

　顔を近づけてきて乳輪を丁寧に舐める。硬く立ち上がっている蕾は触れてほしいと自己主張しているようだ。

　ねっとりとじっくりと嬲られ、じれったくて体を動かす。

　そんな様子を見た彼は楽しそうに笑う。

「舐めてほしいか？」

「……わ、わかんない」

「素直じゃないのも可愛いな」

　舌先が胸の先端を掠める。

「あぁぁん」

　喜びで思わず声が溢れてしまった。

　下から胸を持ち上げるようにして、左右に小刻みに揺らされると大きな胸が波を打つ。その振動で体が熱くなってしまう。

「んんん……あぁっ……はぁっ……」

　刺激を与えられる度に、喜悦の声を漏らす。

　片方の胸を手のひらで転がすように揉みしだきながら、もう片方は唇や舌先で弄る。

　これ以上しないでほしいと抵抗したいところだが、手が縛られていることで動けない。

　ひどいことをされているようだが、縛られて、感度が上がっていることに密かに気がついていた。

（私って、エッチなのかな）

　彼に快楽を教えてもらってから体が疼くような気がして、一人で触ってしまうことがあった。けれど自分で触っても明彦から与えられるような快楽なんかなくて、いつも彼の手を思い出していた。

　大きくてがっちりとした手で胸を思いっきり揉まれたい。節くれた指で胸の先端を弄ってほしい。そんな想像をすると体が熱くなって、刺激を与え続ければイクことができる。

　しかし、現実に今されているほうが数百倍いい。大好きな人に触れられている悦びで身体が満たされていく。

　イケないことなのに、どうしてこんなにも感じてしまうのだろう。

　たっぷりと時間をかけて胸を可愛がられ、真由は太ももを無意識に擦り合わせていた。

「下のほうも刺激がほしくなってきた？」

　素直に頷けず彼を睨みつける。抵抗したいのに、こうして触られると最後までしてほしいと願う自分がいた。

「素直に言ってほしいんだけどな」

　そう言われるが頑なに口を開かない。そんな真由から彼は離れてしまった。

　経験豊富でない女を抱いても、つまらないとでも思ったのか。

　彼は鞄から何か持ってきた。何だろうと視線を向けると、手のひらに楕円形のものが乗っている。それはスイッチを入れると細かく振動し始めた。

「真由ちゃん、すごく感じやすい体だから、これでもっと気持ちよくなってほしいと思って」

　それは大人女子向けの官能小説で読んだことがあるローターという道具だった。実際に使ったことがないので若干怯えていると、その球体を乳輪に近づけてきて、優しく押し当ててくる。

「……んっ、ぁ……っ」

　細やかな振動が響いて、くすぐったいのを通り抜けて気がつけば愉悦を感じていた。

　一点を刺激されているだけなのに、快楽が胸全体に広がっていく。

　輪郭に沿ってローターを動かされると、乳輪の色が濃くなってきた。

　呼吸が荒くなり、肩を震わせる。

「悦んでくれているみたいだな」

「だって……あんっ…」

　情けないが、すっかり感じてしまっている自分がいた。

　ローターを止めると彼の手が太ももを擦りだす。ゆっくりと内側に移動してショーツのラインに沿って触れてくるのだ。

　くねくねと腰が動いてしまう。

　足を大きく広げられ、クロッチ部分を見つめられた。

「すごい、シミができてる」

　報告しなくていいのにと思いつつ聞こえないふりをした。

　ショーツの上から割れ目に沿って、上下に動かされる。指の動きに翻弄されて体温がますます上昇する。

　触れていた指が敏感な粒に届き、中指を若干強めに押し込まれる。ショーツがじゅわっと濡れてくるのがわかった。

「はぁ……んん……待って……感じちゃう……のっ、あぁっ……」

「こんなに濡らして本当に可愛い。真由ちゃん、ローターをここに当ててみる？」

　魅惑的な笑みを浮かべて質問される。

　胸に当てられただけであんなに刺激的だった。甘美すぎた。

　大切なところにされたら、どんなことになるのだろう。きっと快楽でおかしくなってしまうのではないか。

　返事を聞く前に彼はスイッチを入れてしまう。

　低くて鈍い音が響いた。

　すぐに敏感な部分に当ててくるわけではなく、膝あたりから攻めてくる。内腿に当てられると、太ももがプルプルと動き出した。

　こんなにも反応する自分の体が恥ずかしい。足を閉じようとするが押さえられて抵抗できない。

　手も縛られているので、相変わらず胸も露わになったままだ。

　足の付け根辺りをしつこいぐらいに撫でて、徐々に敏感な部分に近づいてきた。

　ついにクロッチ部分に当てられる。予想以上の甘美な刺激に嬌声を上げてしまう。

「あぁぁん、あっ、んっ、あっ、あう、あっあぁぁ！」

　体中の血液が沸騰していくよう。

　あっという間にイッてしまいそうになる。

　顔から首まで真っ赤に染まり、官能に染まる彼女を見て、明彦は白い歯を覗かせる。

「イかせてあげたいんだけど……今日こそは真由ちゃんのことがほしい」

　何を言っているのか、快楽漬けにされている脳では考えることができない。

　ショーツの上から敏感な蕾にローターが押しつけられる。とろとろに濡れて、繊毛が透けていた。あともう少しで絶頂を迎えられそうになる。

　けれど、彼は途中でやめてスイッチを消してしまう。

「気持ちいいのは嬉しいけど、なんだか嫉妬してしまうな」

　どういう意味で言っているのだろう。わからなくて、恍惚とした瞳で彼を見つめる。

「汚してしまうから、もうそろそろ脱いだほうがいい」

　浴衣がはだけた状態の真由は、手が縛られておりブラジャーは上にずらされ、ついにショーツまで脱がされてしまった。

　我ながら淫らな格好だと羞恥心が襲ってきた。

　足を大きく広げて彼は顔を秘所に寄せた。

「甘酸っぱくていい香りがする」

　そんなこと言われたら恥ずかしくてどうしようもない。なんとか逃げようと身をよじるが腰の辺りをしっかり捕まえられていて、動くことが許されない。

　秘裂に沿って舌を上下に動かされるとヌチョヌチョと音が響く。彼の熱くなっている舌で刺激されて溶けてしまいそうだ。

「明彦さん。んんっ、そんないやらしい舐め方しないで……あぁぁんっ、あぁっ……」

　必死でお願いしているのに彼は悦んでいると思ったらしく、もっとしっかりと舐めた。

　両方の手が胸に近づいてきて、胸の先端をつまみあげる。上からも下からも快楽を与えられ、少しの刺激で達してしまいそうだ。

　先ほども寸前で止められたので、さらに敏感になっているのかもしれない。

「あぁぁん……そこ、気持ちがよくて……おかしくなっちゃう、あぁぁん」

　前回経験しているのでイキそうになるという感覚がわかる。

　秘所は己の体の一部なのだが、独立した生き物のようになり、勝手に熱を帯びて自分で力を込めていく。

　刺激を与えられていると、耐えられなくなって快楽が弾けようとする。

　またもう少しでイッてしまいそうになったとき、彼は動きを止めた。

　完全に焦らされていると気がつき、こういうときはどうすればいいのかと悩んでしまう。経験が乏しくてわからない。

　彼の表情を確認すると、慈愛に満ちた瞳で真由を見つめていた。

　それからも時間をかけて身体を愛撫された。達しそうになる寸前まで弄られは止められ、気がおかしくなりそうだった。

　大きく広げられた足の間から顔を覗き込まれる。真由は今にも溶けてしまいそうな表情を浮かべていた。

「……明彦さん、私……もう、……あのね……」

　自らの口からもっとしてほしいなんて、恥ずかしくてお願いすることができない。真由はモジモジ体を揺らすのが精一杯だ。

「どうしてほしい？」

　質問されると涙目になる。

「真由ちゃん、俺のも触ってもらってもいい？」

　手を掴まれて彼の熱の塊に触れた。想像していたよりも熱くなっていてかなり硬い。下着の上からも滾っているのがわかる。

「どうしてこんなふうになっているのかわかるか？」

　恋愛感情はないかもしれないけれど、自分の姿を見て興奮してくれているのだと気がつく。

（一つになりたい）

　素直に思う。

　そのとき、真由はすべてを思い出した。初めての夜は最後までしなかったのだ。それは避妊具がなかったから。

　してもいいと伝えたが明彦は『大事にしたい』と言ってくれたのだ。処女の娘を避妊具なしで抱くほど野蛮な男ではなかった。

　付き合っていない人と実を結んでしまったら、後悔するかもしれない。でも、初めては好きな人に奪ってほしい。どんなに好きになっても結ばれる確率はかなり低い。本当に傷つかないか、自分に心の中で問いかける。

「真由ちゃん……」

　切ない声で呼ばれて真由は視線を動かすと、立派な塊が目に飛び込んできた。あんなに大きくて硬いものが自分の体に入ってくると考えると恐ろしくもある。ただたっぷりと時間をかけられてほぐされた体が、このまま放置されると変になってしまいそうだ。

　己は欲情に負けてしまうのだろうか。そうじゃない、相手が明彦なので我慢ができないのだ。悔しさと惨めな感情が入り混じったが、どうしても愛する男に抱かれたい。

　真由は覚悟を決めて、お願いをすることにした。

「明彦さん、私の初めてを奪って」

　勇気を出して言葉を口にしたが、彼は固まってしまう。

「……ありがとう」

　なぜか感動したように目を潤ませている。

「拒否されるかもって、不安だった」

「え？」

「今日は避妊具……ちゃんと用意してあるから」

　今日二人で泊まるということを知っていた彼は、しっかりと用意をしていた。

（そういうことをするって考えてたってこと？）

　恋人ではないのに体の関係を持とうとしていた。考えると悲しい結末しか待っていないような気もするが、今は難しいことを考えたくない。愛する人と一つになりたいその一心だった。

　浴衣をワイルドに脱ぎ捨てて一糸まとわぬ姿になった彼は、オレンジ色の薄い灯りに照らされるとスタイルのよさが際立つ。

　天に向かって反り上がっている男根を見ると、血管が浮き上がっていて生々しい形をしていた。

（あんなに大きなものが自分の中に入るなんて信じられない。でも少しでも彼の特別になりたい。体の熱も鎮めてほしい）

　避妊具を装着した明彦が近づいてくる。彼の体温を間近に感じると、いよいよだと緊張と興奮が入り混じったような複雑な感情になった。

「いい子にしてくれているから、解いてやらないとな」

　手首に縛られていた帯がゆるめられ自由になったので、彼を押し返そうと思えばできるのだが、そんなことはする気にならない。

　好きな人に抱かれることを心から望んでいるのだと再認識した。

　足を大きく開かれ、体が密着してくる。背中に手を回した明彦に抱きしめられた。

　彼の心臓の鼓動が聞こえてきて、ますます緊張度が上がっていく。

（明彦さんに抱きしめられると心から安心する……。なんでだろう）

　安堵を感じて胸を撫で下ろしていると、雄棒を花びらに押しつけられた。

「……ぁ……んっ、ふぁっ……あぁぁ」

　かなりの熱量に溶かされてしまいそうだ。溢れる蜜を纏って上下に動かされる。

「ぁ……ん、あっ……ひゃぁう……あぁぁ、んっ」

　先ほどまで触られていた大切なところは、少し刺激を与えられただけで強い快楽に襲われる。

　硬くなった敏感な蕾を熱の塊で刺激され、体が跳ねる。

　腰を動かして、先端を蜜口に沈めてきた。

　雁が浅いところでゆっくりと抜き挿しを繰り返す。雁が引っかかった刺激でさえ感じてしまう。

　彼の指しか入ってきたことがない秘窟がヒクヒクと蠢動する。初めてなのにこんなにも反応するとは、自分でも驚いていた。

　ゆっくりと様子を見ながら沈めてくる。

　とろとろに濡れているおかげで、途中まではまったく痛みを感じなかった。

　ところが狭い隘路は初めて入る異物に硬直し始めた。そのせいで若干の痛みを感じる。

「んっ」

「大丈夫か？」

　眉間に皺を寄せて苦しそうにしている真由に、明彦が心配そうに話しかけてくる。心配させたくないと思って一生懸命笑顔を浮かべて頷いた。

「だ、大丈夫、やめないで」

「深呼吸をして。俺のことを信じてくれ」

　掠れた声で言われ頬を手のひらで包まれて、胸がしめつけられる。

　こんなに優しくされたら、今日の日を一生忘れられないと思った。

　言われた通りに深呼吸をする。

　大きく息を吸って吐いたタイミングで少しずつ奥に進めてくる。苦しくなってきて、どうしたらいいのかわからなくなると、彼は親指で敏感な桜色の粒を捏ねた。

「あぁぁっ、はぁぁっ」

　熱の塊が半分ぐらい入ったところで止まったまま、敏感な粒を上下に動かされると、コリコリと硬くなっていった。

「んっ、あぁっ……ああぁぁんっ」

　少し入れては止まり、様子を見ながら突き進めていく。焦れったくなるほど緩慢な動きだった。

　快楽と疼痛と不思議な感覚に挟まれながらも、徐々に快感のほうが強くなっていた。

「明彦さん……ぁ……」

　瞳を開いて彼の表情を確認すると、男らしくて色気のある表情に目眩を起こしそうになる。

　唇を半開きにして小さな呼吸を繰り返している。

　自分だけじゃなくて彼も快感に溺れてくれているのだ。

　二人で一緒に快楽に包まれていると感じて、幸せな気持ちに胸を締め付けられた。

　腹筋に力を入れて、きつくなっている奥を開くように押し込んでくる。窄まっている入口を欲棒が押し広げていく。

　未熟な隘路を引き裂くような鈍い痛みに、真由は目を大きく見開いた。

「あぁっんっ」

　柔らかな襞に熱欲がめり込む。

　痛みを覚えて息を止めた。

　蜜襞に肉胴の熱い脈動が伝わり、じんじんとした灼熱感に、破瓜の痛みに涙がポロリと溢れる。

　頬に流れる雫を指で拭ってくれた彼に、慈愛に満ちた瞳を向けられ体の力が抜けた。

「痛いか？　少しだけ我慢してくれな？　これを乗り越えたら、たまらない快楽が待っているから」

　今は彼の言葉を信じるしかなかった。

　覚悟を決めた真由は大きく息を吸い込んだ。体が柔らかくなったタイミングで明彦は一気に突き刺した。

「うっ……んんっあぁぁっ！」

「これで完全に入ったぞっ……」

「う、うん……はぁ……すごい……圧迫感。苦しいよ」

「ごめんな」

　激しく腰を動かすわけでもなく、じっとしていてくれる。

　真由が落ち着けるように頭を撫でてキスを繰り返した。応えるように背中に手を回すと素肌の感触を感じている。

　自分の中に好きな人が入っているのだと思うとものすごく幸せだ。これが両想いだったらどれほどの幸福感を味わうことができたのだろう。

　明彦が抱きしめながらキスをしてくれる。

　上唇を舐めて、舌を差し込んできた。二人の舌を絡み合わせる。キスに夢中になっているとゆっくりと腰を引いていく。そしてまた時間をかけてゆっくりと奥まで入ってきた。

「んっ………あぁぁ、ふぁぁ……ん」

　何度か繰り返していると先ほどまでは表面だけで感じていたが、腹の奥から快感が湧き上がってくるような不思議な感覚になった。

　明彦の熱を感じてどんどんと蜜が溢れてくる。

　腰を動かすたびにくちゅくちゅと音が響き、一つになっているのだと実感する。

　瞳を開いて彼の表情を確認すると恍惚としていた。額に汗を浮かべて顔を歪めている。自分の中で快楽に溺れてくれているのだと思えば幸せで泣きそうになった。

（好き……明彦さんのことが、好き……）

　腹筋に力を入れて押し込んでくる。隘路が擦られ頭がおかしくなりそうだ。

「はぁ……んっ、明彦さぁん、んっ……」

（本当の恋人として抱かれたかった。でも望んだのは自分だから……後悔しちゃいけないよね）

　切なさが襲ってくるが、それを上回る快楽に翻弄される。

　抽挿を繰り返しながら、秘所にある真っ赤に膨れ上がった敏感な蕾に親指で刺激を与えられた。

　自分の中に馴染んでくると、彼は乳頭を舌先でペロペロと舐めてくる。もう片方の胸は指で潰される。

　体重をかけてくるように中を刺激され、峻烈な快楽が体中を駆け巡る。

「……気持ちがいいのっ、はぁ………んっ……」

　素直に感情を伝えると、彼は背中に手を回して抱きしめ、何度も頷きながらキスをしてくれた。

　本当に愛し合っているかのような時間だ。

　舌を絡め合いながら、ゆっくりと奥深いところを突いてくる。

「あっ……んっ、あっ！」

　欲棒を真由の襞が締めつけた。

　熱くて硬いものがぐっと強く押しつけられ、今までで一番大きな声が出てしまった。

「あぁあああっ！」

「真由ちゃんのいいところ見つけた」

「えっ？　……んっ、ああぁぁん、あっ、あぁぁん、あっ」

　同じところばかり刺激を与えられ、つま先がきゅうっと丸まった。陰部が男根を絞り上げていく。

「待って、そんなことされたら俺がやばい……」

　無意識に自分の体が動いてしまっていた。

　ぱちゅぱちゅ。

　濡れた音と肌がぶつかり合う音が聞こえる。先ほどまで焦れったいほどゆっくりと責められていたが、だんだんと速度が上がっていく。

　臍の裏側を突かれているような不思議な感覚だ。

　膝の裏に手を入れられさらに大きく広げられると、深いところに届く。

　自分の中が男の滾りの形に作り変えられているようだ。腰が揺すられ、胸が上下に揺れる。その刺激で胸の先端が快楽で張り詰めていた。

「あっ……明彦さんっ」

「真由」

　明彦に呼び捨てにされたことで感度がますます上がる。

　ゆっくりと責められていたが、彼も余裕がなくなってきたのだろう。

　容赦なく昂りで奥処を突き上げてくる。

　絶え間なく刺激を与え続けられ、真由は目の前がチカチカとしてきた。

「あっ、あっあぁぁっ、変になっちゃう」

「あぁ、そのままイッていいぞ」

「いやぁっ、明彦さんも一緒に」

　自分の肉襞が滾りを思い切り締めつけているのがわかった。彼は苦しそうに小さな呻きを上げて、その抵抗に負けないように激しく貫いてくる。

　ベッドのスプリングが揺れて壊れてしまうのではないかと思うほど雄々しい。

　口づけをし、口内を舌で撹拌されながら、明彦は腰を打ちつけてきた。中にいる欲棒が膨張し、いっぱいになる。

「真由……っ、く」

　名前を呼ばれるだけでたまらなく強い愉悦に襲われる。

　堪えきれなくなってきて、内側が蠕動運動し始めた。

　昇りつめる気配に声が枯れるほど喘ぐ。次の瞬間、快楽の濁流に飲み込まれ呼吸が止まった。

「俺も……イク！」

　達したばかりの体には強すぎる刺激だった。壊れるのではないかという恐怖心はあっという間に快楽に塗り替えられた。

「あっ、あぁぁっ！」

「真由っ、あっ」

　明彦は避妊具越しに白濁を吐き出し、ズルっと潤いの泉から自身の熱を抜いた。真由は意識がぼんやりとし、強い眠気に襲われる。

　彼が長い腕で抱きしめてくれるから、幸せでたまらない。

「可愛かった……。本当に」

　愛おしそうに見つめながら汗で額に張りついた前髪を避けてくれる。

　本当はもう一度温泉に入ろうと思っていたのに、なぜかこんなことになってしまった。

　彼の心には好きな人が住み着いているかもしれないが、今は独り占めしたかった。

　真由は筋肉質で厚い胸板に頬をくっつける。長い腕が抱きしめ返してくれた。髪の毛を撫でられると体の力が抜けて、すべて委ねたくなる。

「綺麗な髪の毛だ」

「ありがとう」

「眠くなってきたか？」

「うん」

「眠ってもいいぞ」

　二人を柔らかな空気が包んでいる気がした。明彦はことが終わっても切なくなるほど優しい。一生分甘えておこうと思い、そのまま瞳を閉じた。
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　温泉から家に帰ると、陸斗が彼女とのんびりしているところだった。いつも仲のいい二人だが、今日はそれ以上に親密な関係に見える。

「おかえり。戻ってたんだね」

　兄が妹を見て顔を緩めた。

「一人で寂しかっただろう？」

「そんなことないよ。温泉、楽しかった？」

　真由は里美に話しかける。

「とってもいい温泉だったよ。今度真由ちゃんも一緒に行こうね」

　里美がニッコリと微笑んだ。

「ほら、土産」

　差し出されたのは温泉まんじゅう。昨夜のことを思い出して顔が熱くなってきた。記憶を追い出すように頭を軽く振る。

「ありがとう」

「それで、報告があるんだけど」

「報告？」

　陸斗に視線を向けると改まった表情をしている。どうしたのかと真由は真剣な目をした。

「結婚することにしたから」

「本当に？　おめでとう！　里美さん、うちの兄でいいの？」

「うん、陸斗とならこの先も楽しく生きていける気がして。こちらこそお願いしますって感じだよ」

「そっかぁ！　すごくおめでたいね。私もとても嬉しいよ」

　妹を守ってきてくれた兄が幸せになれる。心から祝福したい。

「それで、家なんだけど……」

「私、出ていこうか？　一人暮らしもしてみたいと思っていたし」

　これは本心だった。しかし、なかなか出るタイミングがなかったのだ。

「いや、真由が嫌じゃなければ一緒に住んでもいいし」

「嫌な理由はないけど、せっかく新婚さんなんだから二人で住んだほうがいいと思うよ」

　一人暮らしをさせると変な男に引っかかるのではないかと兄はずっと心配していたが、結局は真由が家を借りて一人暮らしをするということで落ち着いた。

　結婚は来年になるらしいから焦ることはないが、少しずつ家探しをしていくつもりだ。
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　二人が温泉に行ってから一ヶ月が過ぎていた。その間に二人は何度も体を重ね合わせている。

　いつも場所は決まって会社の近くのホテルだった。

　誘われるのは金曜日の夜が多く、そのまま朝まで泊まることが多くなっていた。

　ランチに出かけようと言われ、食事をしてから帰ることもあった。

　完全にセフレになってしまったと考えつつも、好きな人と一緒にいられるのは幸せで……。

　永遠にこの時間が続かないとわかっていても、続いてほしいと強く願ってしまう。そのせいで明彦が想い人とはどうなったのか、聞く勇気は持てなかった。

　本当のことを聞いてしまえば、一緒に過ごせなくなってしまう気がして。

　このままでいいのかと葛藤していたが、体を重ねるたびに好きが増殖していく。どうしても離れられない。

　そんなことを考えながら、真由は地下倉庫で書類の整理をしていた。

「はぁ」

「ため息なんてついてどうしたんだ？」

　声がして振り返るとそこには明彦がいた。いつからここに来ていたのかまったく気がつかなかった。

「なんでもない」

　書類を持ったまま体ごと振り返ると、長い腕が伸びてきて抱きしめられる。

「ちょっと待って、誰か来たらどうするの」

「この時間は他の部署の人間はそうそう来ないさ。少しの時間でいいから抱きしめさせてくれ。充電だ」

　仕事中はこういう雰囲気にはならないので珍しい。

　ただ抱きしめていただけなのに、彼の手がスカートの上から太ももを擦ってくる。そして裾から手が入ってきた。

「駄目だって」

　自分でも驚くほど甘い声で拒否したので、説得力に欠けている気がする。

「少しだけ」

「こんなところで……んっ」

　顔を近づけてきて唇を奪われてしまう。

　会社で一体何をしているのだろうか。

　彼の唇に口紅が移ってしまうのではないかとハラハラしていると、足音が聞こえてきた。

　慌てて離れるとやってきたのは陸斗だった。

「……びっくりした。お前ら二人で何やってんだ？　こんなところで」

「資料を探しに来ただけだよ。お兄ちゃんこそ、どうしたの」

　明彦が答える前に一足先に返事をした。

　ドキマギしながら明彦の顔を見れば、口紅は思ったよりついていないみたいだ。薄暗い場所なので見えにくいのが幸いだった。

「こんな暗いところで二人きりなんて、怪しすぎるだろ。おい、明彦、俺の大事な妹に手を出しているわけではないだろうな？」

「……陸斗、実はあのな」

　言いかけようとしたとき、真由が慌てて口を開く。

「そんなわけ、ないでしょ？　お兄ちゃんは心配し過ぎなんだよ。仕事でここに来たんでしょ？　必要な資料を持って早く帰ったほうがいいんじゃないの？」

「たしかにそんなわけないか。ああ、そうだったな。仕事、仕事」

　何事もなかったように陸斗はロッカーを開いて資料を探している。

　真由はいたたまれなくなって、地下倉庫から飛び出した。

　少し走った廊下で立ち止まる。このままの関係を続けていても自分の心が辛くなってくるだけだ。

　相手に好きな人がいるのがわかっていて続けているのだから自業自得であるが、耐えられない。

　好きな人に求められれば応じたくなるが、けじめをつけるためには誘いを断らなければいけないのだ。

　エレベーターのボタンを押してぼんやりとする。

　振られることがわかっているのに、告白するのは自己満足でしかないのだろうか。

　チャンスが一パーセントでもあるなら、その可能性にかけてみるのも一つの手かもしれない。

（……でも、告白する勇気なんて持てないよ）

　エレベーターが到着すると扉が開き、中に入った。

　真由は頭をくしゃくしゃと掻き乱したくなるような感情に陥っていた。
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　真由は事務補佐として日々仕事に励んでいるが、パソコンのスキルをもっと身につけたいと考えるようになっていた。

　この仕事をしてから、今まで使わなかったような機能を使用することが多々ある。

　今日は仕事が立て込んでしまい残業になり、職場に残っているのは真由と明彦と涼介と、遥だった。

「水瀬さんどう？」

　涼介が近づいてきたので、困っていることを打ち明ける。すると彼は背後から手を伸ばしてきて抱きしめるような格好で、マウスをスラスラと動かして仕事がやりやすい方法を教えてくれる。

　少し距離が近いなと思ったが、説明がとても理解しやすくて真由は感心しっぱなしだった。

「菅谷さん、本当にすごいですね。尊敬します」

「そんなにキラキラした瞳で言われると嬉しいもんだな。俺でわかることなら教えてあげるから、何でも聞いて」

「はい！　ありがとうございます」

　ニッコリと笑って返事をすると、彼はほんのりと頬を赤く染めた。咳払いをして自分の席に戻っていく。

　仕事のやり方を教えてもらったおかげで、効率よく作業を進めることができた。しかし作業量が多く、結局最後まで残ってしまった。仕事が終わるのを明彦が待っていてくれる。

「遅くなってすみません、やっと終わりました」

「お疲れ様」

　二人きりではあるが、職場では誰が聞いているのかわからないので敬語で話すようにしている。そのとき、突然明彦が近づいてきて、長い腕を伸ばして抱きしめた。

「ちょっと。職場なのに」

「もう誰も来ないさ」 

　最近職場で彼のスキンシップが多くなってきている。もちろん人がいるときにはしてこないが、そんなことを繰り返しされていると自分は恋人なのではないかと勘違いしてしまいそうだ。

「陸斗、結婚するんだってな」

「うん。報告あったの？」

「あぁ、この前休憩室でばったり会って。幸せそうだった」

「そうなんだよね。家にいてもすごい浮かれていて、結婚式場をどうするとか。どんなドレスを着せたいとかそんな話ばかり聞かされてるの」

　彼の真由を抱きしめる手に力がこもる。

「いいな。俺も好きな人と結婚したい」

　その言葉を聞いて切なくなる。思わず『結婚しないで』と止めたくなってしまう。

「真由はまだ若いから結婚願望とかない？」

「そんなことないよ。両親が亡くなってしまってから、失う怖さもあるけれど、温かい家庭を早く作りたいって思ってる」

「そうなんだ」

　肩を持って真面目に見つめられると、そのまま顔が近づいてきて二人の唇が重なった。唇を割って舌が入り込んできて、口内がかき回される。

　誰もいないオフィスでキスの音が響き渡っていた。

「んっ……、それ以上しちゃ……、我慢できなくなっちゃうよ」

「誰もいないオフィスでっていうのもいいかもしれないな。まだ守衛も見回りに来ない時間だし」

　欲情を掻き立てるような視線を向けられ、思わず頷いてしまいそうになった。

「本当は真由もここでしてほしいんじゃないか？　そういう目をしている」

「してない！」

　強がってみるものの言葉の語尾が甘く聞こえてしまうのはなぜだろうか。デスクに座らされ、そのまま前から抱きしめて甘いキスをされる。

　彼のキスは上手ですぐに抵抗できなくなってしまうほど。気がつけば自分も彼の太い首に手を回していた。

　ブラウスの上から胸を揉みしだかれ、真由の体温が上昇していく。

　すぐにスカートの中に手が入ってきて、ストッキング越しに太ももを撫でられた。

　完全に彼に体を支配されているので、少しの刺激でも蜜が溢れてくる。

　オフィスで事に及んでしまえば、明日からも思い出していつも罪悪感を覚えながら働くことになるだろう。その背徳感がまた感度を上げているのかもしれない。

　クロッチ部分に指が当てられ身体がビクンと跳ねた。

「真由、ここで、しよう？」

　いつも仕事をバリバリしている彼が甘えたような口調で質問してくる。きっぱりと断ればいいのに、その姿があまりにも愛らしくて断ることができない。困惑しながら彼を見つめていた。

「断らないってことは、同意してくれたと思うけどいいか？」

「……明日から職場で働きづらくなる。思い出しちゃうもん」

「思い出してほしいな。忘れないでほしい」

　まるで別れの日が来るかのような言い方に、切なくなった。

　思い出が増えてしまえば離れる日が辛くなる。

　真由は葛藤しながらも、自分から手を伸ばして明彦に抱きついたのだった。
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　今日のランチは、社内食堂で遥と食べることになった。どの料理も美味しく特に日替わりランチがお勧めだ。

　本日は洋食セットでオムライスとサラダとスープ、それにプチデザートがついていた。

　事務補佐として仕事に勤しんでいるので頭を使うことが多く、昼食時には空腹感が絶頂だ。

　次から次へと口に運んで咀嚼をしていると、遥がおもむろに呟いた。

「噂で聞いたんだけど、水瀬さんのお兄さん結婚するんだって？」

「そうなんですよ。やっと結婚するんだって感じです」

「イケメンで人気も高かったからショックを受けている女性社員が多いそうだよ」

「ありがたいですね」

　自分の兄なので人気があるのかどうかはよくわからないが、気にかけてくれる人がいることはありがたいことだ。

　デザートに手をつけたとき、遥が何気なく口を開く。

「外崎課長も結婚が近いかもしれないね」

「え？　そうなんですか？」

　心臓がドキッとした。

「専務のお嬢さんが課長のこととても気に入ったみたいでね、デートするんだって」

「お見合いとかじゃなく、デートなんですか？」

「今までは専務を含めて食事会をしていたらしいけど、今度は二人で会うんだって。何か進展あるかもしれないね」

「専務の娘さんって大学時代は読者モデルをしていたって聞いたことがあります。すごく美人だと誰かが言ってました」

「その通り。仕事ができる課長のことを気に入った専務が紹介したらしいわ。会わせてみると、お嬢さんがとても気に入ったみたい」

　噂にしか過ぎないと考えたくなる。

「詳しいですね」

「私の同期が経営企画部にいて、専務が自慢気に話してくるんだって。『営業部の課長には手を出すなよ？』なんて言われるらしいよ」

「そうなんですか」

　かなり信憑性の高い噂なのだと悟り、喉の奥が詰まるような感覚に陥った。

（明彦さんの好きな人は、専務の娘だったんだ）

　だから素敵な温泉付きホテルに視察に行ったのも納得ができた。彼女を喜ばせるために、女性である真由の反応を見たかったのだろう。

　二人が顔合わせをしてから、何度か会う内に心が惹かれあったなんて、よくできたラブストーリーだ。

　自分の彼に対する気持ちはだんだんと膨らんでいき、何かにぶつけないと体の中で弾けてしまいそうなほどだ。だから勇気を出して告白をしてみようとも考えていたが、相手が専務の、それもとても美しい女性だと聞いて勝ち目がなく諦めてしまった。

　ショックを受ける必要はない。初めから彼に好きな人がいるというのは知っていたことなのだ。

　ハッピーエンドになる確率が低い恋だと知っていたから、悲しくなんかない。自分に言い聞かせるようにして、グラスの水を口の中に流し込んだ。

「課長にもファンが多いから、ショックを受ける人が増えると思う」

「そうなんですね。課長、素敵ですもんね」

「水瀬さんのお兄さんと仲がよかったから、プライベートの顔も知っているんでしょ？」

　興味津々に身を乗り出して聞いてくる。

「前は遊びに来ていたことがありますけど、最近はお互いに忙しいみたいでなかなか来ませんよ」

「そうなんだ。専務のお嬢さんと結婚するなんて一生安泰だね」

　感情を表に出さないように笑いながら頷いた。

　

　ランチを終えて職場に戻ると、明彦がデスクで肩に受話器を挟みながら電話をしている。テキパキと仕事をしていて、遠くから見ているだけでも素敵な人だ。

　彼なら専務のお嬢さんとお似合いだ。

　このまま関係を続けていたら絶対によくない。でも一緒に働いていたら割り切って忘れることなんてできない。

　彼のことを諦めるとしたら、彼の存在を感じなくてもいいぐらい遠いところに行くしかないのか。

　部署異動したばかりなので、すぐには異動できないだろう。そうなると辞めるしかないが、簡単に辞めるのは何か違うような気がした。

　恋愛ごときで大切な一生を棒に振るわけにはいかないと心の中で強がってみるが、思ったよりも彼の存在は自分の胸の中で大きくなっていた。

「水瀬さん」

　顔の前で手のひらをひらひらと動かしていた人に気がつく。仕事中だというのにぼんやりと考えごとをしてしまった。

「どうしたの？　元気ないみたいだけど？」

　声をかけてきたのは涼介だった。

「大丈夫です。ちょっと寝不足で……すみません」

　心配をさせたくないので咄嗟に嘘をついた。

「お願いしたい仕事があるんだけど」

「はい！」

　元気よく返事をして説明を聞き、早速作業に取りかかることにした。ところが彼は自分の席に戻ろうとしない。

　胸のポケットに刺さっているボールペンを抜き出し、真由のデスクに置かれているメモ帳に何かを書いていく。仕事の指示だろうと真由はそれを真剣に見つめた。

『今度食事でもどうかな？』

　まさか仕事中に誘われると思わず驚いて彼の瞳に視線を動かすと、涼介はニッコリと笑った。

　曖昧に頭を下げてパソコンの画面を見つめる。

「終わりましたら声をかけに行きますね」

「よろしく」

　あえて返事をしなかった。

　どういうつもりで誘ってきたのだろうか。

　隣でそのやり取りを見ていた遥がからかうような瞳を向けてくる。

「もしかして、菅谷君に気に入られてるんじゃないの？」

「そんなことないです……」

「いいじゃない。若手だけど将来を期待されている社員の一人だし。イケメンだし」

　ひそひそ話をして彼女は笑ってからパソコンに向き直った。

　

　

　今日は兄が早く帰ってくるらしく、自宅で食事を作って待つことにした。

　仕事を終えて材料を購入するためスーパーに寄った。メニューを考えながら材料を見つめる。今日は兄の大好きなチーズインハンバーグにしようと決め、カゴにひき肉を入れた。

　兄が結婚したら自分の料理を食べさせてあげる機会が減ってしまう。寂しいが、愛する人と一緒になるのは喜ばしいことだ。今まで妹を大切に育ててくれたことに感謝し、精一杯の祝福をしたい。

　会計を済ませて外に出た。帰ってくる前に作っておきたいので、急ぎ足で歩く。

　自宅に戻ると、キッチンで早速料理を始めた。玉ねぎを猛スピードでみじん切りにする。

　先日、会社の給湯室でお茶を淹れていると、明彦が近づいてきた。

『真由の料理が食べたい』

　そんな言葉を言われたことを思い出し手が止まる。

　最近は二人きりになると呼び捨てにされることが多くなった。それだけ親密な関係だと思ってくれているのかもしれない。ただ、二人は恋人ではないのだ。

　専務の娘とデートし、そこで正式に告白しようという話になるのかもしれない。そうなれば、セフレという立場から動くのはかなり難しくなってしまうだろう。

（好きな人と身体だけの関係になんてなりたくなかったのに……）

　こんな関係になってしまったのは、自分が酔っ払って迫ったせいだ。自業自得。頭では理解しているのだが、どうしても胸の中は切なさが支配していく。

（……専務のお嬢さんと結婚しないでほしい）

　食事の準備が終わった頃、兄が帰宅した音が聞こえたので、料理を並べることにした。

「ただいま」

「おかえり！」

　兄はネクタイを緩めながらテーブルに視線を動かす。

「今日もうまそうだな」

「久しぶりにハンバーグにしてみたよ。味噌汁持ってくるから待っててね」

　キッチンへ移動し椀をトレーに乗せ、運ぶ。

「明彦も結婚が近いかもしれないな」

　兄がおもむろに言ったその言葉に、動揺して手を滑らせてうっかりこぼしてしまった。

「おい、大丈夫か？」

「ご、ごめん……！」

　慌てて台拭きと雑巾を持ってきて拭くが、心臓の鼓動がバクバクして落ち着かない。しかし兄にだけは明彦への恋愛感情を悟られたくないので、平気なふりをして視線を向ける。

「明彦さん……結婚しちゃうの？」

「あぁ、専務があいつのことを気に入って、娘に会ってくれって言われたらしいんだ。何度か食事会を重ねて、ついに二人きりで会うそうだぞ。専務のお嬢さんに好かれるなんて、逆玉だな！」

「そ、そうなんだ」

　ランチで遥から聞いていた話だったが、初めて聞いたふりをした。

　泣きそうになるが、なんとかごまかし笑顔を浮かべる。

「味噌汁、持ってくるね」

　一度兄から離れて台所へ戻ると、深呼吸をした。そうでもしなければあまりにも悲しくて今にも泣き出してしまいそうだったのだ。味噌汁をよそって、頬を手のひらで軽く叩き、頷いてから食卓テーブルに戻る。

「お待たせ」

　椅子に腰を下ろす。

「いただきます」

　お腹が減っているのか、がっつくように食べている兄をぼんやりと見つめる。

　明彦が結婚する話をランチで聞いてから、真由は食欲が完全になくなっていた。しかし元気がないと気がつかれては困るので小さな一口をなんとか口に入れて咀嚼をする。

（せっかくのハンバーグなのに、味がしない……。ショックすぎて味覚すら機能停止しているのかも……）

　食べる手を止めて兄が顔を覗き込んできた。

「もしかして、お前……」

　核心をついてくる気がして、話題を探そうと頭の中でぐるぐると考える。

「ハンバーグ、どうかな？」

「いつも通り美味しいけど……」

「よかった！　喜んでもらおうと思って作ったんだよ。でもソースがいつもより少し甘いかなと思って、心配だったんだ。赤ワインじゃなくて余っていた白ワインで作ったんだよ。白ワインは甘みが出て美味しいけど、ちょっとコクがなくなるかなと思って心配だったんだけど、美味しいって言ってくれて安心！」

　真由は一気に言って笑みを浮かべる。

「動揺すると真由は饒舌になる」

　睨みつけられ、表情が固まってしまう。

　兄に気持ちを知られたら、明彦にも伝わる可能性が高い。そうなれば真由は友達以下の存在になってしまうかもしれない。

　明彦が結婚したとしても愛人の道は望んでいないが、これからもたまには一緒に食事ができたらと願う。永遠にプライベートで会えなくなるのは切なすぎる。

「明彦のこと、好きなのか？」

　あまりにもストレートに質問されたので赤面する。どうにかごまかさなければと焦りだした。

「す、好きなわけない！　お兄ちゃんがもう一人できたような感覚で、そのお兄ちゃんのような存在の明彦さんが、結婚するなんておめでたいことだなと思っただけなの。そ、それに明彦さんだって私を妹のようにしか思ってないし、何か変な想像しないで！　絶対にありえないから！」

　一気に言って兄を見るとニヤリと笑っている。

「また饒舌になった」

「……っ！」

　兄がからかうように身を乗り出してくる。

「本気で好きなら協力してやろうか？」

「……そんなんじゃないし、専務のお嬢さんのほうがお似合いだと思うから」

　自らの言葉が自分の存在を否定しているようで、胸が締めつけられる。真由は完全にうなだれた。

「悲しい顔をされると、兄貴としては胸が痛むなぁ」

「だから、違う」

　その後、真由はムスッとして兄の言葉を無視して食事を続けたのだった。





◆






「みーなせさんっ」

　給湯室で来客用の湯のみを洗っていると、明るい声で呼ばれた。誰かと思って振り返れば涼介だった。

「お疲れ様です」

　いきなり声をかけられて少し驚いたが、笑顔を浮かべて挨拶をする。彼は壁に背中をつけて、腕を組みながらこちらに視線を向けてきた。

「土日って、予定埋まってたりする？」

「……その日によりますけど」

「空いてる日、付き合ってほしいところがあるんだけど」

　軽い口調で誘ってくるので思わず頷きそうになったが、男性と二人きりで出かけるのは抵抗がある。

「申し訳ないですが……」

　やんわりと断ると彼はつまらなさそうに口を尖らせる。とてもイケメンなので拗ねた顔に胸がキュンとする女性もいることだろう。しかし、真由の心には住み着いて離れない人がいる。簡単には他の人になびかない。

　どんなに好きだと思っても、相手は結婚してしまう。無謀な恋なのに諦めることができなくてとても苦しい。

「じゃあ、直球で聞くよ。水瀬さんって付き合ってる人いるの？」

　その言葉に明彦が頭に浮かんだが、残念ながら彼は恋人ではない。力なく頭を左右に振る。

「へぇ。じゃあ好きな人は？」

「います」

　はっきり言ったほうがしつこくまとわりついてこないと思い告げた。

「なんか重苦しい言い方だなぁ。うまくいかないの？」

「……多分、かなりの確率で片想いのまま終わるかと思います」

「そうなんだ。人間って限られた時間しか生きられないんだよ。それならハッピーエンドを向かえる確率の低い恋愛は諦めて、新しいところに目を向けるのも一つの手だと思うけど」

　たしかにその通りだなと思って、つい彼の目を真剣に見つめてしまった。なぜか彼も真顔で凝視してくる。そのうちに涼介の耳が真っ赤に染まっていく。

「その目、ヤバいって。自覚ないかもしれないけど、本当に可愛いよ」

「……そ、そんなつもりありません」

　口説かれているのが、恋愛偏差値の低い真由にもわかった。でもどう対処していいかわからず困惑していると肩を揺らして笑い出した。

「ピュアな感じもたまんないね。俺と付き合ってくれるなら、お兄さんの壁を乗り越える覚悟があるよ」

「……あ、あのう」

　どこまで本気で言っているのだろう。からかわないでくださいと言い返そうとしたとき、彼が一歩先に口を開いた。

「好きな人がいるなら仕方がないけど、俺、簡単には諦めないから。今度その気になっている人の話ゆっくり聞かせて？　じゃあ」

　返事をする前にその場から去っていった。

　小さなため息をついて真由は洗い物の続きをする。

　廊下に出ると、明彦がタンブラーを手にこちらに向かってくるところだった。

　最近はあまり会話をしないようにしていた。このまま進行方向に歩くと、すれ違ってしまう。

　関わらないようにしたくても、同じ職場で働いているので避けられないこともある。

　少し遠いところにいるのに、彼の瞳はすでに真由を捉えているみたいだった。意を決して歩みを進める。

　横を通り過ぎる瞬間、何食わぬ顔で「お疲れ様です」と告げたが、腕を掴まれてしまった。

　廊下には誰もいないが、この場を目撃されて変な噂を立てられたら困るのは明彦だ。手を振り払い慌てて距離を取った。

「どうして、メールの返事をくれないんだ？」

「……どうしてって」

　これから結婚する予定の彼に、なぜ返信しなければいけないのか。

　妻になる女性以外の人と連絡を取っていたら、彼女は嫌に違いない。

　真由は明彦の相手のことを考えると、一日も早く特別で危うい関係は終了させるべきだと思っていた。

　そして自分の心もこれ以上持たない。

　曖昧な態度を取り続ける自分が悪いのだ。だから今できる精一杯の怖い顔で彼を睨みつけた。すると心底寂しそうな瞳を向けられ、感情が揺らいでしまう。

「真由が何を考えているかわからない。俺は、はっきり言ってもらわないとわからないんだ。思ってることがあるなら言ってくれ。直すから」

　いつも穏やかな彼が若干、感情を乱しながら言葉をぶつけてくる。

　不安げな表情を向けられ、まだ可能性があると勘違いしてしまいそうになった。

　逆に彼は、真由と連絡を取り続けることに抵抗はないのだろうか。

（私なら仲のいい同期の妹だって言い訳ができるから？　男の人は愛人がほしいものなのかな）

　心の中に黒く重たい感情が広がっていき、今にも逃げ出したくなる。

「仕事中なので、プライベートの話は控えてください」

「……すまん。じゃあ、今日の夜は空いてるか？」

「ごめんなさい」

　振り切るようにして横を通り抜け、自分の部署に戻った。

　席についてパソコンのパスワードを入力し、何事もなかったかのように仕事をする。

　先日から二人きりで会いたいという内容のメールが何度も届いていたが、返事をしていなかった。会えば好きな感情が溢れる気がしたからだ。しかし先ほどの様子から明彦は焦っているように見えた。

　もしかして、専務の娘とデートをする前にしっかりと関係を終わらせたい旨を伝えるために、会って話がしたいのだろうか。

　明彦はまっすぐで真面目な人間だから、浮気なんてするタイプではない。

　正式に交際が始まるまでの期間を過ごせるだけの関係が目的だったと考えれば、すべてがしっくりとくる。

　何を言われるかわからないが、話をする必要があると感じた。いつまでも逃げていても駄目だ。





◆






「お願い。一回でいいからデートして」

「申し訳ないですが、お断りします」

　おつかいを頼まれて外出し戻ってくる電車の中、営業に出かけていた涼介とたまたま出くわしてしまった。

　隣の席に座って両手を合わせて懇願してくる。

「職場だとお互いにどんな人間なのか、わかんないこといっぱいあるでしょ？　プライベートで会ったら意気投合するかもしれないし」

「でも好きな人がいるんで」

「うまくいかない恋愛みたいだし、こんな可愛い子を野放しにしておくなんてもったいない」

　気に入ってくれているのはありがたいが、明彦の代わりに好きになることなんてできない。

　苦い表情を浮かべて涼介から視線を逸らしていた。しかし一向に彼も諦める様子がない。あの手この手を使って言葉巧みに誘ってくる。

「わかった。じゃあ、ランチ行こう」

「休日に出かけるのはちょっと……」

「今だよ。そろそろ昼休憩だろ？　一緒にランチしてから帰るってことで伝えとくから」

「え？」

　止めようとすると電車がオフィスの最寄り駅に停車し、意気揚々と降りていく。スマホを耳に当てて、オフィスに連絡を入れているようだ。

「あっ、菅谷です。お疲れ様です。今たまたま水瀬さんと一緒になったんですが、ランチしてから帰りますがいいですか？」

　電話を切ってこちらを向きニッコリと笑った。

「気をつけて帰ってこいよだって」

「電話越しの相手誰でした？」

「課長。話が早くて助かった」

（明彦さんったら、止めてくれたらいいのに……）

　仕方がなく後ろについていく。ゆっくり歩いていると歩幅を合わせてきて、真由の手に持っている紙袋を持ってくれた。

「重そうな資料だから俺が持ってあげる」

　涼介はさりげなく優しくしてくれる。営業職をしているし、人に気を使うことに長けているのかもしれない。こういうところも女性にモテるポイントなのだろう。

　女性に不自由しないはずなのに、どうして自分にこだわってくるのか、まったくわからない。

「おすすめのパスタ屋さんがあるんだ」

「そうなんですか」

　明彦なら蕎麦屋とか定食屋とかに連れていかれそうだ。

　女性が喜ぶような店をすんなりと紹介できるなんて、かなり女性慣れしているのではないか。

　好きな人がいなければ心が動いていたかもしれないが、残念ながら真由の好きな人へ対する心は鉄のように硬い。

　連れてきてくれたのは隠れ家的なイタリアンレストランだった。ランチタイムということで混み合っていたが、カウンター席なら二人で座ることができた。おすすめだというカルボナーラを注文して、涼介の話に耳を傾けている。

「前から可愛い子がいるなとは思っていたんだけど、違う部署だったし、なかなか話しかけることができなかったんだ。一緒に働くようになって、性格もいいなぁって思って。気になる子にはどんどんアプローチするほうなんだよね」

「でしょうね」

　すぐ隣で告白のようなことをされて、苦笑いを浮かべる。早く帰りたいなと思っていると注文したパスタが運ばれてきた。

　真っ白なお皿に入っていて、見た目も香りもとてもいい。一緒にランチすることに気が進まなかったが急に空腹感が湧いてきた。

「はい、どうぞ」

　フォークを手渡され、礼をして受け取った。

「いただきます」

　食べてみるとものすごく濃厚で美味しい。思わず頬が緩んでしまうと彼が瞳を輝かせてこちらを見ている。

「無邪気に食事する姿もたまらないね」

「もう、いちいち変なこと言わないでください」

「本気だから言ってるんだけどな」

　少しアプローチは激しいけれど、笑った表情を見て悪い人ではないのだと感じる。

　食事をしながら、この会社に入社した動機などを話してくれた。案外真面目なところもあり、恋人にするなら楽しいタイプかもしれない。

　ついつい話に引き込まれて聞き入っていると、彼は腕時計を確認した。

「水瀬さんと話していると楽しくて時間を忘れちゃうね。時間だから戻ろうか」

　ご馳走になってしまい会社に向かって歩き出す。

「水瀬さんの好きな人って、職場にいるの？」

「さぁ、どうでしょうか？」

「秘密主義だな。一緒にランチした仲なのに」

「今日は、流れで一緒に食べただけです。菅谷さんのファンも多いと聞きました。私じゃなくても……」

「否定はしない。けど、女だったら誰でもいいわけじゃないから」

　信号で立ち止まり真剣な眼差しを向けられるが、すぐに目をそらした。隣で彼がクスクスと笑っている。

「誰なんだろうなぁ。好きな人。でも俺負けないから」

　楽しそうに笑って歩き出す。

「好きなら諦められないでしょ」

　はっきりと好きだと言われて、心臓がドキッとした。

　たしかに好きなら諦められない。その気持ちは痛いほどわかる。

　簡単に諦めることができれば、どれほど楽だろうか。

　前に進みたいのに、それがなかなか難しい。心の中でため息をついた。

　

「ただいま戻りました」

　オフィスに戻ると明彦がこちらに視線を向けた。

「お疲れ」

　何か言いたげな表情をしているが、気がつかないふりをして会釈をして、自分の席に座る。

　専務の娘と結婚する明彦とは、もうプライベートで会わないほうがいいだろう。もし、二人きりでいるところを見られて結婚が白紙になってしまっては大変なことになる。

　最後に別れの言葉を告げて、関係を終わらせようと真由は決意したのだった。
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　一度ランチに出かけてから、涼介は親しく話しかけてくるようになった。『水瀬さん』から『水瀬っち』と、あだ名までつけられてしまって、周りの人からも仲がいいねと言われるようになった。こちらとしては迷惑な話なのだが、彼は嬉しそうに笑っている。

『そのうち周りにくっつけられて、本当の恋人になってしまえばいいね』

　涼介にはそんなことを言われていたが、真由にはまったくその気がない。やはり心を支配している存在は明彦だけである。

　先週の日曜日、明彦は専務の愛娘とデートをしてきたらしい。兄が教えてくれたのだが、二人でフレンチレストランに行ったのだとか。

『本当にいいのか？』

　兄が心配そうな表情を浮かべて質問してきたが、素直に打ち明けることはなかった。

　明彦からは『金曜日の夜、会ってほしい』とメッセージが入っていて、可能だと返事をしておいた。いよいよ覚悟を決めて話を聞かなければならない。

　今日は金曜日。夜に二人で会うことになっている。

　仕事が定時に終わり明彦に視線を向けると、彼はまだ帰れそうではない。駅前の喫茶店で待っていようと考え、パソコンの電源を消して廊下に出た。

『いつもの場所で待っています』

　メッセージを入れてエレベーターホールに向かって歩き出す。

　すると、すぐに涼介が追いかけてきた。

「お疲れ」

「お疲れ様です」

「これから夕食一緒に食べて帰らない？」

「ごめんなさい。今日は予定がありまして」

「そうなの？　もしかして好きな人と約束してるとか？　じゃあ一緒に待ってたら誰かわかるのかな」

　あまりにもしつこいので、本当は突き放したい。

　これから幸せな時間が訪れるわけではなく、悲しい話を聞かされることになるだろう。

　正式に専務の娘と結婚する、もうプライベートでは会いたくないと言われるのではないかと予想していた。

　そんな重たい心の状態でいるので、明るい口調で話しかけられるとイライラしてしまう。

　エレベーターに乗り込むと彼も後ろに続いた。

「どんな人なのかな？」

「好きな人と会うわけじゃないですって」

「へぇ。その人はすぐに来るの？」

「もう少し仕事でかかりそうでしたけど」

「じゃあ来るまでの間、俺が相手していてあげるよ」

　小さな親切大きなお世話というのはこのことだろう。

　断っても涼介はついてくる。

　歩いているといつも明彦と待ち合わせをしている喫茶店についてしまった。

　涼介は相手が現れるまで一緒にいるつもりらしい。

　もし明彦と鉢合わせてしまえば、ややこしいことになってしまう。どうにか帰さなければと頭の中で考えるが、彼がホットコーヒーを二つ注文して向かい合って席に座ってしまった。

　目の前で涼介がニッコリと笑顔を浮かべている。

「どんな人かな？　俺が勝てる人だったらいいけど」

「それが期待はずれな人だと思いますよ」

　こうなったら兄の結婚の相談をするために、明彦をプライベートで呼びつけたとでも言うしかない。

　作戦を立てれば、先ほどまでソワソワしていたが少し落ち着いてくる。

　きっと、明彦も状況を見て話を合わせてくれるだろう。

　スマホを確認するとメッセージが入っていた。先ほど会社を出たところらしい。

「せっかく一緒に待ってくれていますけど、無駄な時間になってしまうかもしれないので、帰るなら今かと思いますけど」

　涼介はテーブルに肘をついて顔をぐっと近づけてくる。

　思わず唇が触れてしまいそうなほどの近い距離に固まってしまった。

「そんなに隠すことないでしょ？　余計に怪しい」

「……ですから」

「俺は本気だよ。好きになっちゃった」

「……っ」

「待たせたな」

　言い返そうとしたときに明彦が到着した。彼の登場に涼介は瞳を大きく見開いて驚いている。

「えっ、相手って、課長なんですか？」

「兄と課長は友人関係なので、結婚式のことで相談に乗ってもらおうと思って、わざわざプライベートの時間に会ってもらうことにしたんです」

　明彦にも設定がわかるように、説明ったらしいセリフを言う。

　話を合わせてくれるものだと思っていたのだが、こちらを見てくれない。涼介の隣に腰をかけて彼を睨みつけていた。

「悪いが今はお前の上司だということを忘れてくれ」

「……と、言いますと？」

　何を言い出すのかと思い、真由は息を飲んで明彦の様子を窺っていた。

「真由は俺の彼女だ。諦めてくれないか？」

「「えっ？」」

　真由と涼介の声がハモった。

　一体、彼は何を言い出すのか。意味が理解できずに目が点になってしまった。

　涼介もパニック起こしているように瞳をきょろきょろと動かし、頭の中で整理しているようだ。

「好きな人がいるとは聞いていましたけど、付き合ってないって言ってたんで……アプローチしてたんですけど」

　涼介が言い訳をするように早口で言った。

　明彦は一瞬きょとんとした表情を浮かべた後、立ち上がり、真由の手を持って立たせた。

「……とにかく俺の彼女だから。手を出すならそれ相応の覚悟をしてくれ。俺は負けない」

「……いや、課長には勝てないですって。さすがの俺も」

「これから大切な話があるから、連れていく」

　唖然と口を開いている涼介を残して喫茶店を出た。

　すぐ近くに明彦の車が停車してあり、助手席に押し込まれる。呆気にとられていると、運転席に回ってきて真由に覆いかぶさるようにしてシートベルトをつけられた。

　さっき『俺の彼女』と言っていた気がするのは、空耳だったのだろうか？

　車が走り出し、どこに連れていかれるのかと、意識が戻ってくる。

「明彦……さん」

　運転している横顔は、ものすごく怒っているように見える。頭の中が混乱していて、どんな言葉を発すればいいのかわからない。

「……若い男がよくなったのか？」

「え？」

「菅谷のほうがいいのか？」

「な、何言ってるの？　どこに連れていくつもり？」

「俺の家だ」

「家？」

　明彦の自宅に訪問したことは一度もなかったので、一瞬心の中に嬉しさが湧き上がる。しかし今は喜んでいる場合ではない。

　涼介の前で彼氏だと言ったこと、専務の娘と結婚の話が持ち上がっていること、聞きたいことがいろいろある。

　何よりも一番心配なのは、この先の二人の関係はどうなるのかということだ。

　車を走らせること三十分。高層マンションに到着して地下駐車場に颯爽と入っていく。

　車から降り、住民専用のエレベーターで上がっていった。このマンションは富裕層の人しか住めない。

　到着したのは、上から数えたほうが早いフロアだった。

　解錠し扉を開くと、背中を押して部屋の中に入れられた。初めて訪れる明彦の部屋に、胸がときめかずにはいられない。

　後ろに立っている男は切羽詰った様子だった。ヒールを脱ごうとしたが、後ろから抱きしめられた。

「俺をあまり嫉妬させないでくれ」

　いきなり体を回転させられドアに背中がついた。大きな手のひらで頭を固定され顔を動かすことができない。

　唇を強引に塞がれてしまい、言葉を発する権利が奪われた。唇を割って彼の肉厚な舌が入り込んでくる。

（今日でちゃんとお別れをするつもりだったのに……、どうしても好きなの）

　上蓋を舐められ、歯列に沿って舌が蠢く。息ができないほど苦しいキスなのに、抵抗したいのに全力で拒否しないのは、男に惚れているせいだ。

　愛する人に求められると逃げることができない。

　己はなぜこんなにも意志の弱い人間なのだろうか。自分を責めるが、何も考えられなくなるほど、激しいキスへと変わっていく。

　二人の唾液が混ざり合い、口から糸を垂らす。それでもキスをやめてはくれない。彼の唇が耳に降りていく。

「んっ……」

　何度も彼と体を重ねており、いつもいたわるように優しくしてくれていたのだが、今日の彼は違う。

「明彦さんっ……待って」

「いつも菅谷と仲よくして……」

　嫉妬に満ちた苦しそうな声で言われ、胸が締めつけられる。しかし、こちらだって同じだ。専務の娘と結婚などしてほしくない。

　体をこうして求めてくるというのは、やはり真由をセフレにするつもりなのだろうか。首筋に顔を埋めてきて強く吸いつかれる。

「んっ」

　首筋に吸いつきながら、彼は服の上から胸を揉んだ。

　玄関で事に及んでしまうなんて、余裕がないらしい。

　ブラウスのボタンを外されて下着が露わになる。ブラジャーの上から胸を鷲掴みにされ激しく揉みしだかれた。

　少々乱暴にカップを上にずらされ、まろみのある胸が露出する。押しつぶすかのように指に力を入れて動かされた。

「はぁ……んっ……」

　声が漏れだすと、塞ぐように唇を覆われ口内をかき回された。それだけのことなのに体の力が抜けてきて立っていられなくなる。

　あっという間に体は官能の世界へと連れていかれるのだ。親指と人差し指で強めに胸の先端をつまみあげられる。

「んんんっ……」

　唇が唇で塞がれているので喘ぐことすら許されない。

　彼の淫らな手はフレアスカートの裾にたどり着き躊躇なくめくりあげた。

　ストッキングの上からクロッチ部分を中指で捏ね繰り回される。

　こんな関係終わらせたいと思っているのに、甘い快感に襲われて、完全に抵抗する気を失っていた。

　彼はしゃがみこみ、スカートの中に顔を入れてきた。

「明彦さん……っ」

　ストッキングとショーツが一気に降ろされ、足首にひっかかる。あまりにも急ぎ過ぎた行動に、真由は抗議の声を上げた。

「こんなところで……やめて」

「……あいつと、他の男とした形跡がないか確認しないと」

「まさかっ」

　そんなことするわけないと言おうとしたとき、綻んだ花びらを指で広げられ、密かに膨らんでいた蕾に思いっきり吸いついてきた。

　強い電流が体を走り抜けていくような感覚に襲われ、身体がビクビクと跳ねた。

「何、するのっ……ああぁぁっ」

　激しく吸われ、コリコリと硬くなったそれを唇に挟んで潰された。痛いはずなのにジンジンとして癖になってしまいそうだ。

　長い舌が秘裂に沿って動き、何度も行ったり来たりを繰り返す。そうしてるうち蜜壺から溢れ出てきた蜜が太ももを伝っていく。

　それに気がついた彼は己の人差し指ですくって敏感な蕾に塗りつけてきた。

　ピチャピチャと音を立てながら左右に揺らしたり、指先で引っ掻かれたり、しまいには挟まれて、引っ張られたりした。

　そうすると蜜壺がひくついてさらに愛液を垂らす。

　強引なことをされているのに、体が感じてこんなにも反応する己に真由は羞恥心を覚えていた。

「いつからこんなに淫らな体になったんだ」

「……明彦さんの、せいなんだからっ」

　あなたのせいでこんな身体になってしまった。

　大好きな人に触られる喜びを覚えてしまった。

　専務の娘と結婚して、もう会ってもらえないのだと思うと涙が溢れてくる。こんなに切ない思いをするなら、好きにならなければよかった。

　男の中指が突き刺すように入ってきて、入口をかき混ぜる。すでに濡れそぼっているそこは、彼の指を飲み込もうとして奥へ奥へと誘うように慄いた。

「よく絡みついてくる」

　口元に笑みを浮かべながら少し儚げな口調で言って、指を突き立ててきた。トプッと濡れた音がして、次から次へと蜜が滴り落ちてくる。

　彼の手を汚してしまうのではないかと不安になるほどだった。入口近くにあった指が隘路を擦ってくる。

　どこを弄ると真由が悦ぶのか、彼はすべて把握しており、あっという間に崩れ落ちてしまいそうになる。

　指を根元まですっぽりと埋めて、中にある窄みをこじ開けるように動かし始めた。

「はっ……ん、っあぁぁ」　

　万が一、廊下に人が通ったら声が聞こえてしまう。慌てて自らの口を手のひらで塞いだ。

　我慢している様子を見て楽しそうに笑っている明彦は指を二本に増やす。 両方の指が中でバラバラに動いて気が遠くなっていきそうだった。

「早く……明彦さんの、挿れて」

　耐えられなくなり恥を忍んで口にする。見下ろすと力強い瞳で見つめられていた。

　立ち上がった彼は女の体を回転させた。扉に手をつけて体を支えるような格好になり、尻を突き出す。

　恥ずかしいけれど、焦燥感に駆られる。

　ベルトを外す金属音が聞こえ、次に袋を破る音がした。

　いよいよだと思って唾を飲む。

　スラックスを下ろして、熱を押しつけてくる。

　泥濘に先端が入ってきた。

「はぁっ……んっ」

　いつも以上に熱く滾っているように感じるのは気のせいだろうか。

　明彦の呼吸が荒い。

　浅いところで抜き挿しを繰り返し雁が引っかかる。その刺激がたまらなく、自ら腰をさらに動かして深く入るように誘導してしまった。

（なんで……こんなにいいの……）

　足に力を入れてさらに肉棒を沈めてくる。指とは比べようもないほど太くて硬い淫棒が蜜洞を埋め尽くしていく。

「あぁぁっ……んんんっ」

　強い快楽と苦しさで喉をそらすが、男に腰を持たれて前に体が折れた。その弾みでさらに深いところに到達する。

　肉襞が彼を逃さないとでも言いたげに絡みつき、その刺激で自らが達しそうになった。

　体を小刻みに震わせて呼吸を荒くする。

「はぁっ、はうっ…、ん」

　引き抜いてまた突く。いつもゆっくりとした動きなのに、今は怒りを込められているような動きだった。

「真由は、誰にも渡さない」

　そう呟くと一気に突き立ててきた。

「あぁ、うっん、あんん！」

　快楽に溺れている姿をあまりさらしたくない。付き合っていない男性とこうして戯れることができるのだと、今更だが思われたくなかった。

　明彦は野獣のように後ろから覆いかぶさってきて、思いっきり引き抜き、再び打ち込んできた。そのたびに肌のぶつかる音がする。

　後ろから手が伸びてきて両方の胸の蕾をつまんで潰される。立っているのがやっとだ。

「真由……っ、菅谷と……付き合うのか？」

「えっ……？」

　腰を動かしながら苦しそうな声音で質問された。なぜそういう発想になってしまうのだろうか。

「どうして答えないんだ」

　何かに苛立つように呟いて、亀頭のくびれまで引き抜いてから感情をぶつけるように肉竿を打ちつけてきた。

　膣洞を擦り上げられ熱を帯びてくる。

「そんなわけ、……ないでしょ、だって」

（明彦さんのことが好きなんだから）

　素直に口にできたらいいのに、別の女性と結婚してしまう彼には言えない。

「だって？」

「なんでもない」

　思いを秘めたまま打ち明けずにいようと決意した。

　明彦はぴったりと中に収めたまま、後ろから耳元に近づいてくる。

「俺から逃げられないようにしてやろうか？」

　恐ろしさを含んでいるが色気たっぷりの低い声で囁かれ、子宮がキュンと締まる感じがした。

　ゆっくりとねっとりとかき混ぜられ、気が遠のいていく。このまま子種をたっぷりと腹の中に吐き出してもらいたい。そんな感情になってしまった。

「……どうして、どうして……私のことをそんなに虐めるの」

　快楽と切なさが混じり涙声になってしまう。

「真由が可愛いから」

　愛情が込められた言葉のような気がして、もしかしたら自分は愛されているのではないか。思い過ごしだろうが、そんなことを考えてしまう。

「可愛い……たまらなく……」

　好きな人からの可愛いという言葉で感じ、媚肉が肉竿を締め上げていく。蠕動する動きがわかるほど中が狭くなった。

　背後から聞こえてくる甘く艶かしいため息に、真由は耐え切れなくなり、男が腰を動かしていないというのに快楽の山を駆け上がってしまった。

　体をピクンピクンと震わせて力が抜けていく。

「まさか、イッた？」

「……ごめんなさい、もう、……おかしくなっちゃう」

　吐息混じりの声で訴えかけると、真由の中にいた滾りがさらに膨れ上がった。

　腰をしっかりと掴んでもらっているので、なんとか立っていられるが、こんなにも反応してしまう自分の体が自分でないみたいだ。

「そんなに気持ちよさそうにされたら、俺も持たない……」

　下腹部に力を込め強く打ちつけてくる。

　絶頂の波が引く前に、真由は彼の淫らな抽挿に翻弄されていく。雄芯に襞を擦られ喜悦が腹の底から掻き出されるような感覚に陥った。

「クッ」

　ギリギリのところで彼は引き抜き、避妊具に放つ。

　彼女はそのままペタンと座り込んでしまった。体を重ねてしまえば後戻りできないとわかっているのに、どうしても離れられない。

　呼吸を乱している彼女の後ろから明彦が優しく抱きしめてきた。悲しくて切なくて涙がポロポロと溢れてくる。

「お願い、専務のお嬢さんと結婚しないで」

　抱きしめる力が強くなった。

「知ってたのか？　だから……冷たかったのか？」

「いろんなところから噂を聞いたよ。どうして結婚するのに、私と関係を続けるの。しかも私のことを菅谷さんに彼女だなんて言って……」

「だって、真由は俺の大事な彼女だから」

　意味がわからなくて彼の顔をじっと睨みつけた。困惑した顔をしながら、乱れた服を直してくれる。

「いつ彼女になったの？」

「ちょっと待って。俺たち付き合ってるんじゃないの？」

　明彦もまた混乱した表情を浮かべてこちらを見た。

　二人の頭の上にはクエスチョンマークが浮かび上がっている。

「初めて二人でホテルに行ったとき、俺のことずっと憧れてたって言ってくれたじゃないか。そして抱いてくれって言ってきたのは真由だ」

　たしかに抱いてと酔っ払った勢いでお願いした記憶はあるが、憧れていたと告白した記憶はすっかりと抜け落ちていた。

「こんな玄関で話すようなことじゃない。リビングに連れていくぞ」

　膝の裏と背中に手を回して横抱きにして運ばれ、広いリビングにあるソファーに下ろされた。すぐ隣に腰をかけてくる。

　部屋は綺麗に片付いていて家具が必要最低限しかない。大きな窓からは夜景が一望できる素敵な部屋だった。初めて好きな人の部屋に来たのに感動や胸キュンしている場合ではない。

　二人はどこから勘違いしてすれ違っていたのか、意識を擦り合わせる必要がある。先ほど絶頂を迎えたばかりなので体が少々だるかったが、真剣に話をしようと思った。

「真由のことはかなり前から好きだったんだ。だけど大切な友人の妹に手を出すわけにはいかないと思ってずっと我慢してた。そんなときに『憧れていた、抱いてほしい』と言われて断る男がいるか？　俺はあの日から結婚を前提に付き合おうと覚悟決めたんだぞ」

　そうだったとは知らずに、ずっと片想いでいると思っていた。ただの体の関係だけで繋がっているのだと。

「憧れていた、その言葉を言ったことを忘れていて……」

「あれは嘘だったのか？」

「嘘じゃない。本当に好き。明彦さんに少しでも近づきたくてこの会社に入社したんだから」

　まっすぐと気持ちを伝えると彼の頬が赤く染まる。

「……じゃあ今までしてきたことは、恋人という前提じゃなくて、体だけの関係だと思っていたということか？」

　その通りなので頷くと彼は額に手のひらを当てて、大きなため息をついた。

「だから素っ気なかったのか？」

「好きな人と体の関係だけで、心が繋がっていないのは辛かったから」

「そんな勘違いをされていたとはな」

　部屋の中が静まり返りしばらく二人は無言だった。明彦は頭をポリポリと掻きながら何か考えているようだ。

「俺もちゃんと、伝えていなかったから悪かったよな。不安な思いをさせてごめんな。俺は真由のことが好きだ」

　ストレートな告白が刺さって嬉し涙が出てきそうになったが、専務の娘とはどうなったのか、そこをはっきりさせておく必要がある。

「じゃあ、どうして専務の娘さんとデートなんかしたの？」

「どうしても娘と会ってくれと言われて断れなくて。でもこの前二人で会ってちゃんと話をしてきた。俺には好きな人がいて結婚を考えていると伝えたら、彼女は諦めてくれた。その後専務からも呼び出しされて『うちの可愛い娘をどうして悲しませるんだ』と言われたけど、俺の心には決めた人がいるからと説得したら最後は理解してくれた」

　疑っていたが、その言葉には嘘がないように思えてまっすぐに胸に伝わってくる。

　心臓がトクトクと心地よい鼓動を刻み始めていた。

　明彦が自分を好きだと言ってくれている。それだけで幸せでもう他には何もいらない。　

「そうだったんだ。信じることにする」

「菅谷とはそういう関係ではないんだな？」

　今度はこちらが疑われたが、そこはきっぱりと否定をしておいた。

　これで二人の間を隔てる壁がなくなり、晴れて本物の恋人となれたのだ。

「真由、俺たちが付き合っていることをやっぱり陸斗にも伝えたい。真剣に交際しているのに隠しておくのはなんか違うと思う」

「うん、そうなんだけどね」

　兄は本当に心配性だ。

　自分が親の代わりになって真由を育てたせいもあるだろう。

「もう少しだけ待って。私の心の準備ができたらちゃんと一緒に挨拶に行きたいから」

「わかった」

　張り詰めていた空気がだんだんと柔らかくなり、甘く香っていく。明彦が両手を広げて温和に微笑んだ。

「おいで」

　彼のもとに素直に飛び込み、胸板に顔を埋める。

　彼は長い腕で力強く抱き締めてくれた。

　至近距離で見つめ合い額をくっつけ合う。お互いに引き寄せられるように顔が近づき、唇を重ねた。

「真由、好きだ」

「私も大好き」

　唇を割って舌が入り込んでくる。真由も負けじと舌を絡めた。

　心が通じ合った後のキスはこんなにも快感なのか。

　驚くほど感じてしまう。

　先ほど玄関で体を重ね合わせたばかりだったのに、また彼の存在をもっと近くに感じたくなってしまった。

　言葉を素直に伝えればわかり合えた関係だったのに、二人は遠回りになっていたらしい。

　これからは愛する人にしっかりと想いを伝えていこうと思ったのだった。







第五章








　正式に付き合い始めて三ヶ月が過ぎた。

　兄に伝えるタイミングがなくて結果的にはまだ言えていないが、二人はオフィスラブを楽しみながら、仲よく過ごしている。涼介は二人の関係を誰にも話すことなく、普段通りに接してくれていた。いたるところで噂にされるかと懸念していたが、案外大丈夫だった。

　今日は金曜日。

　真由は仕事が終わりロッカールームで口紅を塗り直す。

　明彦とは仕事が終わってから一緒に食事をして帰ろうと約束をしていた。

　三ヶ月の記念日だから、少し豪華なレストランで食事をしようと言われていたので、ちょっぴりお洒落した。胸元にボタンがついていてさらりとした生地の花柄のワンピースを選んできた。

　彼は俄然仕事を頑張っており、営業成績はみるみると伸びている。このままだと経営企画部に異動するのも時間の問題かもしれないと話が出ていた。

　違う部署で働くことになるのは寂しいけれど、彼女として出世は喜ばしいことだ。心から応援しよう。

『俺もそろそろ出る。駅前の喫茶店で待っていて』

　メッセージが届き、真由は意気揚々とロッカールームを出た。

　

　彼が連れてきてくれたのは、かしこまった雰囲気のフレンチレストラン。

　毎回ご馳走にはなってしまう。なので喫茶店に入ったときは、無理を言って支払いをさせてもらうことすらある。

「こんなに高いところ、大丈夫なの？　お給料出てから返すのでもいい？」

　いつも払ってもらうのは申し訳ない気がしてついそんな言葉を口に出してしまった。

　彼の収入であればまったく問題ないだろうが、自分の給料では到底食べには来られない場所だ。

「付き合って三ヶ月だからな。記念だろ？　たまにはかっこいいところを見せたくて」

「定食屋とか、居酒屋とか……よく行くようなところも好きだけど。でもこうして素敵な場所に連れてきてくれてありがとう」

　ピンクのシャンパンで乾杯し食事が始まった。

　見た目も味もすべてが百点満点の料理で、胃袋も心も幸福感で満たされた。

　何よりも愛する人と一緒に食事する時間は楽しい。改まった場所で食べるのもいいが、自分の作った手料理を振る舞って、山盛りのご飯を食べる姿も見たいななんて思いながら彼を見つめていた。

　食事が終わり、エレベーターに乗った彼がエントランスホールではない階数のボタンを押す。

「部屋、予約してあるから」

「えっ？　そんなぁ、サービスしすぎじゃない？」

　明彦の腕にさり気なく触れつつ見上げると、エレベーターの中で二人きりなのをいいことにチュッと頬にキスをされた。不意打ちだったので言葉を飲み込んでしまう。

　到着したのはスイートルームで、部屋にはシャンパンが置かれていた。

「すごい部屋！」

「真由はこういうところ好きだろ？　たまには贅沢しよう」

　グラスにアルコールを注いでくれ、並んで腰をかけた。夜景を見ながら二人でゆっくりと酒を飲む。

「素敵な思い出をありがとう」

　微笑むと彼は嬉しそうに頷いた。

　いつも会話が弾むのだが、なぜか今日の彼はおとなしい。ついに部署異動の話が決まったのだろうか？　離れ離れになってしまうのは悲しいが、海外支店に行かなければいい。その可能性はゼロではないのだ。遠距離恋愛になってしまっても、待ち続けようとは思っている。

　明彦がおもむろに立ち上がり目の前に片膝をついた。まるで王子に求婚される姫のようだ。

　どうしたのかと思うと手には指輪の箱を持っている。

　彼が箱をパカッと開けば、中心にピンクのダイヤモンドがあり、その周りをダイヤモンドで囲まれている素敵な指輪が輝きを放っていた。

「……えっ、な、何？」

「俺の嫁さんになってほしい」

　ストレートなプロポーズの言葉に驚いて目を見開く。

「付き合ってからは短いが、知り合ってからは長い期間を一緒に過ごしているし、結婚するなら真由しかいないと思うんだ。君の美味しい料理を一緒に食べて生きていきたい」

　真剣な心が伝わってきて胸が熱くなる。

　断る理由なんてない。

　ずっと片想いしていた人からの結婚の申込なのだから。

「はい、不束者ですがよろしくお願いします！　明彦さんのために料理を作らせてください」

　元気いっぱい返事をすると左手を持ち上げられ、薬指に指輪をはめてくれた。

　真由は左手を上げてそれを見つめた。薬指にキラキラと輝いている。

（幸せすぎるよ……！）

　サイズが少し大きかったけれど、自分のことを思って買ってきてくれたのだと思うと歓喜がこみ上げてきて涙が出る。

「ごめん。ぴったりのサイズじゃなくて……。俺ってこういうところ駄目なんだよな。完璧じゃないんだ」

　涙を流しているのは、サイズが違うから悲しんでいると思ったらしい。そうじゃないのに。でも、そういう優しいところも大好きだ。

「指輪は後でサイズを直せば大丈夫だから。大切にするね」

　なくしては困るのでケースにしまう。

　そして真由は大好きな彼に抱きついた。

　両手で伸ばして抱きしめてくれる。

「明彦さん、好き」

「俺も」

　そのままソファーに倒れこんだ。真由が上になってしまって襲っているようだが、幸せすぎてそんなのどうでもよくなる。

　真由から積極的に唇を重ね合わせる。予想外だったようで彼はとろけるような笑みを浮かべて応じてくれた。

　彼の舌が伸びてきて二人の舌が絡み合う。

　唇を重ねていると愛しさで胸いっぱいになり、真由は自らが相手に快楽を与えたいと考えた。どうすればいいかわからないが、考えた末にいつも自分にしてくれているように体中を愛撫し、舐めることだと気がついた。

　大胆な行動をして嫌われてしまわないか心配だったが、感情が昂ぶっている。

「明彦さん、今日は私にさせて」

「ん？」

　彼は言っている意味がわからないようで首をかしげる。

　妖艶な笑みを浮かべて男のネクタイに手をかけた。スルリと解きシャツのボタンを外していく。

　どういうことか気がついた明彦は、嬉しそうにしつつも恥ずかしそうな笑顔になった。抵抗せずに彼女の手の動きを見つめている。

　ジャケットとＹシャツを脱がし、鍛え上げられた上半身が露わになった。横になっている彼の上に跨り、首筋から胸元へ丁寧に口をつけていく。

　少し強めに吸いついたり、舐めたり。そのたびに彼は甘美なため息を口から漏らした。

　とき折表情を確認すると悩ましげな瞳になっていた。男らしく色っぽい彼の姿を見ているだけでこちらが興奮してしまう。

　割れている腹筋を指でなぞり、体温を手のひらで感じる。凹凸のある筋肉や硬い胸板に男らしさを感じる。

　体を触れ合わせるたびに、この人のことが好きだという感情が増殖していく。

　必死で彼の身体を愛撫していると、愛おしそうに頭を撫でてくれる。大きい手のひらが大好きだ。視線を動かしてニッコリと微笑むと、明彦は慈愛に満ちた瞳を向けていた。真由は先ほどから体に当たる硬くて大きなものが気になり始めた。

　スラックスの上からも膨れ上がっているのがわかる。

　何度も体を重ね合わせている関係だが、そこに自分から手を伸ばしたことは一度もない。

　緊張するが今日は奉仕させてほしい。

「……触ってもいい？」

「あぁ、真由に触れられて嫌なところはどこもない」

　甘い言葉に胸がキュンとしながら、ベルトに手をかけた。カチャカチャと金属音を鳴らし外していく。腰を浮かしてもらいスラックスを脱がせた。

　ボクサーパンツ越しに見える高い山に、密かな興奮を覚えてしまう。それは彼に何度も快楽を与えてもらったからだ。

　自分は何もされていないのに、体が反応してしまい薄っすらと汗をかく。

　ブラジャーの中にある蕾が膨らみ擦れて少し痛い。

　ショーツの中もしっとりとしている感じがする。

　遠慮がちに手を伸ばして触ってみると、予想以上に熱くなっていた。

　自分がした愛撫で気持ちよくなってくれたのだと思うと素直に嬉しい。

　大切なものを可愛がるように優しく撫でていると、男は身体を震わせる。

「真由……っ」

「ん？」

　ものすごく恥ずかしそうにしているが擦り続けると、ボクサーパンツが濡れてきた。

　自分に触れられて感じてくれているのだと考えると、胸がドキドキしてきた。恍惚とした表情を浮かべている彼の姿も愛おしい。ますます明彦を特別な存在として好きになっていく。もっととろけてほしくて下着に手をかける。

「真由、今日は大胆だな」

「……してもいい？」

「あぁ」

　下着を脱がせると腹にくっつきそうなくらい、天に向かって大きくそそり立っている淫棒が目に飛び込んできた。血管が浮き出ていて滾っている。

　もっと快楽を味わってほしい。

　両手で竿を包み込んでみた。重量感があり生々しい形をしている。

　いつもこれで自分の中を貫かれているのだ。こんなに大きなものが入っているなんて信じられない。

「ゴホン」

　咳払いが聞こえて彼に視線を移すと、恥ずかしそうに頬を赤く染めている。

「そんなにじっと見つめられると恥ずかしいな」

「ごめん。こんなに大きなものが私の中に入っているなんて信じられなくて……」

「あはは、なんだ、それ」

　淫茎を上下に動かし、ゆっくりと先端に向かって扱く。

　これで快楽を与えられているか不安だ。わからないけれど、悦んでもらいたい。

　愛する人の大切な部分に触れていると思えば、心臓の鼓動が加速する。

（なんか……すごく、エッチ……）

　ビクビクと手の中で熱棒が痙攣している。

　彼の表情を確認すると恍惚としていた。

　唇を薄く開けて熱い吐息を吐き、愛おしそうにこちらに瞳を向けている。

　いつも明彦は肉厚の舌で花びらや蕾を丁寧に舐めてくれる。自分もそのお返しがしたい。

　真由は竿をしっかりと握って身を屈めて、顔を近づけた。

「……舐めてくれるのか？」

「うん、いつもしてくれるから」

「無理しなくていいんだぞ？」

「させてほしいの」

　上目遣いで見つめながら甘い声で呟くと、明彦は額に手のひらを当てて大きなため息をついた。

「そんな可愛い顔をされたら、見つめられるだけでイってしまいそうだ」

「え？」

「なんでもない。じゃあ、頼む」

　ゴクリと唾を飲み込んで真由は口を開いた。舌を伸ばして指先をペロリと舐める。少ししょっぱくて変わった味がするけれど、誰にも触らせることがない大切な場所なのだと思うと、優越感が湧き上がってくる。

（明彦さんは私だけの……愛しい人）

　自分がこんなにも独占欲が強いとは知らなかった。

　舌を伸ばして切れ目をペロペロと舐めていると、透明な蜜が溢れてくる。

　女性と同じで感じると出る液体だ。きのこのような形をしている先端がだんだんと赤くなってきた。真由は口を大きく開いてパクッとそれを頬張った。

「クッ」

　男が小さな呻き声を上げる。ぎこちない動きかもしれないが頭を上下に振り、刺激を与えていく。

「どこで、覚えたんだっ」

　自分も奉仕したいと考えていて密かにインターネットで勉強していたのだ。少し苦しいが喉の奥まで肉棒を入れ、チュパチュパと音を立ててしゃぶりつく。口いっぱいに愛しい人のものが広がり、自分が愛撫している立場だということに興奮を覚える。

　触られていないのに、泥濘から蜜が溢れてくるような不思議な感覚に陥り、達してしまいそうになる。

「真由っ、待ってくれ……！」

　頭の動きを止められて口から離された。痛かったのかと心配して見つめると恥ずかしそうに笑っている。

「可愛い口の中に吐き出してしまいそうになった」

「いいんだよ。明彦さんのなら、全然嫌じゃないから」

　起き上がった彼は長い腕で抱きしめてくれた。

「どうしてそんなに可愛いことを言うんだ」

　慈愛に満ちた目に見つめられると胸がキュンキュンする。

　こんなに素敵な人と結婚して夫婦になれる未来を想像すると、幸せで泣きそうになった。

　起き上がった彼と向き合った形で抱きしめ合う。

　唇をくっつけ合い、チュッチュッと小さなリップ音を立てながらキスをして、お互いの唾液を飲み込むほど激しいディープキスを繰り返す。

　そのまま彼は真由の首筋に甘く噛みついてきた。そのままソファーの上に押し倒される。

　胸元のボタンを外され谷間が見えてきた。そこに顔を埋めて緩慢な動きで愛撫を重ねる。

「……あっ、ん……あぁぁん」

　いつも優しいけれど、今日はいつも以上に丁寧に触れてくれている気がした。服がずらされ肩が露わになる。そこにもそっと唇をつけた。

　ワンピースが下ろされ、ストッキングを脱がされてしまい、上下の下着だけとなってしまった。

　背中に手を差し込んでブラジャーのホックを外す。床にブラジャーを落として、組み敷かれた。

　見つめられるだけで胸の先端が硬くなっていく。

「そんなに顔を真っ赤にして……」

「見つめられるだけで感じちゃうの」

「ったく」

　大きな手のひらが伸びてきて胸を下から持ち上げる。揺らしながらたわわな胸の感触を楽しんでいるようだ。

　大きな手で揉みしだき、親指で胸の先端を弾く。甘い痺れが体を走り抜け体が跳ねた。

　顔を近づけてきて胸の先端を嬲る。根元から吸いつかれた胸の先はコリコリと硬くなっていった。音を立てて舐められるととても淫らな感情に染められていく。

「明彦さん、おっぱい大好きだよね」

「真由の限定でな？　柔らかくてすごく美味しいから。形も大きさも俺好みだ」

　恥ずかしいことを言われているが『真由限定』と言ってくれたことが嬉しかった。

　片方の胸を舐めながら、もう片方の胸は大きく円を描くように揉まれる。足を大きく広げられ、クロッチ部分を優しく撫でてくる。

「あぁぁんっ……」

　甘美な快感に、真由はシーツを握って高い声を奏でた。

　過剰に反応してしまうと、明彦は楽しそうに笑う。

「どうした？　今日はいつも以上に敏感だな」

「そ、そうかな……」

　身体を起こされて立たされる。

　愛おしそうに抱きしめられて、両方の手で尻の肉を鷲掴みにされた。自分でもおかしくなってしまったかと思うほど敏感になっている。

　抱きしめている腕を解くと彼は真由の手を引き、窓際までエスコートしてくれた。眩い夜景が目に入るも、窓にはあられのない自分の姿が映っており、真由は赤面してしまう。　恥ずかしくて体を回転させると向き合う形になる。溶けてしまいそうなほど、甘い眼差しを向けられた。

　真由の腰に手を回して愛おしそうに抱きしめてから、窓の縁に座らせる。見上げると視線がかち合った。

「真由……愛してる」

　低い声で囁かれ、心臓が破裂しそうになった。好きすぎて何も言い返せない真由は口をパクパクさせる。

　彼はとろけるような表情を見せ、真由の唇を塞いだ。舌が入り込み絡み取られる。まるで彼から愛情を注ぎ込まれているみたいな甘いキスだ。

　唇を重ねつつも、親指で胸の先端を弾く。

「んんっ……んっ、あぁっ……んんっ」

　愛撫されている乳頭が硬くなって、そこから全身に甘いしびれが流れていった。蜜壺がキュッキュと触れられていないのに収縮を繰り返す。

　それだけで達してしまいそうになる。呼吸が荒くなってくると彼は動きを止めた。

　ショーツの上から敏感な蕾を押し込まれて、甘い刺激に大きな声を出してしまう。

「あぁぁっ……そこ、んん」

　そしてその横から指が入り込んできて、花芽を中指で弄られると、強い快楽に涙が出てきた。

　下着が下され一糸まとわぬ姿になる。片方の足を窓の縁に上げて大きく足を開く格好にさせられた。

「恥ずかしいよ……」

　消えてしまいそうな小さな声で呟く。

「誰も見ていないから、恥ずかしがることはないだろう？　見ているのは俺だけだ」

　男は膝立ちになって、秘密の花園を見つめた。彼の目線の高さに秘部がある。

　花びらがぱっくりと開かれていて、敏感な蕾や蜜窟がよく見える。

　視線を上げれば羞恥心に震えている愛しの彼女の表情が目に入り、明彦は嗜虐心を刺激された。

「明彦さん、そんなにじっと見つめないで」

「どうしてほしい？」

「早く一つになりたい」

　恥を忍んで言ったが彼はその願望を叶えてくれる様子はない。口元を上げて、大切な所に顔を近づけてきた。

　肉の花びらが愛蜜で濡れてテロテロと光っている。

　見つめられて感じているのか、蜜壺からは透明な液体が溢れ出て、臀部の下に水たまりを作っていた。

「俺も早く一つになりたい。しかし、今日は特にたっぷりと時間をかけて可愛がってやりたいんだ」

　甘く呟いて息を吹きかけてきた。それだけのことなのに全身に快楽が流れて体がビクビクと震えてしまう。

　真っ赤に染まっている肉襞を指で開いて、肉厚な舌が近づいてきた。舌先でツンツンと刺激をされるだけで、水を得た魚のように跳ねる。

　包まれた皮を剥かれ上下に舐められると、体中の神経が刺激されたような感覚に陥った。

　足を閉じようとしたが太ももを手で押さえられていて、動けない。

　割れ目に沿って執拗なくらい愛撫されジンジンと熱を帯びた秘処はうねっている。

「真由、とてもいやらしい。すごいぞ……」

「だって、あぁ、うっ、あぁぁあああっ」

　耐えきれなくなり真由は軽く絶頂を迎えた。ところが彼の手は緩まることなく蜜壺に入り込んでくる。

「待って、イッちゃった、ばかりなのっ、あぁぁっ」

　粘膜を押し広げるように中指が入ってきて、内壁を擦り上げる。入口あたりを擦られ、さらに奥へ。耐え切れず真由は立ち上がってしまった。

　立ったまま足を広げられ下から指を突き刺すように侵入してきた。何度かゆっくりとピストン運動をしながら、指は深いところに沈んでいき、指の根元まですっぽり埋まるぐらい入り込んだ。

　蜜がどんどんと溢れ出し太ももを伝って垂れていく。指を深いところに入れたまま中を探るようにぐりぐりと動かされた。

「んんっ、あぁぁあ」

　窄まっているところを刺激され、立っているのも辛くなってきた。

　指を引き抜いた彼はへたり込みそうになる真由を抱き留め、横抱きにして寝室へ連れていく。

　ふかふかのベッドの上に寝かされて、愛情をたっぷりと込めたキスをされた。そのキスは首筋へと降りていき、全身をくまなく愛撫する。

　すでに体がとろけてしまった真由は抵抗せずに愛する人からの行為を受け入れる。

　足を大きく広げられ茂みに指が沈んでいく。尖りきった胸の先端をつまみながら、下からも刺激を与えられる。

　花肉が指に絡みつき、自分でも信じられないような快感に襲われていると、指が二本に増やされた。

　男の長い指が鉤状に曲げられ緩慢な動きで責め立ててくる。　真由の中は蠕動し男の指を締めつけた。追い打ちをかけるように花芽に親指を押し付けてくる。

　たまらない快感に息も絶え絶えになりながら、頭が真っ白になってきた。

「あぁっ……待って……明彦さんっ……んっ」

　もうすでに何度も絶頂の山を登りきっていた。それでも今日はやめてくれることはない。

　たっぷり可愛がりたいと宣言したように、強引にしてくるわけではなく、ねっとりと責め立ててくるのだ。

「駄目……お願い……」

「真由、俺のことがほしい？」

　色っぽい声音で質問され思わず頷いた。満足そうに彼は笑う。

「じゃあ言葉で聞かせてほしい」

　恥ずかしくてたまらないが、このまま指だけで責められ続けられるのは耐え難い。

　心臓の鼓動を落ち着かせるように、自らの胸を手で押さえ深呼吸をした。

「明彦さんが、ほしい」

「よくできました」

　そう言うと指をゆっくりと引き抜いて、明彦はいつ用意したのかチェストの上に置いてある避妊具を手に取った。　袋の破る音が聞こえていよいよだと胸が高鳴る。

　視線を動かすと大きく滾っているものが目に入り、思わず唾をゴクリと飲んでしまった。

　そんな様子を見た彼は瞳をぎらつかせている。頭のてっぺんから足先まで眺められ、いたたまれなくなった。

　明彦はこちらに戻ってくると、真由の背中に手を添えて優しく抱きしめ、耳元に唇を近づけてくる。

「挿れるぞ」

　一つ頷くと蜜口に先端を押しつけてきた。

　いつもよりももっと近づきたくて、手をのばす。彼は真由の手を握って指を絡み合わせた。

　柔らかな笑みを注がれ幸せすぎて泣きそうになる。

　蜜をまとわせて、ゆっくりと中に進んでくる。

「はぁぁっんっ……」

　真由の手をベッドに押し付けて、熱視線を向けられる。じっと見つめ返せば、彼の黒い瞳の中に己が映っていた。

　まるでこの世界には二人だけしかいないような気がして、幸福感に包まれる。

　じれったくなるほど緩慢な動きで媚肉が広げられていく。内側の敏感な部分を丁寧に擦りながら……。

　そのたびに、快楽が湧き上がり、頬がかぁっと熱くなる。

　何度も抱かれていて知り尽くしているはずなのに、初めて抱かれたときのような新鮮な気持ちになった。

　愛情が強くなりすぎて、交わるのが恥ずかしくなるほどだ。明彦は手を伸ばしてきて頬を包み込む。

「どうしてそんなに困った顔をするんだ？」

「……好きすぎて、怖い」

「怖がることはないさ。俺のことを信じてついてきてくれれば、幸せにする」

　真由は照れながらも、今までに見せたことのない幸せそうな笑みを向けた。

　それを見た明彦は耳を真っ赤に染める。腹筋に力を入れて熱棒が押し込まれていく。

「あっ……んっ！」

　快感に思わず瞳を強くつぶってしまった。

　自分の中に入ってくる感覚に意識を集中させ、愛する人を見つめたくて瞳を開いた。

　恍惚とした表情を浮かべながら、艶かしい瞳を向けられており、いつも見ることができない表情に胸がときめいた。

「んっ、おっきいっ」

　体重をかけてさらに押し進めてくる。下腹部に感じる硬くて熱い感覚。　内側の感じやすい壁を刺激され、爪先がきゅうっと丸まる。

　腰の横に手をついて窄みを押し広げられた。

　淫棒の形がわかるほど媚肉が男を締めつける。あまりにも強い快感に蜜窟が卑猥にうねった。

「しまる……！」

　目を細めて唇を噛みしめる、そんな表情を浮かべられるとこちらも嬉しい。最奥まで埋まった肉竿。そのまま動かずに黙っていてくれる。

　背中に手を回して抱き締めて唇を重ね合わせ舌を絡め合う。

「好きだ。真由」

「私も……だ、い……、好き……んっ、はぁっ……あっ」

　腰をクイと動かした。ほんの少しの刺激でも真由はよすぎて、絶頂を迎えてしまった。

　小刻みに震えながら小さな呼吸を繰り返す。そんな彼女の様子を見て彼は愛しそうに目を細めた。

　茂みがくっつくほどに二人の距離は近い。腰を震わせて振動を与えてくる。

「イッちゃった、のっ、いやぁ」

「もっと、もっと、よくなってくれ……。今日を忘れられない夜にしたい」

　プロポーズされただけでも最高なのに、こんなにトロトロになるほど愛されたら、絶対に忘れられない夜になる。

　ゆっくりと腰を引き、また深いところまで引き戻す。そのたびにぐちゅぐちゅと音がする。

　緩慢で、じれったくなるほどの動きだった。

　蜜壺の入口に戻ると亀頭で擦ってくる。

　同時に親指で敏感な蕾の皮を剥き、押したりつぶしたりするのだ。

　そのたびに甘い電流のような刺激が全身を駆け巡り、わけがわからなくなってきた。

「……明彦さぁぁん、……変になるのぉ、あっぁぁ、もっと、もっと強く突いて」

　快楽があまりにも強すぎて、自分でも信じられないほど淫靡な言葉を発している。

「いつからそんなにエッチになったんだ？　そんなところも可愛いけどな」

　男は腹筋に力を入れて先程よりも強く貫いた。

　一定のリズムを刻んで打ち付けてくる。

　ベッドのスプリングが揺れ、二人の甘酸っぱい香りが漂う。

　少し激しく動かしたかと思えば、手前に引き抜いて円を描くように竿を動かされる。

　真由は完全に余裕を失って全身を真っ赤にしながら涙目で男を見つめた。その表情が明彦の嗜虐心を煽る。

「真由、もっと、乱れてくれ……愛してる」　愛してると言われてさらに感度が上がった。

　臀部を持たれて腰を高くし、彼は上から突き立てるように挿してくる。

　ジュボジュボと差し込まれ、ものすごい強い快楽に襲われていた。シーツを握りしめて頭を左右に振る。

「またイキそうだろ？　俺のことを締めつけてくる」

　男も余裕がなくなった声で質問してくる。

　子宮が自分の意識とは無意識に力が入り男根を締めつけてしまうのだ。

　抽送が徐々に速度を増していく。

　背中に手を回して唇を重ね合わせた。

（愛してる……、世界一）

　そのまま体を起こされて、二人は向き合って抱きしめ合う形になる。

　真由はバランスを崩さないように、彼の首にしっかりと抱きついた。上下に腰を突き動かすたびに、乳首が擦れて硬くなった。

　真由は気がつけば自らも腰を振っていた。

「はぁ……っ、真由………っ」

　これ以上突き上げられたら、また大きな波に飲み込まれてしまいそうだ。余裕がなくなって涙を流しながら、彼に必死にしがみつく。「あぁぁ、イッちゃう……明彦さぁ……ん、好きっ ……愛してるっ……あぁっ！」

「真由、俺も……イク。好きだ……あぁっ！」

　下から激しく突かれめまいを起こしていた。

（……もう、イク……、たまらないよ……助けてぇ……！）

　媚肉が竿を思い切り締めつけた、次の瞬間、目の前がチカチカと光り、絶頂を迎えてしまった。

「……ッくっ」

　膜越しに彼が白濁を吐き出しているのがわかる。

　ビクビクと震えていて、 その感覚すら快感だ。

　二人はしばらく抱きしめ合い、言葉もなく深い口づけを交わした。お互いの瞳はとろけていて、額に汗をかいていた。

　明彦は自分の上から真由を下ろしてベッドに寝かせる。優しい瞳で真由を見つめ、優しくキスをした。

「真由、これからもずっと一緒にいような」

「うんっ。大好き」

　彼の胸に抱きつくと、心臓の音が聞こえる。

　ずっと片想いのまま生きていくのだと思っていたのに、こんなにそばにいることができるなんて奇跡かもしれない。

　喜びが溢れて、さらに強く頬を押し付けた。そんな甘えてくる真由を彼は愛おしそうに見つめて頭を撫でる。

　真由は顔を上げて、世界一幸せ者のような笑顔を向けた。明彦が穏やかに微笑み、背中を撫でてくれる。

「明日、陸斗に挨拶に行く」

「一緒に帰るってこと？」

「あぁ」

「わかった。緊張するね……」

　兄はどんな顔をするだろうか？

　挨拶に行くのは緊張するけれど、きっと相手が明彦なら満足してくれると思う。いろいろと小言がうるさいだろうけれど。

　額を寄せ合って、二人はニコニコと微笑み、指を絡め合わせて何度もキスをした。

「陸斗、どんな顔するかな。世界一大事にしている妹を取られて激怒するかもしれない」

　不安そうに呟く明彦にさらにくっつく。真由は彼の瞳を覗き込むと、安心させるように微笑んだ。

「そうかもしれないけど。たぶん大丈夫だよ」「どんなに反対されても俺は絶対に諦めない」

「うん。明彦さん、男らしくてかっこいいね」

　兄に挨拶に行く日が来るなんて、想像していなかった。お互いに早い段階から両思いだったのに、言葉足らずだったせいで勘違いしてしまい、ちょっぴり遠回りしてしまったかもしれない。でもそんな日々があったから、真剣に相手のことを考えて、想いを通じ合わせることができたのだと思う。

　結婚してこれから一緒に生きていくのは未知の世界だけど、愛する人と楽しい家庭を築いていきたい。

　明彦となら、困難も明るく乗り越えていける気がする。

　彼と出会うことができて本当によかったと喜び噛み締めながら、真由は厚い胸板に頭を乗せた。
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　こんにちは！

　ひなの琴こと莉りと申します。 

　濃蜜ラブルージュさんでは二作品目を配信させていただきました。ありがとうございます！

　どんな作品にしようか考えて、キーワードは『すれ違い』と『溺愛』にしたいと思いました。お互い好き同士なのに、勘違いをしてしまい、どんどんとジレジレの展開になっていくのが、面白いと思い執筆いたしました。

　キャラクターは、お金持ちの素敵な男性ではなく、身近な会社の人を書いてみたくてこのような設定にしました。もちろん、お金持ちのヒーローも大好物なのですが（笑）

　みんなから頼りにされている魅力ある男性が二人のときには可愛らしい顔を見せてくれる……そんな男性を書いてみたいと思いました。

　脇役の兄もいいキャラクターになったのではないかと感じております。 

　ヒーローの気持ちがわかってから、もう一度読み返すと、笑える部分が出てきたり、胸がキュンとするかも！

　今回もラブシーンを一生懸命書きました。

　どのシーンも別々の感情を持ちながら、体を重ね合わせています。それぞれ、ヒロインがどんな思いでいたのか、ラブシーンを通しながら感情移入してもらえたら嬉しいです。苦労した部分でもありますが、編集の方と力を合わせて作り上げたのでボリューム満点になっています。

　楽しんでいただけたら幸いです。






ひなの琴莉
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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